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　微かすかな星明かりを頼たよりに、沢へ続く小道を二つの影が歩いている。

　しっかり繫つないだ扶ふ人ひとの手を引き、恵え那なは急せくように先を目指す。湯上がりで、解ほどかれたままの髪が涼風に流され、艶つややかな光を放っていた。

「このような夜更けに、山に分け入るなど酔すい狂きようなものだな」

　宵よい闇やみに淡く浮かび上がる白はく髪はつを搔かき上げ、扶人は呆あきれ交じりに嘆たん息そくする。

　声には険けんが含まれているが、繫いだ手を振り解こうとしないので、本気で苛いら立だってはいないのだろう。

「沢に降りるのなら、陽ひが昇のぼってからでもよかろう。新月の夜に外を出歩くなど、危険だとは思わんのか？」

「大丈夫。雪ゆき桜ざくらも持ってきてるし、熊が出てきたって軽く投げ飛ばしてやるんだから」

「お前という奴は……いつになったら、女らしい淑しとやかさを身につけるのだ」

　当てつけがましい嫌味に、恵那は平然と「今でも十分女らしいじゃない」と返す。

　この傲ごう慢まんな神様と出会ってから、初めて新しい季節を迎えた。最初は、ワケも分からず下げ僕ぼくにされ、どうなることかと思ったが、慣れとは恐ろしいもので。扶人の捻ひねくれた物言いに、すっかり順応してしまうなんて、春先の自分からは考えられないことだった。

　二人部屋の生活にまで慣れてしまうとは、今でも信じられない。

「あ」

　再び二人の間に沈黙が落ち、しばらく先へ進んだ時のこと。

　視界の端で、儚はかない光が明めい滅めつした。やっと目的地に辿たどり着いたようだ。恵那は握っていた扶人の手を離し、無邪気な笑顔で駆け出す。

「見て、扶人！　すごいでしょう？」

　小道の終着点。小さな沢を背に立ち、恵那は大きく腕を広げる。彼女の背後には、幾千もの星が舞い踊おどるかのような、神秘的な光景が広がっていた。

　闇夜に瞬またたく無数の光に、扶人は静かに目を細める。

「蛍ほたるか……」

「昨日の夜間訓練で、偶然ここを見つけたのよ」

　くるりと沢に向き直り、恵那は水面に揺らめく蛍火に頰ほおを緩ゆるめる。

「私、長いこと祥しよう泉せん堂どうで暮らしてるけど、こんなに沢たく山さんの蛍を見たのは初めてなの。だから、見つけた時は訓練中ってことも忘れて、うっかり見み惚とれちゃった。──あなたも、綺き麗れいだと思うでしょう？」

　隣に立った扶人の顔を見上げ、はにかむように問う。彼は眼前の光景から目を逸らさず、「悪くない」とだけ答えた。

　こんな時くらい、素直に綺麗だと言えばいいのに。一瞬、そんな不満を抱いて眉を顰ひそめたが、すぐに恵那は笑顔に戻った。

（ほんと、捻ひねくれてるんだから）

　常に無気力な半はん眼がんは穏やかな光を宿し、唇は微かに弧こを描いている。注意して見なければ分からないほど、それは至極控えめだったが──確かに扶人は、微笑ほほえんでいた。

　万年仏ぶつ頂ちよう面づらの神様が、笑った。

　それだけで、恵那の胸はじんわりと温かくなる。

「……っ」

　寄り添うように肩を並べて蛍の光を眺めていると、扶人が突然小さく息を吞のんだ。

　弾かれたように夜空を見上げた彼に、恵那は困惑から小首を傾かしげる。

「扶人、どうかした？」

「星が落ちた」

「？　それって、流れ星を見たってこと？」

　意味が分からないと言いたげな顔で、自分を見つめてくる恵那に視線を落とし、扶人は黙って彼女の手を取る。

「ふ、扶人？」

　さっきは平然と、彼の手を引いて歩いていた。それなのに、扶人から手を握られただけで、恵那の心臓は大きく脈打った。

　咄とつ嗟さに手を引っ込めようとするが、その前に指が絡からみ合う。

　微かに力の込められた指先に、恥ずかしさから頰が熱くなる。胃の腑ふがむず痒がゆいような感覚に、いきなり何をするんだと手を振り解こうとしたが──結局、恵那は無抵抗を選んだ。

（やっぱり扶人は、空の雲みたい）

　辛からい口調や、不ふ遜そんな態度に慣れたとしても。ここではない、遙か遠くを見ているような眼まな差ざしをしている時、彼が何を考えているのか慮おもんぱかることもできない。

　その手はしっかりと、自分の手を握ってくれているのに。

　手を伸ばしても、摑つかめないもの。だからこそ、余計に摑んでみたくて手を伸ばすが、指先すら掠かすりもせずにもどかしさだけが募る。

（私にだけは、何でも話してほしいのに……）

　近くにいるほど、存在を遠く感じる。この矛む盾じゆんは、いつになったら消えるのだろう？

　そんな恵那の想いは、淡い蛍火のごとく胸の奥で揺れた。







　──夜が更けて尚、鋼はがねを打つ音が鳴りやまぬ村。

　三日三晩踏鞴たたらを踏み抜く、大屋根の灯あかりも届かない村むら外はずれ。小さな溜め池の縁ふちに、彼かの者は佇たたずんでいた。

「着々と、舞台は整ととのいつつあるようですね」

　頭から被かぶった半透明の衣ころもが風に揺れ、男でありながら娘のように整った顔が覗のぞく。

　紫の紅が引かれた口元と目元が、含みのある微笑を刻む。青年の笑顔はまるで女神のように美しかったが、池の水面を見つめる瞳だけは、底知れぬ闇を湛たたえていた。
















　その時、枯れた下草の合間から紫の蛇が現れた。

　蛇は青年の足に絡みつくと、あっという間に首元まで這はい上る。

「おや、何か捕まえてきたのですか？」

　襟えり巻まきのように首へ巻きついた蛇は、見せつけるように蛍の死し骸がいを銜くわえていた。

　くすりと笑んだ青年は、蛇の鼻先をあやすように撫なでる。

「ご馳ち走そうが増えたようで何よりです。沢山餌えさを食べて、もっと大きくなるのですよ。──さぁ、食事に戻りなさい」

　蛍を丸吞みした蛇は、「応」と答える代かわりに青年の指先をチロリと舐なめる。そして、流れるような動作で地面へ下りると、再び近くの茂みへ姿を消した。

「お頭かしら」

　蛇と入れ違いで闇の中から現れたのは、白しろ装しよう束ぞくを纏まとう男だった。

　影のように出現して傍らに跪いた男に、青年はさして驚いた素振りも見せず、視線だけ動かして事務的に問う。

「何か、動きがありましたか？」

　顎あごを引いて頷うなずいた男は、中腰になり青年の耳元で何事か囁ささやく。

　耳打ちされた内容に、青年の双そう眸ぼうが大きく瞠みはられたが、それもすぐに妖あやしく細められる。

「もう、長くはないと思っておりましたが、ついに巨星が落ちましたか。ふふっ……一度は私を見放した天も、今回ばかりは味方をしてくれたようですね」

　形の良い唇が弧を描き、青年は凄せい艶えんな笑みで夜空を見上げた。

　踏鞴たたら場ばから立ち上る煙と、村のいたるところに焚たかれた篝かがり火びのせいで、星空は霞かすんでよく見えない。だが、青年はゾッとするほど美しく微笑んでいる。

　一陣の風が吹き、薄うす衣ごろもと長い髪がサラサラと流れた。髪を飾る水晶玉が触れ合い、清純な音ね色いろを奏でる中、淀よどんだ溜め池に一枚の木の葉が舞い落ちる。

　──池の水面には木の葉だけでなく、幾多の魚が腹を晒して浮かんでいた。
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　森の木々が、目に鮮やかな濃のう緑りよくに輝く初夏。

　生命力に溢あふれたこの季節は、緑が健すこやかに育つ。祥しよう泉せん堂どうの裏庭も類たぐいに漏もれず、十日ほど前に手入れをしたはずが、既すでに背の高い草に覆おおわれていた。

「なぜ我われが、このような雑ざつ用ようをせねばならんのだ」

　慣れない手つきで熊手を扱い、刈り終えた草を搔かき集める扶ふ人ひとがぼやく。

　彼の集めた草を大きな籠かごに詰め込む恵え那なは、本日何度目かの愚ぐ痴ちを軽く受け流す。

「働かざる者食うべからずって、前にも言ったでしょう？　ほら、口を動かす暇があるなら、さっさと手も動かす！」

「……主あるじを働かせるなど、下げ僕ぼくにあるまじき行おこないだな」

　仕事は遅いのに、口ばかりよく回るものだ。

　今日のうちに、裏山の入り口まで綺き麗れいにしなければいけないのに、まだ半分も終わっていない。日陰のない炎えん天てん下かでの作業は辛つらいが、それはみんな同じ気持ちだ。

「そんなに文句があるなら、無理して働かなくてもいいのよ。まぁ、晩御飯がなくなってもよければの話だけど」

　屈かがみっぱなしで強こわ張ばった背を伸ばして立ち上がり、恵那は意地悪く笑む。

　ここ数カ月、めきめきと押しが強くなった彼女は、扶人との舌ぜつ戦せんでは負け知らずだった。今回も余裕で、軍配は恵那の方に上がる。

「我をこき使うなど、後で天罰が下っても知らぬぞ」

　負け犬の遠吠えじみた脅おどしに、恵那は「はいはい」と呆あきれ交じりに笑い、草で一杯になった籠を持ち上げる。

　苦虫を嚙み潰つぶしたような顔の扶人を残し、裏山のゴミ捨て場へ向かう恵那は、こっそり相そう好ごうを崩くずす。文句を垂れ流してはいるが、与えられた役目を放り出さないなんて、変なところで律りち儀ぎな神様だ。

（本当に嫌だったら、私が何を言っても手伝わないクセに。ほんと、天邪鬼あまのじやくなんだから）

　一人で縁側にぽつんと座り、茶を啜すすっている時とは違う。額ひたいに汗して労働する扶人は、普段の浮世離れした雰ふん囲い気きが消え、妙に人間じみて見えた。

「草取り、まだ終わってないのか？」

　裏山に面したゴミ捨て場で、籠をひっくり返して草を捨てていると、一人だけ本堂の掃除をしていた俊しゆん太た郎ろうがやってきた。

　頰ほおを伝う汗を拭ぬぐい、裏庭へ目を向けた恵那は苦笑する。

「夏なつ葉はが張り切ってくれてるから、予定より早く終わると思ったんだけど、刈った後の草を片付けるのに手間取っちゃって……」

　容よう赦しやない夏の日差しに目を眇すがめ、見み遣やった先には、鎖くさり鎌がまを振り回す夏葉の姿があった。

　ヒュンと鎌で薙ながれた草は、ペタンと地面に伏してゆく。濃密な緑の匂いに包まれ、楽しそうに草を刈ってゆく夏葉は、目に見えない何かと戯たわむれているようだ。

　目元を押さえた俊太郎は、げんなりとため息をつく。

「炎天下でも元気なのは、入道雲と蟬せみくらいだと思っていたが、あいつも同類だったか。あれだけ動き回って、どうしてぶっ倒れないのか謎なぞだな」

「そりゃあ、夏葉は元気だけが取り柄だもん。お陰で、私と扶人は助かってるわ」

「……お前、扶人様まで草取りに駆り出してるのか？」

「当然でしょ。人手が足りないんだから」

　けろっと答えた恵那に、俊太郎は再度大おお仰ぎように嘆たん息そくする。

「お前は本当に、怖いもの知らずだな。あんまり調子に乗ってると、神社に不ふ敬けい罪ざいで訴えられるぞ？」

「なにが不敬罪よ。神社が怖くて、扶人の下僕なんかやってられないわ」

　不敬罪を恐れ、遠慮しながら扶人と接するなんて、考えただけでも胃に穴が空きそうだ。それに、今更自分が余よ所そ余よ所そしい態度を取ったら、扶人だって気味悪がるだろう。

　互いの間に壁を作らない今の関係が、自分たちには丁度よいのだ。

　堂々と胸を張った恵那に、俊太郎は再度嘆息して懐ふところから襷たすきを取り出した。

「俊ちゃん、襷なんか出してどうするのよ？」

「扶人様が働いているのに、俺だけ休んでるわけにもいかないだろ。あと少しなんだから、さっさと終わらせるぞ」

　さすが、祥泉堂が誇る優等生。声に出して求めずとも、さり気なく手助けしてくれる俊太郎は、いつだって頼たよりになる兄貴分だ。

　着物の袖そでを襷掛けにしながら、俊太郎は先に立って歩き出す。

　その後を、空になった籠を持って恵那が追いかけようとした──その刹せつ那な。

「……っ!?」

　強烈な邪じや気きを感じ取り、ぞわりと背筋が粟立つ。

　長い下さげ緒おで背負った、大おお太た刀ちの退たい魔ま具ぐ・雪ゆき桜ざくらに恵那が手をかけた瞬間、刈り終えた草が散乱する裏庭に、五つの人影が現れた。

　生気の失われた仄ほの暗ぐらい瞳で、獲物を探す年齢性別も異なる五人。

　死後に悪しき道へ堕おちた、荒あら御み霊たまと呼ばれる存在だ。

　本能が命じるがまま、殺さつ戮りくの限りを尽くす荒御霊の餌えさは生せい者じやの魂たましいである。特に、強大な力を秘めた神の魂は、絶好のご馳ち走そうだ。そのため、那な国こくの守護神である扶人は、荒御霊を引き寄せやすい体質をしていた。

「恵那、お前は扶人様をお守りしろ」

　口早にそう言った俊太郎は、退魔具の太刀を抜ばつ刀とうして駆け出す。

　返事をする代かわりに、恵那は雪桜の柄つかを握る手へ膨大な霊力を流し込む。

（お願い、雪桜。私に力を貸して！）

　胸中で強く願うと同時に、白い鞘さやが光の粒りゆう子しとなって弾けた。

　最初は、自力で解放することもできなかった雪桜だが、今は自在に抜刀できるようになった。

　黒狼王との戦闘中、前世の自分である千ち咲ざきと協力して、初めて解放したのがきっかけだろうが──あの時のように、白い桜さくら吹雪ふぶきと楽がくの音ねが空から降ってくることはなかった。

　どうしてそんな現象が起きているのかは謎だが、今は抜刀できるだけで十分だ。

「五ご行ぎようの掌しよう・木もつ気き──風ふう塵じん先せん行こう」

　片手を足へ向け、言こと霊だまを込めた呪文を唱える。

　荒御霊を浄化することを生なり業わいとする修しゆ祓ばつ師しが、五行の流れを利用して発動する術は、掌しよう術じゆつと呼ばれている。木気の力で脚きやく力りよくを強化した恵那は、地面を蹴けり残像を残して消えた。

「扶人、下がって！」

　次に恵那が姿を現したのは、草を搔き集めていた扶人の眼前だった。

　飛ぶような速さで移動してきた彼女は、身の丈以上もある刀身を振り上げ、近くにいた荒御霊に斬り掛かる。

　熊をも軽々と投げ飛ばす、怪力自慢の恵那の一撃は重い。農民の出いで立たちをした荒御霊の男は、鋤すきを両手で掲かかげ刃を防いだが、凄すさまじい衝撃に足が地面にめり込んだ。

　苦く渋じゆうの表情を浮かべた荒御霊は、武器を手放して後方へ飛とび退のく。

「おのれ、小娘！　俺たちの邪魔をするな」

「そんなの、お断りよ！」

　ダンッと音を立てて踏み込み、恵那は瞬時に男との間合いを詰める。

　男が瘴しよう気きを練ねって、新たな武器を作り出すよりも早く。霊力を流し込み、白銀に輝き始めた雪桜の刃を、恵那は渾こん身しんの力で突き出した。

（まずは、一人）

　雪桜に腹部を貫つらぬかれた男は、青白く発光する魂こん魄ぱくへと姿を変える。

　一息つく間もなく、恵那が残りの荒御霊の姿を捜していると、信じられない光景が目に飛び込んできた。二体の荒御霊と斬り結ぶ俊太郎の背後に、もう一体の荒御霊が迫っていたのだ。

「っ、五行の掌・金ごん気き──六りつ花か障しよう壁へき」

　考えるよりも先に口を衝ついて出たのは、防御系の呪文だった。

　雪の結晶を思わせる防御壁が、俊太郎の背に振り下ろされた短刀を防ぐ。役目を終えた防御壁が砕くだけると、今度はどこからか手しゆ裏り剣けんが飛んできて、荒御霊の足元に突き刺さった。

「俊ちゃんってば、モテモテだねぇ。ボクも交ぜてよ」

　満面の笑みで俊太郎に加勢したのは、さっきまで鎖鎌を玩おも具ちやのように振り回していた夏葉だ。

　彼がやってきた方を見ると、宙に魂魄が浮遊していた。荒御霊にトドメを差してすぐ、俊太郎の援護に駆けつけたのだろう。

　俊太郎に背を預けた夏葉は、常に肩から下げている特大柳やなぎ行ごう李りの中を探る。

「今日は、とっておきのいっちゃうからね！」

　柳行李から取り出した竹たけ筒づつを構え、夏葉はうきうきと弾む声で言霊を紡つむぐ。

「五行の掌・火か気き──希き少しよう発はつ火か」

　次の瞬間、夏葉の持つ竹筒が火を噴ふいた。

　爆ばく音おんと共に竹筒から飛び出した火球は、空中で再度爆発し、楔くさびを大量に撒まき散らす。楔の雨を浴び、悲鳴を上げる間もなく魂魄に変わった荒御霊に、夏葉は得意気に鼻を鳴らした。

「どんなもんだい！　火薬の量も、威力もバッチリ。一発撃破で気分爽そう快かいだね」

「ちょっと、自画自賛は後にしてよ！」

　炸さく裂れつした火薬玉の出で来き栄ばえに、うっとりと酔いしれる夏葉を怒ど鳴なりつけ、恵那は俊太郎に駆け寄る。

「俊ちゃん、大丈夫だった？」

「あぁ、お前と夏葉のお陰で命拾いした。背後の警戒が疎おろそかになるなんて、俺も修行不足だな」

「じゃあ、こいつら倒してから反省会ね」

　雪桜を構えて「行ける？」と強気に問えば、俊太郎は珍しく不敵に笑う。

「当然だ」

　彼はそう言うと、荒御霊に向けていた刀の切っ先を、斜め下へと静かに下ろす。逆に恵那は、刀身を肩に担かつぐようにして振りかぶった。

　俊太郎は薬売りに扮ふんした荒御霊、恵那は仕込み三じや味み線せんを武器にした娘に挑む。

　下から掬すくい上げるよう、鋭く刃を閃ひらめかせた俊太郎だが、薬売りはその攻撃を邪気の刀で防ぐ。ギリギリと鍔つば迫ぜり合いをする二人の横で、恵那と三味線弾きの娘も、激しい剣けん戟げきを繰り広げていた。

「そんな大おお振ぶりの刀で、私に勝てると思っているのかしら？」

　嘲ちよう笑しようを浮かべる娘は、流れるような動作で恵那の攻撃を受け流す。

　棹さおに仕込まれた刀は、小振りなぶん動きが早い。三味線の胴体まで盾たて代わりに使うため、動作が大きくなる大太刀の攻撃では、なかなか敵を捉とらえることはできなかった。

　だが、恵那は焦ることなく刃を振るう。

　むしろその表情には、余裕さえ浮かんでいた。

「あんたこそ、〝一人〟で私に勝てると思ってるの？」

「あら？　半人前のクセに、生意気な口を利きいてくれるじゃない。その伸びた鼻はなっ柱ぱしら、私が叩き折ってあげるわ」

「残念。鼻っ柱を折られるのは、あんたの方よ！」

　素早く斬り込まれたところを、恵那は横っ跳とびで避よける。次の瞬間、彼女の背後から勢いよく、鎖くさり分ふん銅どうが投げられた。

　娘の身体に絡からみついた鎖を、夏葉がきつく締め上げる。

「ボクがいるのを忘れるなんて、お間抜けさんだね」

「くっ！　随分と、卑ひ怯きような真ま似ねをするじゃない……っ！」

「えー。最初に卑怯な手を使ったのは、そっちでしょ？　それとも、多勢に無勢で人の背中を狙うのは、卑怯って言わないの？」

　憎にく々にくしげに奥歯を嚙み締める娘に、夏葉は笑顔で軽口を叩く。

　その隙すきに恵那は、俊太郎と斬り合っている荒御霊に向けて掌術を発動する。

「五行の掌・火気──煙えん砂さ」

　突如生じた煙に、刀を振るう男の手が鈍る。この好こう機きを俊太郎は逃さず、霊力を宿して眩まばゆい輝きを放つ太刀で、荒御霊を袈け裟さがけに斬り捨てた。

　俊太郎が太刀を鞘に収めると同時に、夏葉の方も決着がついたようだ。

　投げつけられたクナイが深々と胸に刺さり、荒御霊の娘は魂魄体となった。

「はい、一丁上がり」

　捕らえていたものが消え、じゃらりと草の上に落ちた鎖を、夏葉は手早く回収してゆく。恵那も安あん堵どの息をつき、頰を伝う汗を無造作に拭った。

　戦闘が終わると、雪桜の刀身は自然と白い鞘に覆われる。

（雪桜、力を貸してくれてありがとね）

　心の中で頼りになる相棒へお礼を言い、再び長い下げ緒で背負う。

　そして恵那は、荒御霊の魂魄の回収を俊太郎に任せると、離れた場所に立つ扶人のもとへ急いだ。

「扶人、大丈夫だった？　怪け我がはない？」

「うむ。お前もその気になれば、下僕らしく振る舞えるではないか。危機に直面した主を、その身を挺ていして守る──。珍しく、見事な働きぶりだったぞ」

「……それ、褒ほめ言葉には聞こえないわよ」

　せっかく身体の心配をしたのに、あまりに尊大な言葉が返ってきて、怒るよりも先に脱力した。褒めるにしたって、もっと他に言いようがあるだろうに。

　まぁ、普通に「ありがとう」と言われたら、熱でもあるんじゃないかと疑うたがうけれど。

「それにしても、凄すごい数の荒御霊だったわね。俊ちゃんと夏葉がいてくれて、本当に助かったわ。私一人だったら、きっとあなたを守りきれなかっただろうし」

「気に病むことはない、お前はまだ修行中の身なのだ。むしろ、見習いでありながら、下僕としての務つとめを見事に果たしたと言えよう。よくやった」

「そ、そう？」

　相変わらず「下僕」扱いはやめてもらえないが、素直に自分の働きが褒められた。

　長い白はく髪はつを風に遊ばせる扶人は、口元を微かすかに綻ほころばせている。滅多に拝おがめないやさぐれ神様の微笑に、恵那の頰へ熱が集まった。

　そんな笑顔を見せつけられたら、下僕扱い禁止なんて言い出せないじゃないか。

「扶人ってほんと、恵那ちゃん贔びい屓きだよねぇ～……」

「っ!?」

　いつからそこにいたのだろう。朱に染まった頰を隠すように、扶人から顔を逸そらした恵那は、真横に立つ夏葉にびくりと肩を揺らした。

　フグのような膨ふくれっ面で、夏葉は扶人に抗議する。

「ボクだって、頑張って荒御霊と戦ったんだよ。それなのに、恵那ちゃんだけ褒めるなんてずるくない？　たまにはボクのことも労ねぎらってほしいな」

「なぜ我が、下僕でもないお前を褒めねばならんのだ。見習いといえど、お前も修祓師の端くれならば、荒御霊を浄化するのは当然のことだろう」

「うわっ、冷たい！　そんな風に素っ気なくされると、ボク拗すねちゃうんだからね？」

　ワザとらしい泣き真似をする夏葉に、弧こを描いていた唇を引き結ぶと、扶人は「勝手に拗ねてろ」と言い捨てる。

　一言くらい、褒めてあげてもいいのに──と、熱くなった頰を冷ましながら、恵那は呆れ交じりに思う。が、ふとあることに気がついた。

（扶人は、私だけ褒めてくれるんだ）

　荒御霊と戦ったのは、自分だけじゃない。今回の勝利は、俊太郎や夏葉と力を合わせて得たものだ。

　けれど扶人は、他の二人を褒めようとはしない。

　もし、彼に褒められることが下僕の特権だとしたら──。

（下僕もまんざら、嫌なものじゃない……かも？）

　我がまま放題の神様が、自分だけを特別扱いしてくれる。

　学友たちには悪いと思ったが、それでも優越感に浸ひたらずにはいられない。胸中を満たす優しい温ぬくもりに、恵那は小さく笑んだ。

「こら、夏葉！　無理を言って、扶人様を困らせるのはやめろ」

　いまだふざけ半分に、扶人へ「褒めてよ～」とせがむ夏葉の襟えり首くびを、背後から俊太郎がむんずと摑つかむ。

　無理やり扶人から引き離された夏葉は、アヒルのように唇を尖らせた。

「もー。俊ちゃんってば、いっつも真ま面じ目めさんなんだから～。たまには羽は目めを外はずして息抜きしないと、将来頭がツルピカになっちゃうかもよ？」

「ほっとけ。お前みたく、年中おちゃらけてるよりマシだろ」

「あ、ひどっ！　ボクだってそれなりに、色々考えて生きてるんだよ？　例えば、絡から繰くりのこととか、火薬のこととか、今夜のおかずは何かなぁとか──……ぐえっ!?」

　襟首を摑んでいた俊太郎の手が、言葉の途中で離される。ぶら下がり状態だった夏葉は、支えを失い地面に落ちて、蛙かえるが潰れたような声を上げた。

　草まみれになり、いきなり何するんだと喚わめく夏葉には目もくれず。両手を軽く叩いた俊太郎は、恵那と並んで立つ扶人へ向き直る。

「扶人様、ご無事でしたか？」

　下僕でなくとも、扶人の安あん否ぴを気にかける俊太郎。頭が固すぎるのは問題だが、彼の思い遣りある真まっ直すぐな心根を、恵那は尊敬していた。

　だが、俊太郎から声を掛けられた扶人は、あからさまに眉を顰ひそめた。

「その言葉、そのままお前に返そう。我よりお前の方が、荒御霊に囲まれていたではないか」

「あ」

　扶人の指摘に、恵那は意表をつかれたように目を瞠みはる。

　荒御霊にとって神の魂は、美味なだけでなく強大な力まで授さずけるものだ。そんな極上の餌がすぐ側にいたというのに、なぜか荒御霊は俊太郎を包囲した。

（あの荒御霊たち、扶人の魂を狙って現れたんじゃなかったのかしら？）

　改めて状況を思い返してみても、荒御霊の標的が扶人とは言い難がたかった。むしろ、俊太郎が狙われたと考えた方が、しっくりする。

　ただ一つ腑ふに落ちないのは、俊太郎が荒御霊に襲われる理由だ。

「……扶人より、俊ちゃんの魂の方が美お味いしそうだったとか？」

「ほぉ。我よりも、徒ただ人びとの魂が美味だと申すか」

　うっかり口を滑らせた恵那は、すかさず扶人から睨にらまれる。

　性格には難ありまくりの神様だが、何の因いん果がか、容よう姿しだけはこの上なく整ととのっているので性た質ちが悪い。美形の怒り顔は、思わず後あと退ずさるほど凄すご味みがあり、恵那は焦って言い訳する。

「わ、私はただ仮定の話をしたのよ。何にせよ、みんな無事だったんだから、それでいいじゃない。ね？」

　どうにも、自分にとって風向きが悪い展開だ。

　こんな時こそ話題転換だと、足元に転がる熊手を拾い上げた恵那は、強引に話の筋を捻ねじ曲げる。

「そうよ！　私たちはまだ、草取りの途中だったじゃない。もう少しで終わりそうなんだし、早く続きをしましょう」

「む。お前はまだ、我をこき使う気なのか？」

「立ってるものは神様でも使うのが、私の掲かかげる信条だもん。ほら、夏葉もいじけるのはやめて、ちゃんと手伝ってよね」

　誰からも相手にされず、地面に「の」の字を書いている夏葉を、恵那は引っ張り起こす。

　臍へそを曲げた神様と、いじけ虫の対応を一手に担になうなんて無理だ。こんな時こそ助けてくれと、恵那は目顔で俊太郎に訴えようとしたが──荒御霊の魂を回収した集しゆう魂ごん鈴れいを手に、彼は本堂の方へ歩き出していた。

「俺は先生方に、荒御霊の襲撃があったことを報告してくる。それが終わり次第、夕ゆう餉げの支度に取り掛かるから、後はお前に任せた」

「ちょっと、俊ちゃん!?」

　この状況で逃げるなんて、そんな殺せつ生しような。

　どうにか引き止めようとする恵那へ、「頑張れよ」とだけ言い残し、俊太郎は足早に教師陣のもとへ向かってしまう。この残酷な仕打ちに、恵那は胸中で絶叫する。

（俊ちゃんの、卑怯者～～っ!!）

　結局。その日の草取りは、扶人と夏葉の機嫌が直らなかったせいで、夕餉の時間になっても終わらなかった。
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　蟬もまだ眠たそうに鳴く、朝のこと。

　祥泉堂で暮らす一同が集まった本堂は、重苦しい空気に包まれていた。

「さて、これは如い何かなることでしょうか？」

　眼鏡めがねの奥の瞳を伏せ、深刻な顔で思案しているのは、実技担当教師の逢おう見み伊い之の助すけだ。彼の隣に座る、座学担当教師である浅あさ縹はなだ綾あやも、無表情ながらも険けわしい雰囲気を漂ただよわせている。

　ピリピリしているのは、教師陣だけではない。二人を前にして正座する三人の生徒たちも、揃って表情は厳しかった。──縁側の柱に寄り掛かり、目を閉じて寛くつろいでいる扶人だけは、唯一いつも通りだったが。

「いくら扶人殿が、奴らを引き寄せやすい体質だとしても、三日連続、昼夜問わず荒御霊の襲撃を受けるとは……偶然と呼ぶには、あまりに不自然ですね」

　膝ひざ上うえに乗る愛あい猫びようの背を撫なでながら、伊之助は低く唸うなる。

　彼の呟つぶやきに、綾も人形のような無表情で同意する。

「春先のように、強大な力を持つ荒御霊が裏で糸を引いている可能性もあるな。単体ではなく、数体同時の襲撃という点が、何よりも気がかりだ」

「いずれにせよ大事になる前に、葛くず紗さ神社と対策を講じておいた方が良いでしょう。扶人殿だけでなく、生徒たちの身に何かあってからでは遅すぎます」

「先生、そのことなんですけど……」

　その時、控えめに口を挟んだのは恵那だった。

　草取りの最中に、荒御霊の襲撃を受けてから今日で三日目。その間、祥泉堂は合計八回も、荒御霊から奇襲をかけられていた。

「私の勘違いかもしれませんけど、荒御霊の狙いは扶人じゃないと思うんです。扶人が側にいても、荒御霊は他のことに気を取られていたというか……」

「毎晩夜襲を受けるのだって、恵那ちゃんたちの部屋じゃないもんね」

　言い淀よどんだ恵那の言葉に、半覚醒状態で瞼まぶたを擦こする夏葉が欠伸あくび交じりにつけ足す。

　そこで一同の視線は、先ほどから無言を貫く俊太郎に集まった。

「俊太郎、荒御霊に狙われる心当たりはあるか？」

　前置きもなく、率直に問うたのは綾だった。

　初めて荒御霊に襲われた時、恵那が抱いた違和感は当たっていた。何せ、祥泉堂を襲い続ける荒御霊たちは、国守りの神である扶人には目もくれず、俊太郎だけを集中的に狙い続けているのだから。

　綾の声が聞こえていないのか、俊太郎は憔しよう悴すいした様子で自分の手元を睨んでいる。

　初めて見る覇は気きのない兄貴分の姿に、恵那はキュッと唇を嚙んだ。

（理由も分からないのに、荒御霊に襲われ続けてるんだもん。俊ちゃんだって、落ち込んで当然よね）

　しんと静まり返った堂内に、居心地の悪い空気が流れる。

　庭に面した障子は開け放たれ、空気が孕はらむ熱も徐々に上がってきているのに、背筋を這はう寒気が止まらない。それは不安を伴い、じわじわと胸中にまで侵食してきた。

「朝早くから申し訳ありません、どなたかいらっしゃいませんか？」

　小虫に食はまれるような感覚に、恵那が胸元を押さえた時のこと。玄関の方から聞き慣れぬ男の声が響き、その場にいる全員に緊張が走った。

　傍かたわらに置いてあった雪桜を手に取り、恵那は教師陣に小声で問う。

「村の人に、こんな喋しやべり方をする人はいません。人に化けた荒御霊でしょうか？」

「邪気は感じられませんが、その可能性は捨てきれませんね」

　愛猫を床に降ろし、伊之助は僅わずかな衣きぬ擦ずれの音と共に立ち上がる。

　腰帯の後ろで交差した短刀の位置を確認する彼は、生徒たちへ冷静な指示を出す。

「私が対応に出ますから、あなたたちはここで待機していなさい。来訪者が荒御霊だった場合、一体のみとは限りませんから、いつでも動けるようにしておくこと。良いですね？」

　伊之助の言葉に首しゆ肯こうした俊太郎は、膝立ちで太刀を構えて抜刀体勢に入る。夏葉も特大柳行李を開き、中から怪しげな火薬玉を幾いくつも取り出した。

　座った状態で退魔具の杖つえを構えた綾は、仄暗い瞳で伊之助に告げる。

「ここは私に任せろ。自由が利かぬこの身だが、荒御霊ごときに引けを取りはせん」

「えぇ、頼りにしています」

　不自由な足を抱えながらも、荒御霊と戦う姿勢を見せる気き丈じような綾に、伊之助は穏やかに微笑ほほえむ。が、すぐにその笑みは消え去り、鋭い眼光を瞳に宿した彼は、隙のない動きで玄関へと向かった。

「何やってんのよ、扶人。そんなところにいたら、真っ先に荒御霊から狙われるわよ？」

　伊之助の足音が遠ざかってゆく中、尚も縁側で寛いでいる扶人に、恵那は奥へ引っ込むよう手招きする。しかし、彼は閉ざしていた目をうっすら開いただけで、動こうとはしない。

　こうなったら実力行使だと、恵那が腰を浮かしかけた時だった。

「俊太郎君、お客様ですよ」

　来客の対応に出たばかりの伊之助が、足早に本堂へ戻ってきた。

　どこか強張った面おも持もちで彼が入室を促うながしたのは、小こ奇ぎ麗れいな身み形なりをした青年だった。

　腰にはひと目で業わざ物ものと分かる刀。頭の高い位置でさらりと揺れる黒髪も、高価そうな髪かみ紐ひもで結ゆわれている。

（この人、誰かしら……？）

　見た目からして、名のある武家の子息のようだ。

　堂内を見渡す眼差しは、武芸を心得る者らしく、一本筋が通ったように凜りんとしている。立ち居振る舞いは堂々としているが、優雅な品も持ち合わせており、この辺りの者ではないと一目で分かった。

　眉び目もく秀しゆう麗れいな、文句無しの美青年だ。

「伊之助先生、そちらの御お方かたはどなたでしょうか？」

　抜刀体勢を解いた俊太郎が、怪け訝げんそうに尋ねる。

　その問いに答えたのは、伊之助ではなく青年本人だった。

「お初にお目にかかります。私は篠しの島じま家当主、篠島北ほく斗とと申します」

　丁寧な口調でそう言い、青年は腰に下がる印いん籠ろうを皆に見せる。

　朱しゆ塗ぬりの印籠は、根ね付つけから紐まですべてが一級品で──そこに描かれている家紋を目にした瞬間、誰もが大きく息を吞のんだ。

（黒こく龍りゆうの家紋っ!?）
















　国守りの神の本性である龍を家紋に成すことが許された家系は、那国広しといえど将軍家と副将軍家のみだ。白はく龍りゆうの紋は将軍家、黒龍の紋は副将軍家を示すことは、那国の民ならば知らぬ者はいない。

　黒龍の家紋が刻まれた印籠を所持していること。合わせて、青年の姓が副将軍家と同じ「篠島」であることから、導き出せる答えは一つ。

　彼こそが、副将軍その人なのだ。

　巷ちまたの噂うわさで、副将軍はずいぶん若いと聞いていたが、二十代半なかばの青年だったとは驚きだ。

（もしかしてこの人、扶人を都の御ご殿てんに連れ戻しに来たんじゃ……!?）

　こんなど田舎いなかの粗そ末まつな堂に、副将軍自みずから出向くなど、よほどの事情があるに違いない。

　問題は、「よほどの事情」が何なのかだが──恵那には、現在も縁側でまったりしている神様のことしか、心当たりがなかった。




　──扶人が、祥泉堂からいなくなる──。




　扶人の消えた生活を想像した恵那は、心臓が凍りついたような錯覚に陥おちいった。

　ある日突然現れ、強引に祥泉堂の居候となった扶人だ。彼がいなくなるなんて、考えたこともなかった。

（副将軍家が何よ！　今までずっと、扶人のことほったらかしだったクセに、どうして突然迎えになんか来るのよ？）

　出会った当初は、こんな面倒な神様、早く厄やつ介かい払いしたいと思っていた。けれど、彼と同じ時を過ごすうちに、その想いは緩ゆるやかに形を変えていった。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで意地っ張りの神様に、もっと楽しいことを教えてあげたい。少しでも不機嫌そうな仏ぶつ頂ちよう面づらを、笑顔に変えてあげたいと思っていたのに……都からの使者は、無情にも訪れてしまった。

　でも、どうしたらよいだろう？　相手は天下の副将軍だ。命令に逆らったら、首が飛ぶのは避さけられないだろうし、逃げ道がない。

（……ちょっと待てよ？）

　妙な違和感に気づいた恵那は、焦って迷走していた思考を急停止させる。

　青年を本堂へ案内してきた伊之助は、何と言った？　聞き間違いでなければ、俊太郎への来客だと告げていたはずだ。

（どうして副将軍様が、俊ちゃんに会いに来たのかしら？　扶人を連れ戻しに来たのなら、本人か、下僕の私を指名するだろうし）

　恵那が訝いぶかしげに眉を顰めていると、副将軍を名乗る青年・篠島北斗は、まっすぐ俊太郎の元へ歩みを進める。

　俊太郎から距離を置き、床へ直じかに座した北斗は、懐から一通の文を取り出した。

「三十八代将軍、天てん道どう俊とし明あき様からの文ふみをお持ちいたしました」

「これは……っ」

　差し出された文を受け取った俊太郎は、目に飛び込んできた三文字に絶句する。

　文の表には達筆な文字で、「遺ゆい言ごん状じよう」と書かれていた。

「俊明様は、心の臓に持病を抱えておりました。今年に入ってからは床に伏せることも多く、七日前の夜にご容よう態だいが急変なさり、そのまま──……」

「お待ちください」

　沈痛な面持ちで言葉を紡ぐ北斗を、綾の落ち着いた声が遮さえぎる。

「将軍様が崩ほう御ぎよなされたというお話は、初耳です。無礼を承知で申し上げますが、七日もあればこのような辺境の地にも、噂くらいは伝わって参りましょう」

　それに──と、硝子ガラス玉だまのような瞳で、綾は臆おくせず北斗を見据える。

「副将軍様ともあろう御方が、なぜ俊太郎に将軍様の文をお届けになられたのかも、私には解げせませぬ。俊太郎と将軍家に、何か関わりがあるのですか？」

「……もしや、あなた方は俊太郎様の素す性じようを存じておられないのですか？」

　信じられないと言いたげに、北斗は僅かに瞠どう目もくした。

　確か、祥泉堂にやって来る前の俊太郎は、小さな港町で母親と二人暮らしをしていたはずだ。何年か前に、恵那は本人からそう聞いていた。

　教師陣に伝えられている情報も、恵那の知っているものと同じらしい。表情を動かすことのできない綾は、ただ押し黙ることしかできず、伊之助は怪訝そうに眉を顰めている。

「皆さん、落ち着いて聞いてください」

　恭うやうやしく咳払いをした北斗は、スッと俊太郎を手で指し示す。

「こちらにお座わす俊太郎様は、天道俊明様が第一子であらせられます。俊明様亡き後、この国の将軍となられる御方ですよ」

「え……っ」

　恵那は我知らず、半開きの口から驚きの声を零こぼした。

　俊太郎が将軍の息子で、次期将軍？

　そんなの、何かの間違いに決まっている。だって俊太郎は、一度だってそんなこと言わなかったじゃないか。

（俊ちゃん。こんなの、噓だよね？）

　縋すがるように俊太郎の顔を見つめた恵那は、胸を針で突かれたような痛みを感じた。

　将軍から託された遺言状を握り締め、俊太郎は蒼そう白はくな顔色で震えている。

　湧き上がる感情を押し殺すよう、きつく唇を嚙み締めるその姿は、北斗の言葉が真実であると、何よりも如によ実じつに語っていた。

「本日、私がこちらに伺うかがった理由は、もはや語らずともお分かりでしょう」

　静夜を思わせる北斗の眼が、真しん摯しに俊太郎を見据える。

「俊明様亡き後、ご世よ継つぎ不在の将軍家は混迷しております。どうか、一日も早く都へお戻りになられ、将軍として御即位なさってください」

「……俺が次期将軍の座に就つくことは、もう決定しているのですか？」

　消え入りそうな俊太郎の問いに、北斗はどこか後ろめたそうな顔で首しゆ肯こうする。

「村の外れに、駕か籠ごを待たせております。俊太郎様のことを快こころよく思わぬ不ふ忠ちゆう義ぎ者ものが動きだしたと、御お庭にわ番ばんから報告を受けました。俊太郎様の御おん身みのためだけでなく、こちらの方々の安全を確保するためにも、どうか私と共に都へ──」

「分かりました。その代わり、荷物を纏まとめるだけの時間はください」

　低い声でそれだけ言い、ゆらりと立ち上がった俊太郎は本堂から出て行く。

　与えられる事実を淡々と受け入れ、決して拒こばむことはしなかった俊太郎。けれど、去さり際ぎわに見せた彼の背中は、暗く冷たい想いを一心に背し負よい込んでいるようで、胸が痛いくらいに締めつけられた。

　俊太郎を、独ひとりにすることはできない。

　気がつけば恵那は、心が命じるままに本堂を飛び出していた。
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　久しぶりに入った俊太郎の部屋は、年頃の青年が寝起きしているとは思えないほど、整理整頓が行き届いていた。

「ねぇ。俊ちゃんは本当に、将軍様の子供なの？」

　開け放たれた障子の隅すみ。所在なげに佇たたずむ恵那は、手際よく荷物をまとめてゆく俊太郎に、戸惑いがちに尋ねる。副将軍である北斗が、噓をついているとは思えないが、恵那は真実を受け止められずにいた。

　困惑と不安で押し潰されそうな胸を、恵那がぎゅっと握り締めていると、俊太郎が吐と息いき交じりに作業の手を止める。

「これを、見てくれるか」

　そう言って差し出されたのは、錦にしきの組み紐で封のされた漆うるし塗ぬりの小箱だった。

　飾り気のないただの箱に見えるが、受け取ったそれは思った以上に重い。開けてもよいのかと目で問えば、俊太郎は小さく頷うなずいた。

　しゅるりと組み紐を解ほどき、恵那は慎重に小箱の蓋ふたを開ける。

「これって……っ！」

　紫の絹に包まれるよう、箱の中に納められていた物──それは、白銀の輝きを湛たたえた、美しい護身刀だった。

　柄つかには優美な金細工で、白龍の家紋が刻まれている。

「七つの時、流行はやり病やまいに罹かかった母さんが、死ぬ前に俺へ託したものだ。その時、自分の父親がどこの誰だか、初めて教えられた」

　放心したように固まる恵那から、小箱を受け取った俊太郎は、白龍の家紋へ複雑そうな眼差しを落とす。

「母さんは、治ち癒ゆ術じゆつに長たけた修祓師だった。神社に籍は置いてあったらしいが、修祓の依頼は受けず、医者の真似事をして暮らしていたそうだ」

「でも、俊ちゃんのお母さんは、どうやって将軍様と出会ったの？　だって相手は、お城へご奉ほう公こうに上がらないと、姿を見ることもできない人なのよ？」

「先代の将軍が亡くなったのは、十五年前のことだ。当時はまだ、俺の父親も将軍の位には就いていなかったし、二人の兄君もいた。気楽な三男坊という立場と、病弱だったこともあって、母さんが暮らしていた町にある別邸で静せい養ようしていたらしい」

　そういえばと、恵那は思い出す。七日前に崩御した将軍は、本来ならその地位に就くはずのなかった、日陰の存在だったと聞いたことがある。

　十五年前、都では天てん然ねん痘とうが大流行した。その折、先代将軍だけでなく世継ぎの兄たちも発症し、三人が同時期に没したと座学で学んだ。

　現将軍・天道俊明だけは、静養で長らく都を離れていたため難なんを逃のがれたのだ。

「出会いなんて、ありふれたもんだ。散歩の途中で気分が悪くなった父親を、往診中の母さんが助けた。それがきっかけで、母さんは父親から見み初そめられ、主治医として屋敷へ通うようになって、俺を身み籠ごもったんだとさ」

「だけど、俊ちゃんのお母さんは、将軍様と結婚してないのよね？」

　将軍職に就いてからも、床に伏せることが多かった天道俊明は、陰で病弱将軍と囁ささやかれていた。立派な大奥があっても、そこへ通うだけの体力がない。故に、御み台だい所どころだけでなく側そく室しつとの間にも、子供を授かることはなかった。

　どうして将軍は、俊太郎の母親と添そい遂とげなかったのだろう。自分から一目惚れして、子供まで授かったのなら、きちんと責任をとるのが男の務めじゃないのか。

　納得できない想いに、恵那はやり場のない憤いきどおりを抱く。

「そんな顔をするな。別に母さんは、父親から捨てられたわけじゃない」

　小箱に蓋をし、組み紐を結び直す俊太郎は微かに目元を和なごませる。

「母さんが、一人でも多くの患者を救うため、今の暮らしを失いたくないと言ったんだ。父親はその願いを聞き入れて、無理に母さんを側に置こうとはしなかった。それどころか、診察が終わると他の患者の所へ行くように、自分の方から母さんを送り出していたらしい」

「そ、そうなの……？」

　権力者は力ずくでも、欲しいものを手に入れるかと思っていた。否、権力者ならずとも、愛する者を自分から手放したりはしないだろう。

　それでも将軍は、己おのれの願望よりも愛する者の自由を選んだ。

　その事実に、恵那は切ないほどの優しさを見出した。

「将軍様は、俊ちゃんのお母さんのことを、心から愛していたのね。そうじゃないと、好きな人を手放したりできないはずだもの」

「俺もそう思いたい。都へ戻った父親が、将軍として即位してからも、母さんは幸せそうだったからな。──だからこそ、母さんの願いを叶えてやりたいんだ」

「……俊ちゃん？」

　護身刀を収めた小箱を、着替えや教本と共に風呂敷で包んだ俊太郎は、呆然と立ち尽くす恵那を静かに見つめた。

　強い意志を秘めた漆黒の瞳に、恵那はごくりと生なま唾つばを吞む。

「今いま際わの際きわで、母さんが言ったんだよ。もし将来、父親の身に何かあったその時には、私の代わりに力になってほしい──と」

「それじゃあ、俊ちゃんはお母さんの遺言を叶えるために、将軍様になるっていうの？」

「父親から必要とされる日がきたら、その時は迷わず力になるって約束したからな。男に二言はない」

　揺るぎない意志に、心が震える。

　俊太郎と同じく、恵那も母親の遺言を守って生きてきた。だからこそ、彼の気持ちが痛いほど理解できてしまい、目め頭がしらが熱くなるのを止められなかった。

　亡き母親のためと言われたら、もう引き止められないじゃないか。

「俺はいわゆる〝御ご落らく胤いん〟ってヤツだ。最近、荒御霊の襲撃が続いていたのも、俺が将軍家の血を引いてることを知った、どこぞの馬鹿の差し金だろ」

「じゃあ、俊ちゃんが将軍になると困る人が、荒御霊を刺し客かくとして送り込んできたの？」

「さっき、俺を快く思わない不忠義者が動きだしたと、篠島様がおっしゃっていたからな。つまり、俺さえいなくなれば祥泉堂に平和が戻るんだ。今まで、迷惑かけて悪かったな」

　必死で平静を装い、微笑もうとする俊太郎の気遣いが悲しい。

「どうして、謝ったりするの？　私たち、一緒に修業を積つんできた仲間じゃない。少なくとも私は、一度だって俊ちゃんに迷惑をかけられたことなんてないわ」

「恵那……」

「これからは私と夏葉で分担して、俊ちゃんがしていた仕事をする。だから、俊ちゃんは安心して将軍様になってよね」

　零れそうになる涙を堪こらえ、恵那はわざと明るく笑ってみせた。

　修祓師として一生を終えるより、将軍になった方が俊太郎のためになるのだ。将軍就任を祝福して、清すが々すがしく送り出す。それが、今の自分にできる精一杯だろう。

「それじゃあ、これは俺からの置き土産みやげだ」

　無理して笑う恵那に、衣装入れの葛籠つづらから取り出した物を、俊太郎はぞんざいに放る。反射的に受け止めたそれは、庫く裡りに立つ彼が、いつも身につけている前掛けだった。

　どうしてこれを？　驚きに瞠みはった眼で問えば、俊太郎は口こう端たんでからかうように笑む。

「その前掛けをつけたら、お前の壊滅的な料理の腕も、少しは上がるんじゃないか？　なんたって、俺が使ってたものだからな」

「ひどいわ、俊ちゃん！　いくら私が料理下手だからって、さすがに壊滅的は言いすぎよ」

　大事そうに前掛けを抱き締め、恵那は膨ふくれっ面で文句を垂れる。

　本当は、「ありがとう」と言えたらよかったのに。今それを口にしたら、確実に泣いてしまうと分かっているから、天邪鬼な言葉ばかりが飛び出す。

　多分、笑みを絶やさない俊太郎は、そんな自分の想いに気づいているのだろう。

「ちょっとー。二人だけでお別れ会なんて、ずるくない？」

「ひゃっ!?」

　天井の板が外れたと思えば、にょきっと夏葉が逆さまに頭を出す。

　屋根裏からの闖ちん入にゆう者は、長い三つ編みを揺らして音もなく床に着地した。扱う武器もそうだが、軽かる業わざ師しのような夏葉の身のこなしは、修祓師よりも忍者に向いていそうだ。

「はい、俊ちゃん。これはボクからの餞せん別べつだよ」

　肩に落ちた三つ編みを背中に払い退のけ、夏葉は小さな巾きん着ちやくを懐から出す。受け取った俊太郎が、中からつまみ出したのは、団子のように丸い玉だった。

「これは、何だ？」

「完成したばかりの、新作の煙玉なんだ。その名も、夏葉印のびっくり火薬玉！　全部で六種類あるから、何かあった時にドカンと使ってよ。効果は保証するけど、何が起こるかまでは責任持たないから、扱いには十分気をつけてね」

「お前なぁ……」

　能天気な笑顔で大おお雑ざつ把ぱな説明をする夏葉に、俊太郎は呆れて目元を手で覆う。

　いつもなら、この後に続くのは長いお説教だ。しかし、今日ばかりはどんなに夏葉がおちゃらけたとしても、俊太郎は叱しかったりしなかった。それどころか、夏葉の頭を搔き混ぜるように撫で、くしゃりと顔を歪ゆがめて笑う。

「俺がいなくなったからって、毎日の当番をサボるんじゃないぞ？　恵那も、少しは料理の腕を磨みがいて、食材を無駄にしないようにしろよな」

　夏葉からの餞別を懐の奥へしまい、荷物をまとめた風呂敷包みを小脇に抱える。

　部屋から出て行こうとした俊太郎は、恵那の横を通り過ぎる際、節くれ立った手で彼女の髪を梳すいた。その手つきは、夏葉に対するものとは違い、壊れ物に接するようなひどく優しいもので──我慢していた涙が、視界をじんわりと滲にじます。

「父親の遺言状に、俺の諱いみなが書かれていた。どうやら俺は、天道俊とし之ゆきという名前でこれから生きていくらしいが……たとえ名前が変わっても、俊太郎として暮らした日々や、お前たちのこと、俺は一生忘れないからな」

　長屋の廊下に出た俊太郎は、室内の学友に背中を向けたまま別れの言葉を紡いだ。

「俺の分まで、立派な修祓師になってくれ」

　振り返ることなくそれだけ言うと、俊太郎は北斗の待つ本堂へ戻って行く。

　残された夏葉と恵那は、彼に撫でられた頭を押さえて放心していた。

「ねぇ、恵那ちゃん」

　主がいなくなり、がらんとした室内に夏葉の声が空くう虚きよに響く。

　俊太郎が去って行った廊下を見つめる恵那は、絞り出すように「何？」と返す。

「ボクたち、俊ちゃんがあっと驚くほどの、すっごい修祓師になろうね。それも、お城から直々に修祓の依頼をされるくらい、一流の修祓師だよ？」

「夏葉……」

　いつか、将軍にならなければいけない日が訪れるかもしれない。それを知りながらも、俊太郎は修祓師としての修業を、何一つ怠おこたることはなかった。

　もしかしたら、修祓師だった母親と同じ道を歩むべく、祥泉堂にやって来たのかもしれない。

　それ以外、将軍家の御落胤である彼が、修祓師を目指した理由は思い当たらなかった。

（本当は俊ちゃん、将軍様になんかなりたくないのよね。でも、お母さんと交わした約束は破れないから、修祓師になる夢を諦めるんだ……）

　それなら──と、恵那は目尻に浮いた涙を拭った。

　彼が捨てざるをえなかった夢は、自分が拾って受け継ごう。夢を置き去りにして、母の遺志に沿うべく歩き出した俊太郎のためにも、自分が立派な修祓師になるんだ。

「どうやら俊ちゃん、私たちにしんみりする暇ひまはくれないみたいね。あんなこと言われたら、嫌でも頑張らなくちゃって気になるじゃない」

「まったくだよ。本当はボク、一生懸命とかあんまり得意じゃないけど、俊ちゃんのためなら、少しは頑張ってもいいかなぁ──なんて、思っちゃったじゃん」

　照れくさそうに鼻の頭を搔き、夏葉はケラケラと笑う。寂しさを笑顔で隠し、場の空気を和ませようとする彼に、恵那も強張った頰を緩めた。

　たとえ離れ離れになったとしても、仲間としての絆きずなは繫つながっている。

　そう自分に言い聞かせる恵那は、俊太郎がくれた前掛けをぎゅっと胸に抱き締めた。







　生徒たちの消えた堂内は、空気の流れが重く淀よどんでいた。

　相変わらず扶人は素そ知しらぬ顔で縁側に陣取り、青々と茂る三み隅すみ山やまを眺めている。

　この場所に座った時、太陽は東の空に昇のぼったばかりだった。それが今では、中天にかかる位置で燦さん々さんと照っていた。

「これから俊太郎は、どうなるのですか？」

　遠くの蟬の声が虚うつろに響く本堂に、綾の静かな声が落ちる。

　過去に表情を失した女教師は、いつになく余裕のない雰囲気で、副将軍の青年を見つめていた。綾の隣に座した伊之助も、普段の柔和な笑顔を消し、北斗をじっと見据えている。

　今の二人は「俊太郎」の保護者兼教師として、北斗と対たい峙じしていた。

「俊太郎様には一日でも早く、正式に将軍の位へ就いていただきます」

「あの子には、気持ちの整理をする時間すら与えられぬのですか？　将軍になるために必要な知識も、式典での作法も知らず、どうして彼の御み位くらいを継げましょう」

　顔色が変わることはないが、そう言った綾の声こわ音ねには隠せぬ憤りが含まれている。

　正座した膝の上。きつく握り締められた綾の拳こぶしを認め、北斗はやりきれないという様子で眉を曇くもらせた。

「将軍の座が空位となり、城中は混迷を極めております。副将軍として私ができたことも、裏で御庭番に指示を出し、俊太郎様をお捜しすることだけでした」

　ですが──と続け、北斗は切実な眼差しで教師陣に訴える。

「俊太郎様が将軍として御即位なされば、主を失った家臣たちも落ち着きを取り戻し、再び結束を固めることでしょう」

「つまり俊太郎君は、乱れた城内を正すため、新たな旗はた印じるしとして掲げられるのですね？」

　眼鏡の奥に隠された伊之助の瞳は、穏やかな口調に反して鋭かった。

　率直な問いに一瞬言葉を詰まらせたが、下手な隠し立ては無駄と悟ったのだろう。項うな垂だれた北斗は、伏し目がちに釈明する。

「私自身、残酷なことを強しいていると承知しております。しかし、国主の不在は民の不安を煽あおり、国への不信感を高まらせます。俊明様が崩御なされたことは、私や老ろう中じゆうたちで厳しく箝かん口こう令れいを敷きましたが、いつまでこの状況が持つことか……」

「人の口に、戸を立てることはできませんからね」

「俊太郎様の将軍就任に異論を唱え、荒御霊と結託して暗殺を企くわだてた者も、すでに目星がついております。御身の安全を確保し、彼の不届き者を裁くためにも、俊太郎様が将軍職に就かねばならぬことを、どうかご理解ください」

　苦しげに現状を語った北斗は、二人の教師へ躊躇ためらうことなく頭を下げた。

　天下の副将軍が、平民の自分たちに首こうべを垂れている。その事実に、綾と伊之助は大いに驚かされ、思わず言葉を失った。が、すぐさま我に返り平へい伏ふくする。

「おやめください、副将軍様。俊太郎君が将軍にならなければ、国が揺らぎかねないことは重々承知しております」

「ただ、私どもは俊太郎の親代わりを長く務めてきました。だからでしょうか、あの子の行く末を案じずにはいられないのです。ご無礼、何なに卒とぞお許し下さいませ」

　沈痛な面持ちでいた北斗は、心からの謝罪をしてくる二人の教師に、強張っていた頰から力を抜く。そして彼は、どこか安堵した笑みを浮かべた。

「御生母様亡き後、俊太郎様が健やかにお育ちになられたのも、よき恩師とお仲間に恵まれたからでしょう」

　叩こう頭とうし続ける教師陣にいざり寄り、北斗はそっと二人の手を取る。

　遠慮がちに顔を上げた綾と伊之助は、呆然と副将軍の顔を見つめた。何も言えずにいる二人に代わり、北斗は揺るぎない口調で宣言する。

「お二方には遠く及ばないでしょうが、副将軍家の名に恥じぬよう、この命に代えても私が俊太郎様をお守り致します。ですから、安心して俊太郎様をお任せください」

「……っ、どうか副将軍様のお力で、私たちの〝大事な生徒〟をお守りください」

　北斗の固い誓いに、綾と伊之助は再度深く頭を下げた。

　一連のやり取りを傍観していた扶人は、つまらなそうに長く溜息をつく。

「将軍、か」

　何気なく空を見上げると、あまりの青さに目が眩くらむ。能天気に膨らんだ入道雲は、堂内の重苦しい空気を皮肉っているように見え、扶人はふんっと鼻を鳴らした。

　視線を落として長屋の方を見遣ると、荷物を持った俊太郎を見つける。

「さて、これからどうなるものか……」

　那国建国以来、初めて誕生する平民出の将軍。

　吉と出るか、凶と出るか──それは、国守りの神ですら先知できなかった。
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　料理番の俊太郎がいなくなり、急きゆう遽きよ、昼ひる餉げは恵那が作ることになった。

「馬鹿者、それでは水の入れすぎだ。お前は粥かゆでも作るつもりか？」

　研といだ米を竈かまどに突っかけて炊こうとすると、すかさず背後から制止の声が飛ぶ。

　過去に一度、恵那の殺人料理で痛い目に遭あった扶人は、先ほどからずっと彼女の行動を監視していた。

「火の勢いも弱くしろ。このままだと、確実に焦げるぞ」

「わ、分かったわ」

　扶人の指示に従い、恵那は米の水加減を調整してから、竈の前にしゃがみ込んだ。

　火を小さくする彼女の姿を見下ろし、扶人はあからさまに嘆息する。

「よもや、米も満足に炊けぬとは……。これから毎日、お前が料理番を引き受けていては、材料費だけで金きん子すが底をつくのではないか？」

　火加減を調整して立ち上がった恵那は、「失礼ね」と唇を尖らせた。

「私だって、数をこなせばすぐ料理の達人になれるわよ。ほら、最初から何でもできる人なんていないでしょう？　要は練習が肝心なのよ」

「その練習で作り出した食物兵器を、お前は素知らぬ顔で食卓へ並べるだろうが。人が食えぬものは膳ぜんに載せるな。お前の場合、立派な殺人未遂だぞ」

「さ、殺人未遂ですって!?　一生懸命ご飯を作ってるのに、そんな言い方ってひどすぎるわ！」

「では、やる気を空から回まわりさせて食材を無駄にすることは、ひどいことだと思わんのか？」

　真っ赤な顔で抗議する恵那は、扶人の鋭い切り返しにうっと怯ひるむ。

「米や野菜とて、自然と生はえてくるわけではない。百ひやく姓しようどもが汗水を流し、丹たん精せい込めて育てているのだ。それなのにお前は、平然と殺人料理を作り出す──。これからは料理を失敗するたびに、百姓の家を回って土下座してこい」

「う……っ」

　食物兵器に、殺人料理。相変わらず、自分の料理の評価は散々なものだ。しかし、今回ばかりは何も言い返すことはできない。

　恵那は暇さえあれば、村の仕事を手伝っている。だからこそ、百姓の苦労は身に沁みて分かっていた。

「それと、まな板の上に載っている魚は何に使うつもりだ？　焼くにしても、一匹だけでは数が足りんぞ。まさかお前、数も正しく数えられんのか？」

　日頃こき使われている鬱うつ憤ぷんを、ここぞとばかりに晴らしているのだろう。扶人は見下すような笑みで、これ見よがしに嫌味を垂れ流す。

　悔くやしげに歯嚙みする恵那は、低く唸るように答える。

「これは、お味み噌そ汁の出だ汁しをとった後、すり下ろして青あお菜なと和あえるのよ」

　さらりとかまされた衝撃発言に、あくどい笑みを湛えていた扶人も渋じゆう面めんに戻った。

「味噌汁の出汁を、生魚でとる馬鹿がいるか。あまつさえ、そのすり身と青菜を混ぜようとするなど、常じよう軌きを逸いつしておるぞ」

「えっ、お味噌汁の出汁って魚でとるんじゃないの？」

「普通は、鰹かつお節ぶしか昆こ布ぶだろう。……道理で、お前の作るヘドロ汁は生なま臭ぐさいはずだ。生魚を丸ごと放り込んだ味噌汁を、お前は飲んだことがあるのか？」

　冷めた眼差しを送られた恵那は、顔を真っ赤に染め上げ、蚊の鳴くような声で「ないです」と答える。

　羞しゆう恥ち心しんから茹ゆでダコのようになった彼女に、扶人は大仰な溜息をつく。

「お前はどこから、そのように珍妙な知識を仕入れてくる？　我が、殺人料理を食すきっかけを作ったのだ。そやつには、特大の天てん罰ばつを下してやろう」

「残念だけど、私の料理は完全な独学よ。本格的に料理を教わる前に、母さんは死んじゃったでしょう？　祥泉堂に来てからは、座学の勉強や自主鍛たん錬れんばっかりしてたもの。だから、料理を習う暇なんてなかったのよ」

「ならば、我が簡単な基礎を仕込んでやろうか？」

「へっ？」

　火ほ照てった頰を両手で覆っていた恵那は、頭上に落ちた影に腑ふ抜ぬけた声を出す。

　髪を一房掬い上げられる感覚に、ハッとする。上目遣いで見上げると、絹糸のような手触りを指先で楽しむ扶人が、口端で不敵に笑んでいた。

「お前が望むのであれば、その狂った調理法と味つけを、我が手ずから叩き直してやる。それこそ、手取り足取り──な」

「なっ、何言って……!?」

　無駄に艶つやっぽい声音と、妖あやしい色を湛えた流し目。その上、大いに含みを持たせた言い方をされ、恵那は顔が爆発したかと思った。

　いつもだったら、「ふざけたこと言わないで」と怒鳴れるはずなのに、

（どうして私、こんなに動揺してんのよぉ～っ!?）

　こんな時、作り物めいた扶人の容姿は性た質ちが悪い。

　からかわれていると知りながらも、二人っきりで──しかも、こんなに色っぽく囁かれたら、うっかり本気にしかけてしまう。

　言葉に窮きゆうし、恵那が破裂寸前の心臓を宥なだめていると、扶人がふっと意地悪く笑む。

「なんだ。お前はそんなに、我の料理指導を受けたいのか？　冗談のつもりだったが、下僕の願いならば、叶えてやらんこともないぞ」

「～～～っ、結構よ！」

　やっぱり、おちょくられてたんだ。

　ほんの少しでも、扶人の言葉を真に受けた自分が恥ずかしい。彼が期待していた反応までしてしまい、身が焦げそうな悔しさも込み上げてきた。

「って言うか、あなたこそなんで料理に詳しいのよ？」

　ぺちんと扶人の手を叩き、摑まれていた髪を放させるついでに、恵那は恨うらみがましい目つきで尋ねる。

　扶人の性格からして、「男子厨ちゆう房ぼうに入るべからず」とか言いそうなのに。日頃ぐうたらしている神様から、料理の手て解ほどきを受ける日がくるなんて、誰が想像できただろうか。

　戸棚から出してきた鰹節を恵那に押しつけ、扶人はふんと鼻を鳴らす。

「都の御殿を離れてから、何年諸国漫遊をしていたと思う？　放浪生活を送っておれば、自炊くらいは嫌でも覚える」

「意外だわ。縦たてのものを横にもしないのに、料理だけできるなんて……詐さ欺ぎよ」

「お前、我を何だと思っている？」

　ギロリと眼光鋭く睨まれるが、恵那も負けじと膨れっ面で応戦する。

「だって、あなたが料理してる姿が想像できないんだもの。──あっ！　だったら今度、実際に何か作ってみせてよ。それで、私より料理が上手だったら、正式に弟子入りするから」

「断る。なぜに我が、人の子のために飯を作らねばならん」

　恵那の提案をきっぱりと退しりぞけ、扶人は流し台脇の壁へ寄り掛かった。

　今度こそお釜かまを火にかけ、米が炊き上がるのを待つ恵那は、出汁用の鰹節を削りながらぶすくれる。

「ちょっと、誤解するのはやめてよ。いくら私だって、あなたに料理当番まで押しつけたりしないわ。ただ、あなたがどんな料理を作るのか気になっただけで──」

　削った鰹節を沸ふつ騰とうした湯に落とし、あらかじめ切っておいた野菜も投入する。あとは、野菜に火が通るのを待ち、味噌を入れるだけだ。

　作業にひと区切りつくと、急に静かになった扶人が気になる。何気なく恵那が振り返ると、彼は真顔で思案に耽ふけっていた。

「どうしたの、扶人？」

「……お前にだけなら、何か作ってやってもよいぞ」

「え」

　一瞬、何を言われたのか理解できず、間抜けな声を出してしまった。

　ぽかんと口を半開きにした恵那を、扶人はムッとした顔で睨む。

「なんだ、その珍ちん獣じゆうでも見るような目は」

「だ、だって！　自分から言い出しといてなんだけど、あなたが本当に料理を作ってくれるとは思ってなかったから……」

「仕方なかろう。誰かが基礎を正さねば、お前の壊滅的な料理の腕は上達せんのだから。要するに、お前の料理音痴を改善する指導の一環だ。──弟子入りするというなら、我も本腰を入れて指導してやらんでもない」

　壊滅的や料理音痴といった単語が、容赦なく恵那の胸を抉えぐる。

　何か言い返したい気持ちは、それこそ山ほどあった。が、いかんせん真実を並べられているせいで、ぐうの音すら出ない。

　奥歯を嚙み締める恵那を尻目に、扶人はつまらなさそうに自分の髪を弄もてあそぶ。

「それにしても、料理番の小僧が将軍家の血を引いておったとはな。俊明の死は察知しておったが、奴に子がおることは我も知らんかったぞ」

「……ちょっと、待って」

　さらりと口にされた新事実に、恵那はそれまでの悔しさも忘れて困惑する。

「まさかあなた、将軍様がお亡くなりになったこと知ってたの？」

「我を誰だと思っておる。国守りの神が、将軍の生死を判別できぬわけがなかろう」

「でも、俊ちゃんが生まれたのは知らなかったんでしょう？」

「それは、俊明が将軍職に就く前のことだからだ。さすがの我も、将軍以外の者の行動は感知できぬ」

「へぇ、そういうものなの……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった恵那は、丸太の椅い子すにストンと腰かける。

　会話が途切れ、ふいに沈黙が落ちた。ぐつぐつと味噌汁が煮える音や、薪まきが爆はぜる音がやけに大きく聞こえ、何とも言えない居心地の悪さを感じた。

（今け朝さまで、ここで俊ちゃんが料理してたのよね）

　きちんと整理された棚に、汚れ一つない木もく卓たく。几き帳ちよう面めんな俊太郎らしく、鉄の調理道具も錆さびひとつなく、手入れが行き届いている。

　庫裡のいたるところには、俊太郎の気配が残されている。それなのに、もう彼は祥泉堂のどこにもいないのだ。

　改めて自覚した途端、胸にぽっかりと穴が空いたような気がした。

「どうして、こんなことになっちゃったのかしら？　ずっとみんなで、仲良く暮らしていけると思ってたのに……」

「あの小僧がいなくなって、寂さびしいのか？」

　投げられた率直な問いに、恵那は素直に頷く。

「俊ちゃんとは、先生たちが赴任してくる前から一緒だったの。普段は厳しいけど、困ったことがあったら相談に乗ってくれたし、勉強も教えてくれた。だから、本当の兄さんみたく思ってたのよ」

　卓の木もく目めを指先でなぞりながら、恵那は胸中の苦い想いを吐と露ろする。そんな彼女の言葉に、扶人は黙って耳を傾けていた。

「今思うと、俊ちゃんに頼りっぱなしだった自分が恥ずかしいわ。お母さんの遺言を守るため、修祓師になる夢を捨てる俊ちゃんを、私は見送ることしかできなかったし……」

「母はは御ごの遺言とは、何だ？」

「俊ちゃんのお母さん、病で亡くなったんだけどね。父親の身に何かあったら、自分の代わりに力になってあげてほしいって、遺言を残していたそうよ。お母さんの形見も、将軍様から賜たまわった護身刀だったわ」

「だからあいつは、大人しく篠島の小僧について行ったのか」

　吐息交じりに呟いた扶人は、背を預けていた壁から身を起こした。

　開けっぱなしの裏口からは涼りよう風ふうが吹き込み、庫裡の熱気を冷ましてゆく。乱れた髪を搔き上げ、扶人は遠い眼差しを戸口の向こうへ流す。

「人の縁えにしは巡るものだ。出会いもあれば、別れもある。流れの滞った水が腐りゆくように、常に変化することで、人の世は上手く回っているのではないか？」

「それは、そうかもしれないけど……やっぱり、誰かとお別れするのは寂しいわよ」

　今の生活が永遠に続くとは、さすがに考えていない。いつかは自分だって、祥泉堂から巣立つ日がくるのだ。

　頭ではそう分かっているのに、心が現実を受け入れることを拒否する。

　こてんと卓の上に頭を乗せ、早さつ速そく身につけた俊太郎の前掛けをキュッと握り締める。その体勢のまま、竈に揺れる火を眺めていると、視界の端で純白が揺れた。

「その歳で、変化を恐れてどうする。お前が正式な修祓師になった暁あかつきには、下僕として、我と共に諸国漫遊の旅へ出るのだぞ？　旅は出会いと別れの繰り返しだ。その都度、一喜一憂しておっては身がもたぬぞ」

　卓に上体を伏せた恵那の傍らに立ち、扶人は落ち着いた口調で言う。

　そして彼は、ひとつにまとめた恵那の髪を指先で掬うと、柔らかく口元を緩めた。

「案ずることはない。どれだけの人間が、お前のもとを去ったとしても──我だけは最さい期ごまで、お前の側にいてやろう」

「え……」

　驚いて扶人の顔を見上げると、彼は控えめな微笑を湛たたえていた。

　滅多に見られない、やさぐれ神様の優しい表情が胸を直撃する。心臓は熱く脈打ち、その熱が伝わったのか、顔まで燃えるように火照りだした。

（何よ、こんな時だけ神様っぽくカッコつけちゃって）

　上気した頰を見られたくなくて、卓上に乗せた両腕に顔を埋うずめる。

　夏でもひんやりと冷たい卓が、熱くなった頰には気持ちがいい。ぺったりと木目に頰を寄せ、顔の火照りを冷ましていると──恵那は不意に、ある台詞せりふを思い出した。

『私とあなたは、神と人……。遅かれ早かれ、私が先に逝いくのは分かっていたことでしょう？』

　それは、前世の自分が扶人へ告げたものだった。

（神と人、か……）

　忘れがちなことだが、扶人はこの国の守護神なのだ。

　国と共に生き、国と共に死ぬ。扶人は那国が滅ほろびるまで、ずっとこの地で生き続けるのだろう。自分が死んだ後も、ずっと、ずっと──……。

　そう考えた途端、ズキッと胸が鋭く痛んだ。

（私が死ぬまで側にいてくれるって言うけど……その後、扶人はどうなるの？）

　そっと顔を上げて、扶人の顔を盗み見る。自分の髪を指先で撫で、薄く微笑んでいる姿を目まの当たりにした瞬間、恵那の胸内に激しい感情のうねりが生じた。

　耳の奥で再生させるのは、「一人は寂しい」と訴える扶人のか細い声。

　無性に胸が切なくなり、扶人へ抱きつきたい衝動に駆られたが、裏庭からカラコロと響く竹の音に、恵那の表情が変わった。

「この音は、侵入者!?」

　跳ねるように椅子から立ち上がった恵那は、壁に立て掛けていた雪桜を引っ摑んだ。

　最近、荒御霊の襲撃が多いからと、祥泉堂の周囲には夏葉が勝手に罠わなを仕掛けまくっていた。種類はどれも違うらしいが、唯一の共通点は、獲物が掛かると竹の音が鳴ることだ。

　前掛け姿のまま裏口から飛び出し、裏庭を目指す恵那は走りながら雪桜を解放する。

（俊ちゃんがいなくなったこと、荒御霊たちはまだ知らないのね）

　それは好都合だと、恵那はニヤリと笑う。

　荒御霊の目が祥泉堂に向けられていれば、都までの道中、俊太郎が危険な目に遭うことはない。自分にもまだ、彼の助けになることができるんだ。

　そう考えると、俄が然ぜんやる気が湧いてきた。

「お～い、恵那ちゃ～ん！」

　先日、草刈りをしたばかりの裏庭には、夏葉が先に到着していた。

　兎うさぎのように飛び跳ね、盛んに手招きしてくる彼は、なぜか瞳を異様に煌きらめかせている。荒御霊が現れたにしては妙な反応だと、恵那は訝しげに首を捻ひねった。

「夏葉、荒御霊はどこ？」

　息せき切って駆けつけた恵那は、周囲の様子に気を配る。

　竹の音がするのは、裏山へと続く眼前の茂みからだ。罠から脱出しようともがいているらしく、葉擦れの音や、低い呻うめき声まで聞こえる。

「見てみて、恵那ちゃん！　荒御霊より大物が掛かってるよ」

　夜空に瞬またたく一等星のごとく、夏葉は両目を輝かせている。

　彼から頻しきりに腕を引っ張られる恵那は、ぱちくりと目を瞬またたかせた。

「荒御霊より大物って……何なのよ、それ？」

「百聞は一見にしかずって言うでしょ？　実際に見れば分かるって！」

「ふぎゃっ!?」

　どんっと背中を勢いよく押され、頭から茂みの中に突っ込む。

　幸い、柔らかな葉が衝撃を吸収してくれたお陰で、痛みはあまり感じなかった。それでも、いきなり人を──それも、抜き身の刀を持っている者を突き飛ばすなんて、とんでもなく危険なことだ。

　ここはガツンと注意しなければと、恵那が茂みの中から這い出ようとした時だった。

「……ん？」

　頭上から生暖かい風が吹き、前髪が後ろへ流された。何気なく顔を上げると、獰どう猛もうな黒い瞳と眼が合い、恵那はヒクリと喉のどを震わせる。

　なんと大木の枝にぶら下がる網には、一頭の豬いのししが捕らわれていたのだ。

「ほぉ。随分と、図体のでかい豬だな」

「きゃっ！」

　背後から感心するような声が聞こえたかと思えば、茂みに凭もたれかかっていた身体を、軽々と引っ張り起こされる。驚いて振り返ると、扶人が平然と立っていた。

　神出鬼没な神様から胡う乱ろんな眼差しを注がれ、豬は苛いら立だったように吼ほえる。

　剣と見み紛まがうほどの、立派な牙きば。硬質な体毛に覆われた身体は、裏山に生息する熊より大きいかもしれない。

「今夜はこいつをさばいて、豬鍋にでもするか」

「えーっ！　こんなにおっきくてカッコいいのに、食べるなんて勿もつ体たいないよ。ボクが責任もってお世話するから、飼っちゃ駄目？」

「豬なんぞ、好き放題暴れて喧やかましいだけだ。飼っても餌えさ代だいがかさむだけで、何の得にもならん。逃げ出されんうちに、さっさと食ってしまうのが一番だ」

　宙吊りにされた豬を一いち瞥べつし、扶人は腹黒く笑む。

「ちょっと、扶人。ここは慈悲をかけて、逃がしてあげた方がいいんじゃない？」

「何を言うか。この豬を食材にすれば、それだけ食費が浮くのだぞ？　貧困に喘あえぐお前たちを慮おもんぱかった、妙案ではないか」

「それは、そうかもしれないけど……」

　発想が神様らしくないと、恵那は呆れ交じりに嘆息する。

「た……、けて……っ」

「ん？」

　豬の処置を議論する男どもを無視して、髪についた木の葉を落としていた恵那は、人の声が聞こえた気がして手を止める。

　聴覚に神経を集中させると、今度ははっきりと声を捉えることができた。

「だ、誰か……助けて、ください……っ！」

　それは、苦しげに救いを求める青年の声だった。

　辺りを見回して声の主を探すが、人影は見当たらない。もしかして、豬の心の叫びが聞こえたのだろうか？

　冗談半分でそんなことを思い、何気なく豬へ視線を向けた恵那は──網目から垂れ下がる人の腕を目撃して、一気に蒼あお褪ざめた。

「い……っ、いやぁぁぁぁ──っっっ!!」

　甲かん高だかい絶叫を上げた恵那は、咄とつ嗟さに雪桜を振るって網を断ち斬る。意外にも身軽な動作で着地した豬は、こちらを振り返りもせずに逃げていく。

　大豬を飼う気満々でいた夏葉は、恵那の予想外な行動に裏返った叫びを上げた。

「恵那ちゃん、何やってんのさ!?　ボクの『魔ま主す羅ら雄を』が逃げちゃったじゃんか！」

「人が豬の下敷きになってたんだから、仕方ないでしょう!?　っていうか、どうせ付けるんなら、もう少しマシな名前を考えなさいよ！」

　口早にがなった恵那は、急いで木からぶら下がる網の残骸に駆け寄る。

　やはり、網目から覗いていた腕は、見間違いではなかったようだ。網の中には豬だけでなく、小柄な青年まで捕らわれていた。

　封印状態に戻した雪桜を、長い下げ緒で背負った恵那は、手際よく青年に絡まった網を外してゆく。

「今、助けますから！　もう少しの辛しん抱ぼうですよ」

「……ご、ご迷惑おかけします……」

　逆さまで網目に絡まっている青年は、申し訳なさそうに謝罪する。

　長い髪を頭の低い位置で結い、武士らしき出で立ちをした青年だ。あどけなさが残る穏やかな顔立ちを見るに、十代後半くらいの年頃だろう。腰に刀を佩はいてはいるが、まともに扱えるのか怪しい雰囲気である。

　ワザと滑こつ稽けいな演技をして、油断を誘う荒御霊かと危き惧ぐしたが、邪気は一切感じられない。瞳にも生気が宿っていることから、本当に普通の人間なのだろう。

「はい、解とけましたよ」

　ようやく網の束縛から解放され、地面に降ろされた青年は力無くその場へ座り込む。

「奇跡だ、生きてる……っ！」

　ずれた大きな丸眼鏡越しに、両手を見下ろす青年は、生還の喜びにうち震えている。

（勢いで助けちゃったけど、この人はいったい何者なのかしら？）

　全身に木の葉や木き屑くずをつけ、至るところに掠かすり傷きずを負っているが、何があったのだろう。豬もろとも罠にかかっていたにしても、ここまで満まん身しん創そう痍いになるだろうか？

　何となく青年を観察していると、ふいに本人と目が合った。

「……女神様だ……」

「えっ？」

「あなたは僕の命を救うため、天から遣わされた女神様なのでしょう？　あぁ、なんてお可か愛わいらしい！」

　青年から膝立ちでにじり寄られ、恵那はガシッと両手を摑まれる。キラキラと輝く彼の眼差しは、直視するには眩まぶしすぎて、思わず及び腰になってしまう。

（私が女神？　どうしよう、この人頭を打ったのかしら？）

　こんな十人並みの顔、どうやったら女神に見えるというのだ。

　女神といえば、葛紗神社のご神体である葛紗神を思い出す。彼女はとにかく艶あでやかで、魅力的な身体つきをしており、まさに女神を名乗るに相応ふさわしい存在だ。

（葛紗神様と比べたら私なんて、月とスッポン……ううん、スッポンにだって劣おとるわ）

　暗い影を背負った恵那が自じ虐ぎやくに耽っていると、青年の手が強引にはぎ取られた。

　無意識に俯うつむけていた顔を上げれば、不機嫌きわまりない顔をした扶人が、仁王立ちで青年の手を摑んでいるではないか。

「下げ賤せんの輩やからめ、我の下僕に気安く触れるとは──よほど、天罰を受けたいようだな」

「ふ、扶人っ!?　あなた、なに物騒なこと言ってるのよ！　そんな冗談、真顔で言われたら笑えないじゃない」

「安心しろ、冗談ではないから笑う必要はないぞ」

「余計、安心できないわよッ!!」

　こんなことで、気軽に天罰を下してくれるな。

　とにかく、このままだと本当に扶人が何か仕し出でかしそうだ。こうなったら力ずくで二人を引き離してしまおうと、恵那が意気込んだ時のこと。

「あなた、扶人って名前なんですか？」

　険悪な雰囲気だだ漏れの扶人に、青年は臆おくすることなく問う。

　彼の純粋で率直な瞳に、扶人の眉間に皺しわが増える。

「だとしたら何だ？　下僕に手を出した次は、我の名にケチをつけるつもりか？」

　人の子の分際で生意気なと、彼は続けたかったに違いない。しかし、青年からギュッと手を握り返され、扶人は珍しく言葉に詰まった。

　扶人の手をしっかと摑んだ青年は、感極まった様子で涙を滲ませる。

「あなたを探して、四し十じゆう五ご里り。ようやく、お会いすることができました！」

「……この人、あなたの知り合いだったの？」

　見知らぬ青年と固く手を握り合う扶人に、恵那は生温かい視線を注ぐ。

　気色悪いと言わんばかりに、青年の手を振り解いた扶人は、「断固違う」と迷惑そうな顔をした。

「貴き様さま、なぜ我の名を知っている？　どこのどいつの差し金か、我が大人しいうちに吐いた方が身のためだぞ」

　お前はどこのやくざ者かと、突っ込みたくなる台詞だ。

　言い逃れを許さぬ、鋭く冷たい眼光で扶人から睨まれ、感動に目を潤うるませていた青年は、はたと我に返る。慌てて居住まいを正した彼は、懐を探って一通の文ふみを取り出した。
















「僕の名前は、飛鳥あすかと言います。秋あき穂ほ神社の管かん轄かつ地ちにある、櫛くし木き村の土地神・焰ほむら神がみ様の命を受け、扶人さんに書状をお持ちしました」

　飛鳥と名乗った青年は、皺の寄った書状を扶人へ差し出す。

　書状の表には、豪快な筆遣いで「我が親愛なる盟主殿へ」と記されていた。裏側には、豬の蹄ひづめの跡らしきものが、墨すみで判子のように押されている。

　蹄の判を見た瞬間、扶人は親の仇と対峙したような、背筋も凍る憎々しい表情になった。

「あの暴れ豬め。我のもとへ人の子を差し向けるなど、何を考えておるのだ」

　ぞんざいに書状を開き、扶人は素早く文面へ視線を走らせる。その苛立った口ぶりからして、焰神という土地神とは知り合いのようだ。

「ねぇ。飛鳥ちゃんは、櫛木村ってトコからここまで歩いてきたの？」

　書状に目を通す扶人を尻目に、飛鳥の隣にしゃがみ込んだ夏葉が親しげに尋ねる。

　那国内に置かれた十三の大神社の一つである秋穂神社は、祥泉堂のある葛紗神社の管轄地から、北東に四十五里も離れている。武士っぽい格好をしているのだから、馬にでも乗ってきたのかとも思ったが、彼と一緒にいたのは豬だった。

（まさか、豬に乗ってきたわけじゃないわよね）

　脳内に浮かんだ馬鹿げた想像を、恵那は自じ嘲ちようして打ち消す。

　──が、現実とは奇なるもので。恵那の思考を読んだかのように、飛鳥はぽやんとした笑顔で言う。

「焰神様の眷けん属ぞくの豬に、ここまで送ってもらったんですよ」

「それじゃあ、さっきの豬が……？」

「お察しの通り、僕を乗せてきてくれた豬です。ちなみに、名前は『爆ばく炎えん三号』で、嫁入り前の女の子らしいですよ」

　三号というからには、一号や二号もいるのだろうか？　何にせよ、女の子に付ける名前じゃないだろう。これでは、夏葉の考えた「風林火山号」といい勝負だ。

（いやいや、名前なんてこの際どうでもいいのよ！）

　豬が移動手段に使われたことに比べたら、名付けの感覚がズレていることなど、可愛いものじゃないか。

　自分だったら、乗れと命令されても絶対拒否するだろう。

「さすが、神様の眷属ですね。馬の何倍も速く走る上に、疲れ知らずなんて驚きました。でも、彼らは街道を走ってくれないので、何度も木の枝にぶつかってこの有り様ですよ」

「まぁ、豬に乗って獣道をぶっちぎってきたら、傷だらけになって当然だよね。落馬ならぬ、落らく豬じししなかっただけ、運がよかったんじゃない？」

　頰杖をついてそう言った夏葉に、恵那も胸中で激しく同意する。爆走する豬で山中の悪路を突っ切り、掠り傷を負っただけで済んだことが奇跡だ。

　──夏葉の対荒御霊用の罠にかかったのは、不運としか言いようがなかったが。

　とりあえず、後で治癒術をかけてあげよう。恵那が心でそう決めた時、文を読み終えたらしい扶人が、低い声で飛鳥を呼んだ。

「おい、小僧。書状に認したためられている報しらせに、噓偽りはあるまいな？」

「あ、はい。現状をそのまま綴つづったと、焰神様から伺っています」

　眼鏡がずり落ちるのも構わず、飛鳥は大きく頷いた。

　畳んだ文を無造作に袂たもとへしまい込んだ扶人は、素っ気なく飛鳥に背を向ける。

「書状の内容については、この堂に住まいし者たちの耳にも入れねばならぬ。昼餉の席にて、我から話をしよう」

「えっ、あの……？」

「そろそろ、米が炊き上がる頃合いだ。庫裡に戻るぞ」

　一方的に話を切り上げた扶人は、戸惑う飛鳥を放置して、傍らに立つ恵那の手を取ると足早に歩き出した。

　歩幅に差があるせいで、半ば引ひき摺ずられるようにして歩く恵那は、何度も転びかける。彼女は摑まれていない方の手を伸ばし、必死で扶人の腕に縋すがりついた。

「扶人、待って！　歩くのが速いし、飛鳥さんのことはどうするのよ？」

「あの小僧なら、放っておいてもチビ助が本堂にでも案内するだろう。それより、お前はいつになったら女子おなごとしての自覚を持つのだ？」

「何のことよ？」

　急に変わった話題の脈絡が摑めず、恵那は眉を顰めた。

　途端、しっかりと繫がれた手に更なる力が込められ、心臓がトクンと大きく跳ねる。驚いて顔を上げると、豊かな白髪の合間から、扶人の怖いほど真剣な横顔が見えた。

「どこの馬の骨とも知らぬ男に、気安く手を摑ませおって。次からは、そのような輩は容赦なく投げ飛ばせ」

「いくらなんでも、それはちょっとやりすぎじゃない？」

　成人男性をも凌りよう駕がする、類たぐい稀まれな怪力を生まれ持った自分だ。投げ技をすれば、相手はどこまで吹っ飛ぶか分からないし、受け身の取り方によっては命を落とす危険だってある。

　けれど扶人は、心底どうでもよさそうに「構わぬ」と一いつ蹴しゆうした。

「我以外の者が、お前に触れるのは我慢ならん」

「なっ!?　あんた、何言って……っ！」

「お前は我の下僕であろう。ならば、主以外の者に容易たやすく気を許すでない」

　まるで、お気に入りの玩おも具ちやを独り占めする子供のようだ。

　神様のくせに、心が狭いことを言わないでよ──と。今すぐにでもそう言って、彼の我がままを窘たしなめたいのに、どうして思うように声が出ないのだろう。

　動悸が激しく、胸が締めつけられるようで呼吸が苦しい。きっと顔は、みっともないくらい赤いはずだ。

「……独占欲の塊かたまり……」

　りんごのように熱くなった顔を深く俯け、精一杯の毒を吐く。

　覇気のない悪口に、前を向いて歩いていた扶人は、腕にしがみつく恵那へ初めて視線を落とした。サラサラと流れる黒髪の間からは、真っ赤に染まった耳が覗いている。

　それを認めた彼は、ようやく口元に微笑を刻んだ。

「何とでも言うがよい。だが、これだけは忘れるでないぞ」

　恵那の手をグイッと引いた扶人は、彼女の赤く染まった耳元へ唇を寄せる。

「我が心から欲するものは、ただ一つだ」

「──っ!?」

　咄嗟に耳を押さえると、繫いでいた手がするりと放された。

　意い味み深しんな笑みを残し、庫裡へ向かう扶人の背中を、呆然と立ちつくす恵那は無言で見送る。

（今の言葉って、どんな意味なのかしら……？）

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなやさぐれ神様が、たった一つだけ欲しがっているものがある。

　彼が何を欲しているのか、そんなことなど分かるはずもない。けれど、耳元をくすぐった甘い吐息に、「もしかしたらそれは、自分のことかも」と思い──恵那は、勢いよく頭を左右に振った。

（私ったら、何考えてんの！　自意識過剰にも程があるわよ）

　脳裏に浮かんだ気恥ずかしい予想を、ぐしゃぐしゃと丸めて放り捨てる。

　調理中も、含みを持たせた言葉で遊ばれたのだ。きっと今回も、気まぐれ神様の性悪な戯れなのだと、動揺する自分自身に言い聞かせる。

（あぁ、もうっ！　扶人の言葉をいちいち気にしてちゃ駄目よ。いつまでもこんな所でぼーっとしてたら、せっかくのご飯が焦げちゃうじゃない！）

　荒御霊の奇襲かと思い飛び出してきたせいで、ご飯と味噌汁を火にかけっぱなしだ。

　熱を持った頰をぴしゃりと叩き、気合いを入れ直した恵那は、昼食の準備を再開するべく庫裡へ急ぐ。

　しかし、扶人の唇が寄せられた耳だけは、尚も燃えるように赤かった。
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「ふぅ～、ご馳ち走そう様でした」

　至福の表情で箸はしを置くと、飛鳥あすかは行儀よく両手を合わせる。

　そんな彼を、とうに食事を終えた祥しよう泉せん堂どうの面々が、固かた唾ずを吞のんでジッと見守っていた。

「とても美お味いしかったです。怪け我がまで治療していただき、お礼の言葉もありません」

「空腹は、最高の調味料とはよく言ったものだ。腹が減っている時ならば、どのような物も美う味まく感じて当然だな」

　ぼそりと皮肉る扶ふ人ひとを睨にらんで黙らせ、恵え那なは淹いれたてのお茶を飛鳥へ出す。

　扶人の厳しい監視が功を奏してか、恵那は生まれて初めて、人が食せる料理を完成させた。それなのに、相変わらずひどい言い草だ。

（飛鳥さんの食べっぷり、見てるだけで気持ちよかったわ。三回もお代かわりしてくれたし、こんな風にがっつり食べてもらえると、苦労して作った甲か斐いがあるわね）

　どうやら飛鳥は、夜通し豬いのししを走らせていたらしい。そのため、昨夜から何も口に入れておらず、昼ひる餉げの匂いを嗅かいだ途端、彼の腹の虫が盛大に鳴った。

　そこで急きゆう遽きよ、飛鳥にも昼食が振る舞われたのだが、彼の食欲は目を瞠みはるもので──お櫃ひつはあっという間に空からになり、恵那を大層喜ばせた。

「それにしても、焰ほむら神がみ様の御用向きとは如い何かなるものなのですか？　扶人殿の居場所も、存じていらっしゃったご様子ですけど……」

「焰ほどの神ならば、我われの気配を探知できて当然だ」

　顎あごを撫なで摩さする伊い之の助すけの疑問に答えたのは、荒すさんだ目つきをした扶人だった。

　彼は、先ほど飛鳥から受け取った書状を出し、「読んでやれ」と恵那に押しつける。傲ごう慢まんな態度にカチンときたが、文句を言ったところで、扶人は聞く耳など持たないだろう。

　湧き上がる怒りを抑え、言われた通りに文面を読み上げようとして、恵那は固まった。

「何なの、この文字……」

　紙面をびっしりと埋め尽くすのは、記号のような文字ばかり。

　こんなの、誰が読めるんだ。奇怪な暗号文に恵那が目を点にしていると、脇から夏なつ葉はの手が伸びてきた。

「これ、特定の人物以外に情報を漏らさないための忍者文字だよ」

　ひょいっと文を奪うばい取った夏葉は、悪いた戯ずらっぽく笑いかける。

「扶人はよく、この文字が読めたね？　これってあんまり知られてない流派の、かなり特殊な暗号なんだけど」

「その程度なら、少し頭を働かせれば普通に読み解けるだろう」

　あの難解な記号の羅ら列れつを、扶人は〝少し〟頭を働かせただけで読めるのか。

　神様の指す〝普通〟は、人間にとっては離はなれ業わざの領域だ。こうも平然と、難解な暗号を解読されては、感心を通り越して些いささか怖い。

　そこまで考え、恵那は妙な引っ掛かりを覚えた。

「ねぇ、夏葉。あんたはその暗号、なんで知ってるの？」

「へ？」

「だってそれ、特殊な暗号なんでしょう？　座学では暗号文なんて習わないじゃない」

　怪け訝げんそうに眉根を寄せる恵那に、夏葉は「そんなことか」と朗ほがらかに笑う。

「絡から繰くり作りの参考にしてる書物の中には、忍者文字が使われてるヤツがあるんだよ。暗あん器きって元々、忍者の武器だからね」

「要するに、絡繰りのために忍者文字を勉強した……と」

「うん、そのとーり」

　夏葉は機嫌よく、口の両端を吊り上げる。

　そして彼は、恵那に代わって文の内容を簡潔に説明し始めた。

「えーっと。何か今、櫛くし木き村ってとこで荒あら御み霊たまが悪さしてるらしいよ？　そいつは祈き禱とう師しに化けて、村の人たちに踏鞴たたら製せい鉄てつの技術を教えてるみたい」

「踏鞴製鉄……？」

　耳慣れぬ単語に恵那が小首を傾かしげると、「鉄を作る技術のことですよ」と伊之助が教える。

「土壌に含まれる砂鉄を、炉ろで溶かして鉄にする。渓けい流りゆうのある山間部で盛んな産業ですが、炉の炎を絶やさぬため、大量の木々を伐ばつ採さいするので、山から緑が姿を消すそうですよ」

「櫛木の辺りには、広大な森と砂鉄の採れる土壌があるからな。踏鞴製鉄には向く土地柄と言えるだろう」

「でもさ、土に含まれてるのは砂鉄ばかりじゃないみたいだよ？」

　大人たちの会話を遮さえぎり、夏葉は書状の一文を指差す。

「ここに、『地中には僅わずかながらも銅が含まれている』って書かれてる。村の人たちが、砂鉄を採とるために地面を掘るから、その銅がお水に混じって毒が湧いてるんだってさ」

「焰が櫛木の土地神に就いたのは、渓けい谷こくを流れる水に、銅が流れ出さんようにするためだ。奴が土壌を安定させていたからこそ、今まで水が汚染されることはなかったが──奴が守ろうとした人の子が、その努力を無に帰すとはな」

　皮肉な話だと、どこか苛いら立だった様子で扶人はお茶を啜すする。

　中身の減った扶人の湯ゆ吞のみに、新しくお茶を注ぎ足す恵那は、春先に倒した荒御霊、黒狼王のことを思い出す。

　彼は天候を操り、三み隅すみ山やまの山下にある村へ雨が降らないよう細工をしていた。

　雨が降らなければ、水不足で稲いねが育たない。米が穫とれなければ年ねん貢ぐも払えず、村では餓死者が続出する。そうして死んだ人々の魂たましいを、一気に喰らおうと計画していたのだ。

「櫛木村に現れた荒御霊の目的は、毒水を飲んで亡くなった人たちの魂を、大量に喰らうことでしょうか？」

　最悪の事態を予感する恵那に、向かいの席に座る綾あやが同意を示す。

「渓谷を流れる水に毒が混ざれば、被害は下流の地域にまで広がる。水を飲むだけでなく、その川に生きる魚を食すことでも、毒素は体内に取り込まれるからな。この手の毒は、早急に治療をしなければ、身体に麻ま痺ひが残るぞ」

　綾は硝子ガラス玉だまのような瞳で、己おのれの不自由な左足を見つめる。

　まだ現役の修しゆ祓ばつ師しだった頃、綾は荒御霊との戦闘中に左足を負傷した。その際、頭まで強く打ちつけたせいで、表情すらも失ったそうだ。

　肉体に麻痺が残る辛つらさを、綾は誰よりも理解している。だからこそ恵那の目には、櫛木村で起きている一連の事件に、彼女がひどく心を痛めているように映った。

「なんか、その荒御霊はかなり狡ずる賢がしこいみたいだよ？　もう井戸水に毒が湧いて、お年寄りや子供が倒れてるらしいんだけど、それを全部焰神様のせいにしてるんだって。村の人たちはその話を信じちゃって、神殺しの計画まで立ててるみたい」

「何それ!?　焰神様はこれまで、毒が水に混ざらないように、その土地に暮らす人たちを守ってたんでしょう？　それなのに、どうして村の人たちは荒御霊の言葉なんか信じるのよ！」

「うーん……ボクも、その理由は気になるけど、肝心なことが書いてないんだよね。というワケで、ここは現地の人から直接事情を聞かない？」

　用済みになった文ふみを折り畳む夏葉は、無邪気に飛鳥へ話題を振る。

　先ほどから一言も発することく、飛鳥は大人おとなしくお茶を啜っていた。文の内容に意識が集中していたせいで、恵那だけでなく、教師陣まで彼の存在を忘れていたようだ。

「お前、まだいたのか」

　ちらりと飛鳥を一いち瞥べつし、皮肉るでもなく本心から呟つぶやく扶人。

　誰もが思い、あえて口にしなかったことを、よくも平然と言ってくれたものだ。恵那は咄とつ嗟さに扶人の脇腹を肘ひじで突き、誤ご魔ま化かすように愛あい想そ笑いをする。

　彼女の気遣いを察してか、飛鳥はほっこりと笑む。

「僕のことでしたら、お気になさらないで下さい。下手にしゃしゃり出て、皆さんのお話を邪魔するのが嫌で、勝手に静かにしていただけですから」

「は、はぁ……」

「こう見えて僕、気配を消すのが得意なんですよ。子供の頃は、かくれんぼで最後まで見つけてもらえないどころか、参加していること自体忘れられましたから」

　いや、それは笑って済ませる話じゃないだろう。

　穏やかな人柄のせいかもしれないが、どこまでも自じ虐ぎやく的な体験記を、笑顔で披ひ露ろうしないでほしい。聞かされる側としては、反応に困ってしまう。

（神様のお使いなのに、こんなにぽやんとしていて大丈夫なのかしら？）

　文に記された内容は深刻なのに、それを運んできた飛鳥に危機感はない。

　今更ながら、彼を信用していいのか恵那は疑念を抱いたが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「えぇと。櫛木村の現状を、お知りになりたいんですよね？」

　ずり落ちた丸眼鏡めがねを押し上げた飛鳥は、緩ゆるんでいた表情を改める。

　居住まいを正すと、彼を取り巻く和なごやかな空気が、僅かな緊張感を孕はらんだ。

「櫛木村の住人は、荒御霊を『祈禱師様』と崇あがめ、完全に彼かの者の術中にはまっています。畑作でやっと食い繫つないでいるような、貧しい村ですからね。村を豊かにする術をもたらした祈禱師は、もはや神をも超える存在となっています」

「神殺しの企くわだてがなされるほどだ。焰よりも、よほど善ぜん人にん面づらをした荒御霊なのだろうな」

　吐き捨てるように呟いた扶人に、悔くやしそうに眉根を歪ゆがめた飛鳥は固く拳を握る。

「焰神様は、幾度となく村人たちに事情を説明して、踏鞴製鉄から手を引くよう説得しました。しかし、豊かな暮らしを求める村人たちは、聞く耳を持とうとはしませんでした。そのため焰神様は、身体を張って作業を止めようとしたのですが……」

「間に合わず、毒が流れ出したか」

　淡白な扶人の言葉に、飛鳥は苦々しげに頷く。

「毒の湧いた井戸水を飲んだ村人は、体力のない老人から次々に倒れてゆきました。荒御霊はその現象を利用して、『焰神は邪心に取り憑つかれ、村を滅ぼそうとしている』と、根も葉もないことを言いだしたんです」

「目先の利益に目が眩くらんだ者どもは、その言葉を鵜う吞のみにしたか。最後の砦とりでを自ら破壊しようとするなど、愚かなことをしたものだな」

　緩く腕を組み、扶人は口こう端たんで薄く笑む。

　逼ひつ迫ぱくした櫛木村の現状を聞いて尚、余裕を失わぬ扶人の袖そでを恵那は軽く引いた。

「ちょっと、焰神様ってあなたのお友達なんでしょう？　笑ってないで、少しは心配したらどうなのよ」

「我と暴れ豬が友だと？　気色悪いことを吐ぬかすな、奴は厄やつ介かいな昔むかし馴な染じみに過ぎん。それにあやつなら、殺したところで死にはせん」

「だからって、このまま焰神様を放っておくつもり？　櫛木村のことだって、見過ごすことはできないわ」

　早急に行動を起こさねば、毒水の被害は川下の集落にまで広がる。櫛木村の惨状を知った恵那は、管かん轄かつ外がいの地域のことだからと、冷静に割り切ることはできなかった。

　決意に燃え、興奮したように急せき立ててくる恵那に、扶人はげんなりと溜息をつく。

「お前はやはり、どうしようもない阿あ呆ほう者だな。自ら厄介ごとに首を突っ込むなど、お人ひと好よしが過ぎるぞ」

「何とでも言いなさいよ。困ってる人を助けられるなら、お人好しの阿呆で結構だわ」

「ならば早速、櫛木へ向かうとするか。毒水を放置して死者が続出すれば、国が揺らぎかねんからな」

「えっ、あなたも行くの？」

　てっきり、面倒ごとは御免だと臍へそを曲げると思ってたのに。櫛木村へ向かうことを、自発的に明言した扶人に、恵那は驚きを隠せなかった。

　彼女の不ぶ躾しつけな視線に気づいた途端、扶人はムスッと仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「少しは頭を使え。荒御霊を浄化することは簡単だが、お前たちは如い何か様ようにして、毒に汚染された水源を浄化するつもりだ？」

「あ……」

「小規模ならまだしも、大掛かりな国土の浄化は、我以外の者には不可能だからな。それ故、焰は我に書状を寄越したのだ。──面倒だが、立場上捨て置くわけにもゆくまい」

　鋭く眇すがめられた漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが、ほんの一瞬、彼の本性である龍と同じ金こん色じきの光を灯ともす。

　すぐに、扶人の瞳は夜色に戻った。それでも、神こう々ごうしい金色に魅みせられたように、恵那は彼の目を無心に見つめ続けた。

「もぉー。二人とも、またボクのこと仲間はずれにするつもりでしょう？」

　不満げな夏葉の声に、恵那はハッと我に返る。

　異性の顔を見つめるなんて、はしたない。微かすかに頰ほおを染めた恵那は、慌てて扶人から目を逸そらし──その視線は、拗すねたように頰を膨ふくらます夏葉とかち合った。

「ボクも一緒に連れてってよぉ～。一人だけお留守番なんて、つまらないじゃん」

　それにさ──と、夏葉は瞬時に右手へクナイを出現させる。

「見てよ、この早はや業わざ。急な戦闘にも対応できるし、偵てい察さつだってお手のものだよ。ボクがいた方が色々と便利だろうし、やっぱり戦力は少ないより多い方がいいでしょ？」

「それは、そうかもしれないけど……」

　こればかりは、自分の一存では決められない。

　恵那から救いを求めるよう、困惑に揺れる眼まな差ざしを送られた伊之助は、すべてを心得たように頷く。

「今回は特別に、実戦課外授業ということにしましょう。私と綾先生は、職務上管轄地を離れることはできませんので、かなり厳しい任務になるでしょうが──二人なら無事に遂すい行こうできると、私は信じていますよ」

　長い前髪を揺らして微笑ほほえむ伊之助に、綾も笑顔の感情表現札を持って同意する。

「任務の最終目標は、生きて祥泉堂へ戻ることだ。この目標を達成するため、二人とも、精一杯任務に励はげむのだぞ」

「先生……」

　神社に籍を置く修祓師は、与えられた管轄地を離れることが許されない。他の神社の管轄地へ赴き、勝手に浄化作業を行おこないなどすれば、厳げん罰ばつが下されることもある。

　それでも綾と伊之助は規則に目を瞑つむり、行ってこいと自分たちの背を押してくれた。

　この事が神社に知られた場合、処罰を受けるのは指導者であるというのに──。

「話がまとまったのであれば、さっさと旅支度をせんか」

　教師陣の心遣いに感動する恵那を、お得意の傲慢さをもって扶人が急かす。

　雰ふん囲い気きをぶち壊された恵那は、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で扶人を引っ張り起こす。

「あなたこそ、何のんびりしてるのよ。旅支度くらい自分でしなさいよね。ほら、部屋に行くわよ」

「……お前、日増しに厚かましくなってゆくな」

「失礼ね、逞たくましくなったって言ってよ」

　ふふんと胸を反そらして笑い、恵那は先に本堂から出て行く。

「待って、扶人。書状を忘れてるよ」

　恵那の後について本堂を出ようとした扶人を、夏葉が咄嗟に呼び止めた。

　差し出された焰神の書状に、扶人はフンッと鼻を鳴らす。

「我には無用なものだ、お前の好きにしろ」

　端的に告げられた言葉に驚き、夏葉は何事か反論しかけるが、それよりも早く扶人は廊下の奥へ消えてしまう。

　残された夏葉は、手にした書状をただ呆然と見下ろしていた。





[image: ]






　苛か烈れつな夏の日差しを遮さえぎる、鬱うつ蒼そうとした森の中を疾しつ走そうする三つの影。

　木こ立だちを器用に避さけ、全速力で爆ばく走そうするのは、立派な牙きばを生やした豬だった。

　急な下り坂でも速度を緩めるどころか、豬は更に加速する。三頭が同時に、地面を蹴けって段差を跳ちよう躍やくした際、恵那は声にならない悲鳴を上げた。

（も、もう嫌ぁ～～～っ!!）

　旅支度を整え、いざ櫛木村へ出立することになったまではいい。問題なのは、飛鳥が移動手段として呼び出した、この豬たちである。

　焰神の眷けん属ぞくだという豬は、天より降り落ちる雷のごとき勢いで疾しつ駆くする。よくも飛鳥は、こんな悪路を全速力で駆け抜け、豬の背から転げ落ちなかったものだと、遠とお退のきかける意識で恵那は思う。

「おい、大丈夫か？」

　激しい風鳴りに紛まぎれ、耳元で響いたのは扶人の低い声。

　豬の数が一頭足りず、恵那の跨またがる豬には、素そ知しらぬ顔で扶人も同乗していた。

「龍化した我の背に乗った時は、平然としていたではないか。それなのに、いったいどうしたというのだ？」

「そ、空を飛ぶのと、森の中を全速力でぶっちぎるの……一緒に、しないでよ……っ！」

　空には、何の障害物もない。白龍に変じた扶人の飛ひ翔しようも、流れる水のようにしなやかなものだった。

　いつ振り落とされるか、勢いに任せて木にぶつからないか。様々な死の恐怖と隣り合わせた、暴走超特急な豬の乗り心地ごこちと、白はく龍りゆうの乗り心地など比較するまでもない。

「……ふ、扶人の方が……乗り心地、ずっと良かったわ……っ！」

　正直な感想を口に出せば、背後で小さく息を吞む音が聞こえた。

　どうしたのだろう。肩越しに振り返ろうとしたが、豬が急に右へ曲がり、恵那は悲鳴を上げてその背にしがみつく。

　早く櫛木村に着いてくれと、恵那が半泣きで祈っていた時だった。

「我がついておるのだから、安心するが良い」

　扶人の右腕が腹に回され、ぎゅっと抱き寄せられた。

　男らしい胸板が背中に密着して、燃え立つような熱が生じる。鼻び腔こうをくすぐる、扶人特有の甘い桜の香りに、恵那の心臓がドクリと脈打った。

（何か、扶人が優しいんだけど……私の気のせいかしら？）

　扶人の温ぬくもりに包まれた恵那は、胸の奥で何かがチリッと爆はぜるのを感じた。

　今のはいったい、何だったのだろう。胸中で起こった感情の変化に、恵那は訝いぶかしげに眉を顰ひそめたが──次の瞬間、彼女の背筋を戦せん慄りつが駆け抜けた。

「この気配、荒御霊……っ!?」

　爆走する豬の恐怖も忘れ、恵那は僅かに身を起こす。

　周囲に気を配り荒御霊の位置を探っていると、夏葉を乗せた豬が隣に並んだ。

「近くに荒御霊がいるみたいだけど、どうする？」

「どうするも何も、ほっとけないでしょ！」

　いまだ、青白い顔色をしてはいるが、恵那の瞳には強い光が宿っていた。

　修祓師の使命に燃える恵那に、夏葉は猫のようにニヤリと笑う。

「恵那ちゃんなら、そう言うと思った。そいじゃあ、ちゃちゃ～っと退治しちゃおっか」

　茶目っけたっぷりに片目を閉じ、夏葉はグイッと豬の首を左に傾ける。

　恵那も意気込んで、邪じや気きの発生源へ進路を変えようとしたが、どんなに首を引っ張っても豬は直進を続けた。

「ちょっと、そっちじゃないってば！　左よ、左に曲がってってば！」

　焦って叫ぶが、豬はちっとも耳を貸してくれない。

　どうしたらいいのかと、恵那が血の気の下がる思いをしていると、腹に回されていた扶人の腕が離れた。その手で、そろりと豬の耳元を撫でた彼は、静かに命じる。

「この娘の意に従え」

　乾いた土に落とされた水滴が、静かに吸収されるがごとく。扶人の命を受けた豬は、急に恵那が指示した通り、左へと曲がった。

　何が起きたのか吞み込めず、啞あ然ぜんとする恵那の耳元で低い声が囁ささやく。

「これで豬は、お前の命令通りに動く。荒御霊を浄化するのであれば急げ」

「……っ。ありがとう、扶人！」

　扶人が協力してくれるのがこんなに嬉しいなんて、初めて知った。

　風に搔かき消されぬよう、感謝の言葉を叫んだ恵那は、先を行く夏葉の後を追った。

「恵那さん、そっちは櫛木村とは逆方向ですよ。いったい、どこへ行くのですか？」

　勝手に方向転換した恵那の隣へ、顔面を木の枝にぶつけながら飛鳥の豬が並ぶ。

　霊感のない彼には、荒御霊の気配が察知できないのだろう。大気中に混ざる邪気の濃度が増す中、恵那は前方から目を逸らさずに答える。

「この先から、荒御霊の気配がするんです。誰か襲われているかもしれないし、そうじゃなくても、見過ごすことはできませんから」

「それでは、これから荒御霊と戦うんですか？」

「えぇ。私たちが浄化している間、飛鳥さんは扶人と一緒に離れた場所に避難していてください。退たい魔ま具ぐ以外の攻撃では、奴らを傷つけられませんから」

　恵那がそう言った瞬間、豬が切り立った崖から跳躍した。

　生い茂る梢こずえの中を落下し、息が詰まる衝撃を伴って地面へ着地すると、豬はぴたりと足を止める。前足で頻しきりに地面を搔き、威い嚇かくの唸うなりを上げる豬が睨む先には、揃いの白しろ装しよう束ぞくを纏まとう男が五人いた。

（あいつら、何してるのかしら？）

　禍まが々まがしい赤せき墨ぼく色の瞳を持つ男たちは、大名が乗るような立派な駕か籠ごを取り囲んでいる。

　街道から外はずれた森の中に、なぜ駕籠があるのだろう？

　不自然な光景に、恵那が眉を顰めた時だった。駕籠の中から火のついた丸い物体が転がり出て、派手な音と共に爆発する。火薬玉の一種だろうか。炸さく裂れつすると撒まきビシの雨が降り注ぎ、荒御霊たちは僅かに怯ひるんだ。

　その隙すきをつき、抜ばつ刀とうした太た刀ちを手に駕籠から飛び出してきた人物に、恵那は眦まなじりが裂けるほど目を見開いた。

「俊ちゃん……っ!?」

　都へ向けて出立した俊しゆん太た郎ろうが、なぜこんなところで荒御霊に襲われているんだ。それに、俊太郎を連れて行った北ほく斗とは、どこへ消えたのだろう。

　奇怪な状況に直面した恵那は、思わず呆然としたが、夏葉から名前を呼ばれて気を取り直す。

「恵那ちゃん、考えるのはあとあと！　今は俊ちゃんを助けるのが先だよ」

「そうね。一気に攻めるわよ、夏葉！」

　豬の背から飛び降りた恵那は、背負っていた雪ゆき桜ざくらの下さげ緒おを解き、柄つかへ霊力を流し込んで刃やいばを解放する。

　恵那の準備が整うよりも早く、夏葉は組み立て式の鉄てつ棍こん棒ぼうを振り回し、荒御霊の輪に突入していた。

「相変わらず俊ちゃんは、モテモテだねぇ～」

　態勢を立て直した荒御霊が、俊太郎の肩口目め掛がけて振り下ろした小太刀を、夏葉が棍棒で軽く弾く。

　荒御霊が小太刀を取り落すと、夏葉は棍棒の接続部分を捻ひねった。カチリと音がすると、棍棒の先端から隠し刃が飛び出す。クナイほどの短い刃だが、腹部を突き刺された荒御霊は、苦く悶もんの叫びを残して魂こん魄ぱくになった。

「ボクのびっくり火薬玉、役に立ったでしょ？」

　仕込み槍やりを振って、刃に纏わりつく血を飛ばす夏葉は、長い三つ編みを揺らして俊太郎を振り仰あおぐ。

　こんな時でも笑みを絶やさぬ学友を、俊太郎は愕がく然ぜんとした面おも持もちで見返す。

「お前ら……どうして、こんな所にいるんだ？」

「俊ちゃんが出て行ってから、色々あってね。──っと、危ないなぁ。話し中に攻撃してくるなんて、無ぶ粋すいなことしないでよ」

　会話中、横から飛んで来た棒ぼう手しゆ裏り剣けんを、夏葉は身を引いて避よける。

「どこで習ったのか知らないけど、はっきり言ってキミ、手裏剣投げるのド下手だね。手裏剣はねぇ、こう投げるんだよ！」

　夏葉は片手で槍を持つと、袖口に仕込まれた八方手裏剣を投げつける。神かみ業わざとは、まさにこのことだろうか。一度に放たれた三枚の手裏剣は、荒御霊の急所を確実に捉とらえていた。

　それでも、手裏剣だけでは致命傷にならなかったようだ。身体中から墨色の体液を流す荒御霊は、狂ったような絶叫を上げ、両手に邪気の剣を出現させる。

　──が、その剣は振り上げられることなく、虚むなしい音を立てて地面に落ちた。

「あんたたち、私がいるってことも忘れないでよね」

　背後から男の腹部を貫つらぬいた刃を引き抜き、恵那は残り三体の荒御霊を睥へい睨げいする。

　濃密な霊力を全身から放ち、隙なく大太刀を構える少女に、荒御霊たちは揃って及び腰になった。今なら一気に倒せる。そう確信した恵那が、一番手前に立つ男へ斬りかかろうとした時、木の上から威圧感のある低音が降ってきた。

「子供相手に怯ひるむなど、揃いも揃って腰抜けどもだな」

　長い黒髪を翻ひるがえして恵那が見上げると、高い木の枝には見覚えのある男が立っていた。

　氷の彫像を彷ほう彿ふつとさせる、端たん整せいだが冷たい印象の相そう貌ぼう。侮ぶ蔑べつの色を含む眼差しで、こちらを見下ろしているのは──俊太郎を連れ戻しにきた、副将軍の篠しの島じま北斗ではないか。

（何よ、この威圧感は……っ）

　出会ってから半日も経っていないのに、北斗の身に何が起こったのだろう。

　礼儀正しい好青年は、今や常とこ闇やみの冷たい雰囲気を纏っていた。

「このようなこともあろうかと、貴き様さま等らの主あるじから良いものを預かってきた。これでも喰らい、血肉に酔い痴しれ、殺さつ戮りくの限りを尽くすがよい」

　底冷えするような声でそう言い、北斗は手に持つ布包みを荒御霊たちへ放る。

　風で飛ばされた布の中から、びちゃりと地面に落ちたのは、血塗まみれの肉にく塊かいだった。

　あれは、人間の臓ぞう物もつだ。噎むせ返るほどの血の臭気に、恵那は口元を手で覆おおい、吐き気が込み上げるのを必死で堪こらえる。そんな彼女の目の前で、荒御霊は狂気の歓かん声せいを上げ、飢えた獣のように肉片を平らげてゆく。

　人肉を喰らった直後の荒御霊は、血に狂い、凶暴さを増す。

（なんで、副将軍様が荒御霊の味方をするの？）

　木の枝に立つ北斗は、魂まで凍りつく残ざん虐ぎやくな冷笑を湛たたえている。

　彼は生きた人間のはずなのに、その微笑は、まさに血に狂った荒御霊のようだった。

「兄上！」

　残酷な笑みを湛える北斗の前に、離れているよう言いつけておいた飛鳥が、悲痛な叫び声を上げて飛び出した。

　飛鳥は絶望一色に染まった顔で、遙か頭上に立つ北斗を問い詰める。

「なぜ兄上が、このような場所にいらっしゃるのですか！　それに、この者たちはいったい……」

　人肉を貪むさぼる荒御霊に視線を向けるが、飛鳥は直視し続けることはできなかった。声を詰まらせた彼は、震える両の拳こぶしをきつく握り締め、キッと北斗を睨ねめ上げる。

　そんな飛鳥を蔑さげすむように、北斗は口端で厭いやらしく笑う。

「お前こそ、私に無断で何をしている。よもや、この半人前の修祓師どもを連れ、あの哀れな村を救いに行くつもりか？」

「その様子では、やはり兄上も櫛木村の一件に関わっておられるのですね!?」

「仮にそうだとしても、お前ごときに何ができる？　篠島の当主はこの私だ。お前が真実を訴えたところで、誰も耳を貸しはせぬ」

「それでも、兄上のなさっていることは罪です！　同じ篠島の血を継ぐ者として、僕はそれを見過ごすことはできません」

　身体は小刻みに震えていたが、飛鳥は語気を荒らげて北斗を糾きゆう弾だんする。

　大きな丸眼鏡の奥。どこまでも真まっ直すぐな瞳で、飛鳥から睨まれた北斗は、口元に湛えていた冷笑を消した。

「大人しくしていれば、一生遊んで暮らせるというのに、お前はどうあっても私に逆らうつもりか？　亡き父上も、兄を影で支えることが弟の務めだとおっしゃっていただろう」

「しかし、父上はこうもおっしゃいました。兄が道を踏み外した時は、弟のお前が正道へと導いてやれ──と」

　交差した二つの眼差しは、他者の介入を許さないほど鬼き気き迫っていた。

　二人のやり取りを耳にしていた恵那は、頭の中が疑問符で一杯になる。荒御霊を操る北斗。そして、彼を「兄」と呼ぶ飛鳥は、果たして何者なのだろう。

「実の弟を手にかけるのは、いささか躊躇ためらわれるが……こうなれば仕方あるまい」

　もはや、北斗の眼に容赦はない。

　彼は懐ふところから取り出した扇を僅かに開き、パチンと鋭い音を立てて閉じた。その音が合図となったかのように、三体の荒御霊はぴたりと食事をやめる。

「邪魔者どもを、皆殺しにしろ」

　残酷な命令を平然と下した北斗に、ぞわりと身の毛がよだつ。彼の声を聞いているだけで、恵那は身も心も凍りつきそうになった。

　だが、大人しく凍りついている暇はない。
















　視界の端で白はく刃じんが閃ひらめくのを認め、恵那の身体が咄嗟に動く。飛鳥の前へ滑り込みながら、斜めに構えた雪桜で、荒御霊の素早い斬り込みを防いだ。

　恵那が力で押し負けることはないが、飛鳥が近くにいては不利な状況が続く。

「ここは私たちに任せて、飛鳥さんは早く逃げてっ！」

「……あ……」

　逼迫した声で恵那が叫ぶも、飛鳥は魂が抜かれたように立ちつくすばかり。

　そうこうしている間にも、二体目の荒御霊が無防備な飛鳥を狙う。恵那と鍔つば迫ぜり合いをしていた荒御霊も、一旦後方へ飛んで態勢を立て直し、再度飛鳥へ斬りかかった。

「華麗に、助っ人登場～っ！」

　八はつ方ぽう塞ふさがりな状況を打ち破ったのは、明るく響き渡る声だった。

　くるんと一回転して着地した夏葉は、真横に掲かかげた仕込み槍で、荒御霊の攻撃を二体同時に防ぐ。刃を受け止めた衝撃に苦悶の表情を浮かべたが、すぐに彼は笑顔を取り戻す。

「恵那ちゃんは、どっちがいい？」

「右！」

　恵那が即答すると、夏葉は器用に槍を操り左側の荒御霊へ挑みかかる。

　宣言通り、右にいた荒御霊と斬り結んだ恵那は、放心状態の飛鳥へ再び叫ぶ。

「飛鳥さん、しっかりしてください！　そこにいたら危険です！」

　だから、早く逃げて──と、恵那が続けようとした時、頭上から短刀が降ってきた。

　飛鳥に気を取られていたせいで、三体目の荒御霊の動向を見逃していた。間一髪で攻撃は避けたが、一刻も早く飛鳥を逃がさねば分ぶが悪い。

「恵那！」

　三み度たび、荒御霊と激しく刃を交わらせていると、凜りんとした声で名を呼ばれる。

　恵那が目線だけ動かすと、扶人が気抜けした飛鳥の腕を摑つかんでいた。

「この馬鹿者は我に任せよ。お前は、目の前の敵にのみ集中するのだ」

　淡い金色に輝いた瞳で命じられ、恵那の頰が自然と緩む。心に余裕が生まれると、視野が広がり、神経が研とぎ澄まされてゆくのが分かった。

「ありがとう、扶人」

　小さく感謝を告げると、背後に庇かばっていた気配が静かに遠退く。

　これで戦いに集中できると、恵那の目に闘志が燃えた。

「よくも不意打ちで、攻撃を仕掛けてくれたわね」

　上段から打ち込まれた太刀を、力任せに雪桜を振るって砕くだく。根元から折れた刃は、冴えた光を反射させながら宙を舞い、地面へトスッと突き刺さる。

　邪悪に笑った荒御霊は、柄だけになった太刀を放り出すと、瞬時に両手へ二本の刀を出現させた。荒御霊は己の邪気から、いくらでも武器を作り出せるので性た質ちが悪い。

（でも、武器を出せなくしちゃえばこっちのものよ！）

　斜め上から閃く右の刃は、身を引いて避ける。顔面を狙った左の刃は、素早く身を屈かがめることでかわした。

　防御の合間に隙を見つけた恵那は、ガラ空あきの懐へ飛び込み荒御霊の腹部を貫く。

「お……のれ……っ」

　まずは一体目と、貫通した刃を引き抜こうとした恵那は蒼あお褪ざめる。

　最さい期ごの力を振り絞るように、荒御霊は己の腹を抉えぐる白はく刃じんを、両手でしっかりと握り締めていた。そんな抵抗など、怪力の恵那を前にすれば無に等しいが、血ち濡ぬれた狂気の笑みに、一瞬でも吞まれたのがまずかった。

　背後に接近する禍々しい気配に振り返ると、もう一体の荒御霊が前ぜん傾けい姿勢で突っ込んでくるところだった。

　胸の前で構えた男の両手には、自分の心臓を狙う短刀が輝いている。

（しまった……っ！）

　雪桜を手放し、避けるにしても間に合わない。

　どうせ刺されるのなら、急所だけは外さなければ。恵那が心臓を庇おうと、無理に身体を捻ひねろうとした刹せつ那な──彼女の長い黒髪を巻き上げ、頰すれすれを風の刃が駆け抜けた。

　カマイタチの直撃をくらい、男は後方へ吹き飛ばされる。雪桜の刃をがっちりと摑み、頑かたくなに放そうとしなかった荒御霊も、背中をばっさり切り捨てられた。

　人ひと形がたを保てず、魂魄になった荒御霊の向こう。

　太刀を振り下ろした姿勢で、呼吸を乱す俊太郎が立っていた。

「戦闘中に気を抜くんじゃないと、いつも言ってるだろうが……っ」

　苦しげにそう言った彼は、力無く地面へ膝ひざをつく。補助具の手てつ甲こうなしに、掌しよう術じゆつを発動したせいで著いちじるしく霊力を消費したのだろう。

　自分の注意不足のせいで、俊太郎に無茶をさせてしまった。

　罪悪感が津つ波なみのように押し寄せるが、恵那は奥歯を食い縛って雪桜の柄を握り締める。

（謝るのは荒御霊を倒してからじゃないと、また俊ちゃんに叱しかられちゃうわ）

　地面に倒れた荒御霊へ突進し、垂直に刃を突き立てる。

　男は地面を転がって避けるが、逃がして堪たまるかと恵那は言霊を紡つむぐ。

「五ご行ぎようの掌しよう・金ごん気き──籠ろう城じよう封ふう縛ばく」

　本来は、敵の攻撃から身を守るために用いる箱型結界に、恵那は自分ごと荒御霊を閉じ込めた。結界の側面に行く手を塞ふさがれ、逃走経路を失った男は手中の短刀を振り回す。

　だが、地面に背をつけた状態では恵那に刃は届かない。

「これで、終わりよ！」

　迷いのない太刀筋が、男の胸を貫く。

　あれだけ激しく動いていた腕が、真上に向けられたまま止まり──やがて、力の抜けた手から短刀が滑り落ちる。虚むなしい音を立て、地面に転がった短刀が大気中へ溶け消えるのと、男が魂魄へ姿を変えたのは、奇くしくも同時だった。

「恵那ちゃんの方も、決着ついたみたいだね」

　結界を解とき、肺はい腑ふが空になるほど深く息をついていると、集しゆう魂ごん鈴れいを持った夏葉が近づいてくる。チリンと涼やかな音が響くと、宙を浮遊する魂魄は鈴の中へ吸い込まれた。

　戦乱が収まった途端、耳に痛いほどの静寂が戻ってくる。

（……副将軍様は、逃げたみたいね）

　先ほどまで北斗が立っていた梢を見上げ、恵那は小さく唇を嚙む。風に吹かれた木の葉がざわめいているだけで、そこに人影は見当たらない。

　脳裏に蘇よみがえる北斗の冷たい眼差しを振り払い、鞘さやに封じられた雪桜を背負った恵那は、俊太郎に駆け寄る。

「俊ちゃん、さっきはありがとう。お陰で助かったわ」

「俺の方こそ、お前たちが駆けつけてくれて命拾いした。一人だったら、今頃は荒御霊の腹の中に収まってただろう」

　恵那の手を借りて立ち上がり、俊太郎は袴はかまの汚れを軽く払う。

「それにしても、なんで俊ちゃんがこんな森の中にいるのさ？　都とは方向が違うじゃん」

　仕込み槍の刃を引っ込め、柄を分解しながら、夏葉は今更ながらの疑問を口にする。

　表情を固くした俊太郎は、険しい面差しで緩く頭を振った。

「水みな部べ村むらの外れで駕籠に乗せられてから、外の様子なんてろくに見てないからな。気がついたらこんな森の中で、周りを荒御霊に囲まれてたんだ。正直、俺にも何が起こってるのかさっぱりだ」

「お前が荒御霊に狙われたのは、将軍家の跡目争いが原因だろう」

　いつの間に現れたのか、俊太郎の前に見覚えのある小箱を持った扶人が立つ。

　あれは、俊太郎の母親の形見だ。放置された駕籠の中から持ってきたのだろう。俊太郎へ小箱を押しつけた扶人は、遠い眼差しを空へ向ける。

「篠島の小僧は荒御霊を操っておった。ここ数日、お前の元へ荒御霊をけしかけていたのも、あやつの仕し業わざであろう。お前が消えれば、次期将軍になるのはあの男だからな」

「では、俺を祥泉堂から連れ出したのも……」

「あそこにいる限り、荒御霊による暗殺は不可能だと悟ったのだろう。将軍家よりも先に、お前の居場所を見つけ出したは良いが、御お庭にわ番ばんとて無能ではない。自みずから一芝居打ち、こうしてお前を外へ誘おびき出したのも、時間的な余裕が残されておらん証拠だ」

　単調にそう語る扶人は、貪欲な人間に失望しているように見えた。

　小刻みに揺れる眼で小箱を見つめる俊太郎は、泣くのを堪えるように表情を歪める。そして、大きく腕を振りかぶった彼は、地面へ勢いよく小箱を叩きつけた。

　耳に苦しい破壊音に、飛び散る木片。中から放り出された白銀の護身刀は、湿った土の上を転がり薄汚れた。

「俊ちゃん、何やって──……」

「……こんな、ものっ！」

　咎とがめようとした恵那の声を遮り、俊太郎は血を吐くように叫ぶ。

「顔も知らないのに、どうして親父おやじ面づらしてこんなもの残したんだよ！　俺の意思も聞かないで、面倒事だけ押しつけて死にやがって……っ！」

　怒りの矛ほこ先さきは、亡き将軍・天てん道どう俊とし明あきに向けられていた。

　血が滲むほど唇を嚙み締める仲間に、かける言葉が見つからない。

　辛い時や悲しい時、俊太郎はいつも励はげましてくれた。彼が苦しんでいる今こそ、自分が助けになってあげたいのに、頭の中は真っ白だ。

「この、大馬鹿者が！」

　激情に拳を震わす俊太郎を、扶人が龍の咆ほう哮こうのごとき声で一いつ喝かつする。

　日頃、不平不満を垂れ流している神様だが、こうして誰かを怒ど鳴なったことは記憶にない。初めて聞く扶人の怒声に、俊太郎だけでなく恵那の肩まで震えた。

「理不尽な仕打ちを受け、自や棄けになる気持ちは分からんでもない」

　小箱の残骸が散らばる地面から、扶人は白銀の護身刀を拾い上げる。

「だが、この品はお前の母はは御ごの形見なのであろう？　すべての問題は将軍家にあり、お前の母御には何の罪もない」

「……っ」

「その刀は、今やこの国の命運を握っておる。お前が将軍にならねば、篠島の小僧がその座に収まるだろう」

　軽く汚れを払った護身刀を、俊太郎へ押しつけた扶人の双眸が金色に輝く。

　彼は今、この国の守護神として、新たに将軍の座を継ぐ俊太郎と対たい峙じしている。誰よりも、国の安あん寧ねいを願わずにいられない性さがを持つ神様は、幼おさな子ごに言い聞かせるような口調で問う。

「篠島の小僧は、将軍に足るべき人間か？　あやつが主となったこの国は、今のように太平であり続けるか？　──現実から目を逸らさず、頭を冷やしてよく考えてみよ」

　それだけ言った扶人は、興味を失くしたように俊太郎へ背を向けた。

　両手で握った護身刀を見つめる俊太郎は、心臓を握り締められているかと思うほど、苦く渋じゆうに満ちた表情をしている。それでも恵那は、そんな彼にかける言葉を持たなかった。

「そろそろお主ぬしも、正気に戻った頃だろう」

　扶人は漆黒に戻った視線を、身体を縮こまらせている飛鳥へ流した。

　ずり落ちた眼鏡を直そうともせず、飛鳥は青白い顔色で扶人の顔を見返す。

「今更、我らに隠し立ては通用せんぞ。改めて、その名を聞かせてもらおうか」

　誤魔化しや言い逃れを許さぬ、冴え冴えとした眼光。観念したように目を伏せた飛鳥は、ついに重い口を開いた。

「僕の名前は、篠島飛鳥です」

「そう言えばさっき、副将軍様のこと〝兄上〟って呼んでたよね？　もしかしなくても、飛鳥ちゃんって副将軍様の弟？」

　周囲の暗い雰囲気を払拭するように、夏葉が人ひと懐なつっこい笑みで問う。

　視線を宙に泳がせ、飛鳥は僅かに逡しゆん巡じゆんする素振りを見せる。しかし、彼は否定することはせずに、ごく小さくだが頷いた。

　それを見た夏葉は、もぷっと頰を膨ふくらませる。

「だったら、どうして最初にそう言ってくれなかったのさ？　まさか、何か後ろめたいことでもあったの？」

「う、後ろめたいなんてありません！　ただ……」

「？　ただ、どうしたの？」

「副将軍家の人間だと知られた瞬間、見えない壁が相手との間にできるみたいで、僕は篠島の名前が好きじゃないんです。あの……黙っていて、すみませんでした」

　深く頭を下げた飛鳥に、恵那はギョッと目を丸める。

　いくら北斗の弟とはいえど、飛鳥が副将軍家の人間であることに変わりはない。国で二番目に尊たつとばれる家系の者が、一般人に首こうべを垂れて謝罪するなど、本来ならあり得ないことだ。

「飛鳥さん、顔を上げて下さい！　私たちは別に、あなたが本名を隠していたことを、責めてるワケじゃないんですから」

　慌てた恵那がそう言っても、飛鳥は頭を振るう。

「僕は同じ篠島の人間として、兄のしたことを皆さんに謝罪しなければなりません。天道俊明様がお亡くなりになる間際、御ご落らく胤いんの存在が明らかにされたことは存じていましたが、あなた様がそうだったのですね」

　様々な感情が綯ない交ぜとなった眼差しで、飛鳥は俊太郎を見つめる。だが、俊太郎は彼の視線に気づきながらも、手元の護身刀から目を逸らさず、返事さえしなかった。

　切なげに眉根を寄せた飛鳥は、再度深く頭を下げる。

「兄の所業は、謝って許されることではないと分かっています。次期将軍の暗殺を企て、荒御霊と結託するなど、人として許されることではありません」

「あの馬鹿者の断罪は、いずれ将軍家と総社が行うことだ。それよりも今は、お主の兄の企たくらみについて話してもらうぞ」

　何もかも見透かすように、扶人の双眸は怜れい悧りな光を湛たたえている。

　飛鳥は湧き上がる感情を押し殺すよう、ゆっくりと頷いて口を開いた。

「最近の兄は、櫛木村の踏鞴製鉄に異様な肩入れをしていました。元々、刀剣や鉄砲の収集が趣味だったので、その原料となる鉄の生産にも興味が芽生えたのかと、最初は思っていたのですが……踏鞴製鉄に関わるようになってから、兄の様子がおかしくなったのです」

「大方、その異変を感じ取ったお主は、密かに兄の動向を探っておったのだろう。その最中に、偶然あの暴れ豬と出会ったのではないか？」

　つまらなそうに述べられた扶人の推論を、飛鳥は「その通りです」と肯定する。

「踏鞴製鉄の指導者が荒御霊だと知り、兄が奴らに加担しているのではと、疑うたがってはいたのです。それでも僕は、兄も村人たちのように祈禱師の正体を知らず、騙だまされているだけではないのかと、心のどこかで願っていました」

　けれど北斗は、弟の目の前で荒御霊を操ってみせた。その事実は、飛鳥の最後の希望を粉々に打ち砕き、兄弟の絆きずなに大きなヒビを入れた。

　兄の非道な行いに、飛鳥は爪が白くなるほど拳を固く握り締める。

「副将軍家の務めは、将軍家を陰でお支えすること。その役目から逸いつ脱だつし、罪に手を染めた兄は、法の裁きを受けるべきです」

「荒御霊と結託し、次期将軍の暗殺未遂──いかに弁明しようと、死罪は免まぬがれぬだろう。現職の副将軍が罪人の烙らく印いんを押されれば、篠島の家名には後世に及ぶ傷がつくぞ」

　それでもよいのか。目顔で問われた飛鳥は、「構いません」と淀よどみなく答える。

　これに扶人は、意外そうに片眉を上げた。

「家柄など関係なく、罪人は裁かれるべきです。血が繫がっているからこそ、僕は兄のしたことを見過ごせない。どのような形であれ、罪を償つぐなわせることが肉親としてのけじめであり、兄に対するせめてもの慈じ悲ひだと思うのです」

　顔色は今にも倒れそうなほど蒼そう白はくなのに、飛鳥の口調は決然としていた。

　篠島の権力をもってすれば、いくらでも不都合な事実をもみ消すことができる。けれど飛鳥は、罪人は裁かれるべきだと明言した。

（飛鳥さんは、心からお兄さんのことを想っているのね）

　家柄など取り払った、肉親ゆえの愛情ある決断に恵那は深く感動する。

　それと同時に、飛鳥にも気き丈じような一面があることを発見して、彼のことを大いに見直した。

「今一度、お願いします。荒御霊と兄の魔の手から、櫛木村の人々を救うために力を貸して下さい！　焰神様が信頼する扶人さんのお力が、どうしても必要なんです」

　改めて助力を求められた扶人は、無言でパチンと指を鳴らす。すると、戦闘に巻き込まれないように隠れていた豬たちが、近くの茂みからぞろぞろ出てきた。

　擦すり寄ってきた一匹の頭へ手を起き、扶人は素っ気なく言い放つ。

「下らぬことで時間を潰した。急がねば、日暮れまでに櫛木へ辿たどり着けぬぞ」

　扶人はそれだけ言うと、ふいっとそっぽを向いてしまう。

　まったく、素直じゃない神様だ。苦笑を嚙み殺す恵那は、目を点にしている飛鳥へこっそり耳打ちする。

「頼まれなくても力になるから、先を急ごうって言いたいみたいですよ」

「そ、そうなんですか？」

　不機嫌そうに見えるのに、本当にそんなことを思っているのだろうか？　胸中の疑念を顔に出す飛鳥に、恵那は乾いた笑いを漏らす。

　捻くれた扶人の言動は、慣れなければ正しい意図を察することは難しい。

　下げ僕ぼくになった当初は、彼の皮肉な物言いに振り回されていたが、よく本質を理解できるようになったものだ。恵那は密かに、自身の成長に感じ入った。

「ねぇねぇ。出発するのはいいけど、俊ちゃんはどうするの？　祥泉堂に戻るにしたって、一人だとまた荒御霊に襲われちゃうよ」

　珍しくまともな夏葉の指摘に、恵那はハッとする。

　これから向かうのは、荒御霊が指導者として崇あがめられている村だ。飛鳥の説明では、その荒御霊と北斗は協力関係にあるらしい。暗殺の危険性がある以上、そんな場所に俊太郎を連れて行くことはできない。

　──が、扶人はしれっと言い放つ。

「そやつも、連れて行くに決まっておろう」

「な、何言ってるの！　荒御霊に支配されてる村に俊ちゃんを連れて行くなんて、そんなの自殺行為じゃない！」

　声こわ高だかに反論する恵那を、扶人は冷めた半眼で「喚わめくな」と叱る。

「人の欲がどれほど醜みにくいものか、それを知るには良い機会だ。篠島の小僧と決着をつけ、己の生き様を見出すこともできよう。──自ら運命と対峙する覚悟があれば、ついて来い」

「……俺、は……」

　迷いの色に揺らめいた目を閉ざし、俊太郎は護身刀を握る手に力を込める。

　仲間たちが固かた唾ずを吞んで見守る中、次に瞼まぶたを上げた俊太郎の瞳には、弱々しくも前向きな光が宿っていた。

「俺も、一緒に行きます」

「俊ちゃん……」

　敵地へ赴おもむくことを、彼がどんな想いで選択したか、推おし量はかることは難しい。

　俊太郎の背に圧のし掛かっている問題は、一般人でしかない恵那にとって、理解の範はん疇ちゆうを軽く飛び越えている。だから、いまだに彼へかける言葉は見つからない。

　それでも──と、恵那は一歩踏み出す。

「改めてよろしくね、俊ちゃん」

　笑顔で手を差し出すと、俊太郎は僅かに目を瞠った。恵那の顔と、差し出された手を交互に見つめた彼は、やがてぎこちなくだが口元を綻ほころばす。

　しっかりと握り合った手は、言葉がなくとも気持ちを伝えるようで。

　この胸中に渦巻く言葉にできない想いも、俊太郎の心に届けばいいと、恵那は繫いだ手の温もりに深く祈った。
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　日中の熱気が緩ゆるやかに冷さめ始める、夏の遅い日没。

　長き歳さい月げつを物語る大樹が、勇壮な梢こずえを天へ伸ばす森の中を、三頭の豬いのししが軽快に走っている。

　その背に揺られる五名は、険しい山道を駆け抜けてきた疲労から、誰もがぐったりとへばっていた。中でも、櫛くし木き村の現状について道中説明を受けていた俊しゆん太た郎ろうは、気疲れまで背し負よい込んで死相すら浮かんで見える。

「皆さん、ここが焰ほむら神がみ様の暮らす神域です」

　飛鳥あすかが掠れ声で到着を知らせると、忙せわしなく動いていた豬の足が止まる。

　全力疾走で飛んだり跳ねたりを繰り返され、半なかば意識を飛ばしかけていた恵え那なは、のったりと顔を上げ──眼前の光景に、思わず旅の疲れを忘れた。

「うわぁ、綺き麗れい……！」

　森の奥地にひっそりと存在する、広大な湖。切り立った崖の上を流れる川が、滝となって水面を打つ音に、耳から涼しさを得ることができた。

　濃のう緑りよくと水の香りを胸一杯に吸い込むと、豬しし酔よいした身体が楽になる。

　分厚い梢に天てん井じようを覆われた、薄暗い森の中とは違い、木に囲まれた湖の周囲はぽっかりと明るくて──神の領域に踏み込んだことが、雰ふん囲い気きだけで察さつせられた。

「ねぇ、なんか変な匂いがしない？」

　恵那が流れ落ちる滝に見入っていると、鼻の頭をひくつかせた夏なつ葉はが、突然そんなことを言い出した。

　肺を満たす新鮮な空気に、恵那は小首を傾かしげる。

「おかしい匂いなんてしてないわよ。あんたの気のせいなんじゃないの？」

「気のせいなんかじゃないよ。苔こけの匂いが強くて、ほとんど搔かき消されちゃってるけど、この匂いは──……」

　段々と表情を曇くもらせた夏葉は、匂いの正体に気づきハッと目を見開く。

　根っからの楽観主義者な学友が見せた徒ただならぬ様子に、恵那は何事か尋ねようとした。しかし、彼女が口を開くよりも早く、夏葉は盛大な飛沫しぶきを上げる滝つぼへ、血相を変えて駆け出してしまう。

「夏葉！　あんた、急にどうしちゃったのよ？」

　尋常じゃない顔色をした夏葉を放っておけず、恵那はすぐさま彼の後を追った。

（？　滝の裏に、岩場が続いてるわ）

　水面に叩きつけられた飛沫しぶきが、着物を濡らすほど滝に近づいて初めて、恵那はその裏側に人が回れることを知る。夏葉は最初から、滝の裏に岩場があることを知っていたのだろうか。彼は一切躊ちゆう躇ちよせず、滝の裏側へと姿を消した。

　さすがに戸惑い、恵那が滝の側に立ちつくしていると、遅れて扶ふ人ひとたちがやってきた。

「書状の暗号文を解読したことで、もしやと思っていたが……やはりあのチビは、焰と関わりがあったか」

「どういうことよ？」

「この先は焰の塒ねぐらだ。この周囲には、奴の結界が張り巡らされておるからな。村の者とて、この場所の存在までは知らんはずだ」

　つまり、滝の裏へ一直線に走って行った夏葉は、そこに焰神の住居があると知っていたということだ。けれど夏葉は、焰神と知り合いだなんて一言も口にしなかった。

　俊太郎や飛鳥だけでなく、夏葉まで今回の一件に関係しているのだろうか？

　顔にかかる水飛沫を鬱うつ陶とうしそうにしながら、扶人は滝の裏へ続く岩場を歩き出す。俊太郎と飛鳥も、彼の後に続き──早くしろと扶人から急かされて、ようやく恵那は頭を悩ますのをやめ、仲間たちの後を追った。

（……何、この匂い）

　流れ落ちる水が森の匂いを遮断したせいか、岩場を進むにつれて、鼻び腔こうを微かすかな異臭が掠かすめるようになった。

　夏葉の言っていた変な匂いとは、このことだったのかもしれない。

（これは、鉄の匂いかしら？）

　否。この匂いは、鉄によく似た別物だ。

　この時になってようやく、恵那の胸にも嫌な予感が広がった。鉄と似た匂いなど、血の匂い以外にありはしない。

　どうか思い過ごしであってくれ。そう願う恵那の想いとは裏腹に、辿たどり着いた滝の裏側の洞どう窟くつからは、噎むせ返るような血の臭気が漏れ出していた。

「う、うわあぁぁぁぁッ!!」

　次の瞬間、洞窟の奥から夏葉の悲鳴が上がった。

　荒あら御み霊たまにでも襲われたのかもしれない。恵那は俊太郎に目配せすると、扶人と飛鳥を押し退のけるように、洞窟の中へ踏み込んだ。

「──っ!?」

「これ、は……！」

　武器に手をかけ、洞窟内へ突入した恵那と俊太郎は、最さい奥おうに横たわるものに息を吞のむ。

　冷たい岩肌に倒れているのは、移動に使った豬のゆうに十倍はある、四本の牙きばを生やした巨大な豬だった。巨体の至るところには深い傷を負い、鮮血がとめどなく流れている。

　そんな豬の巨きよ軀くに、夏葉は着物が汚れるのも構わず縋すがりついていた。

「焰神様!?　まさか、村人たちに……っ」

　血溜まりに沈むよう、ぐったりと倒れ伏している豬に飛鳥が蒼あお褪ざめた。

　咄とつ嗟さに駆け寄ろうとした彼を、扶人が肩を摑つかんで引き止める。そして扶人は、いつになく硬い口調で恵那へ命じる。

「まだ息がある。治ち癒ゆ術じゆつをかけてやれ」

　この面めん子つで強力な治癒術を習得しているのは、恵那のみだった。

　神妙な顔で頷うなずいた恵那は、強烈な血の匂いに眩暈めまいを感じながらも、焰神の元へ駆け寄る。

「夏葉。これから治療を始めるから、あんたは離れた場所に──……っ!?」

　焰神にひっついたままでは、治療の邪魔になる。その場から退どいてもらおうと、恵那が夏葉の肩へ触れた瞬間──彼は、勢いよく彼女の手を振り払った。

　打たれた手を押さえ、恵那は愕がく然ぜんとする。

「父さん、目を開けてよ！」

　ガタガタと震える小さな手で、夏葉が豬の巨体を揺するも、焰神は弱々しい呼吸を繰り返すばかりで、目を開けようともしない。

「なんで……どうして、こんな……っ！」

　焰神の血に染まった手のひらを見下ろし、夏葉はついに声にならない悲鳴を上げた。

　天てん真しん爛らん漫まんな和なごみ役が、我を忘れて泣き叫んでいる。いったい、夏葉の身に何が起きているというのだ。恵那の背筋を、極度の不安から冷たいものが伝う。

　その刹せつ那な──胸が張り裂けんばかりに響いていた夏葉の悲鳴が、ぴたりとやんだ。

「こいつは俺に任せて、お前は一刻も早く焰神様の手当てを」

　手刀で首筋を打ち、気絶させた夏葉を肩に担かつぎ上げた俊太郎は、呆然としている恵那を急せかす。彼に促うながされてようやく、自分の役目を思い出した恵那は、改めて焰神へ向き直った。

　夏葉のことは気がかりだったが、今は焰神の治療が先決だ。

「すぐに傷を治します。私も全力を尽くすので、焰神様も頑張ってください」

　そして恵那は、己おのれが知り得る掌術の中でも、最も効力の高い治癒術を発動させた。
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　頭上から降り注ぐ月光を反射して、滝の水飛沫が煌きらめいている。

　そんな幻想的な光景を、湖の畔ほとりで膝ひざを抱えた恵那は、ぼんやりと眺めていた。

（焰神様の容よう態だいも落ち着いたし、ひとまずは安心ね）

　全身の傷が塞ふさがるまで、かなりの時間を費やした。常人なら体力がもたなかっただろうが、さすが森の守り神だ。致死量を超える出血をしつつも、彼はどうにか命を取り留めた。

　乱れていた呼吸も安定して、今はよく眠っている。目が覚めるのを待ち、栄養のある物を食べさせれば、更なる回復も期待できそうだ。

　ホッと安あん堵どの息をつくと、ぐにゃりと視界が歪ゆがむ。

（さ、さすがに無理しすぎたかしら……）

　抱えた膝に顔を埋うずめ、恵那はじっと眩暈が治まるのを待つ。

　上級治癒術なんて、覚えただけで使用する機会などなかった。それゆえ、限界を見定めることができなかったようだ。術を永続発動していたせいで、霊力は底を尽きかけ、先ほどから軽い吐き気と眩暈に苛さいなまれていた。

（でも、洞窟の中にいた時より、少し気分がよくなった気がするわ）

　涼やかな水の音に耳を傾け、静せい謐ひつな空気に身を浸す。こうしているだけで、胃の辺りに停滞する重苦しさが、徐じよ々じよに軽くなってゆく。

　気絶した夏葉は、まだ目を覚まさない。飛鳥は、血の海と化した洞窟内を掃そう除じしているし、俊太郎は焰神の汚れた毛を清めている。それぞれ、自分にできることに励はげんでいるのだから、彼らに余計な心配はかけられない。

　だからこそ恵那は、仲間たちに隠れて体調不良と戦っていた。

「しばらく休んでたら、霊力も回復するわよね」

「するわけあるか、馬鹿者」

　何気ない独り言に、思わぬ突っ込みが入った。

　ビクリと肩を震わせ、伏せていた顔を勢いよく上げる。だが、声の主を確かめる前に、強い眩暈に襲われて身体が傾かしいだ。

「眩暈がしておるのに、急に動く者があるか」

「……っ」

　苔こけ生むした地面に倒れる寸前、恵那の身体を逞たくましい腕が抱き留める。

　きつく閉じていた瞼まぶたを上げると、鼻先が触れ合う程の距離に、扶人の端整な顔が広がった。

「一度に多くの霊力を消費したのだ。体調が悪ければ、素直にそう言えばよかろう」

「気づいてたの？」

「当然だろう。お前のことは、常に見ておるからな」

　フッと柔らかく微笑ほほえまれた拍子に、彼の吐と息いきが頰ほおを撫なでる。

　トクンと心臓が大きく脈打ち、血の気を失っていたはずの頰が急速に熱くなった。体勢を立て直したのに、肩を抱く扶人の腕は一向に離れる気配はなく、余計に焦る。

（落ち着きなさいよ、私！）

　こんなに密着していたら、うるさい鼓動が聞こえてしまいそうだ。かと言って、扶人の腕を振り払うこともできず、赤面したまま身を固めた。

　借りてきた猫のようになった恵那に、扶人は切れ長の目元を和ます。

「粗暴で暑苦しいヤツだが、それでも我の昔むかし馴な染じみだ。焰を救ってくれたこと、礼を申すぞ」

「お、お礼なんかいいわよ。私はただ、当然のことをしただけだもの」

　照れ隠しでつっけんどんな態度を取っても、扶人お得意の嫌味は返されない。

　お陰で、気恥ずかしさがより一層つのった。

「ねぇ、焰神様の側にいなくていいの？」

　沈黙が落ちると、心臓の音ばかり気になってしまう。狂ったように脈打つ鼓動から意識を逸そらすため、恵那は無理に話を振った。

　途端、扶人の眉間に不機嫌な皺しわが寄る。

「なぜ我が、あのようにむさ苦しいヤツの側におらねばならん」

「む、むさ苦しいって……だって、お友達なんでしょう？　心配じゃないの？」

「焰とは友でないと、何度言えば理解できるのだ。あやつの世話など、小僧どもに任せておけば十分だろう」

「……今更だけど、あなたって複雑な性格してるわよね」

　火ほ照てった頰を両手で包み、嘆たん息そくする。

　傷ついた焰神を見て、真っ先に傷を癒いやせと命じてきたのはどこの誰だ。

（昔馴染みと友達って、どう違うのかしら？）

　どちらも、似たようなものだろうに。

　いまいち釈然とせず、恵那は小難しい顔で頭を悩ませる。が、扶人がパチンと指を鳴らした音に、意識は現実へ引き戻された。

「つまらぬ話はやめだ。気分直しに、良いものを見せてやろう」

　恵那の肩を抱くのとは逆の手に、扶人はいつの間にか錫しやく杖じようを握っていた。

　てっきり、祥しよう泉せん堂どうに置いてきたと思っていたのに、どこから取り出したのだろう。そんな恵那の疑問は、錫杖の音ね色いろと共に吹き飛んだ。

「清き大地に集いし、聖なる力の根源よ。我が意思に従え」

　水面へ向けて伸ばした錫杖を、扶人が軽く振るう。六つの遊ゆう環かんが触れ合い、シャンと澄んだ音が辺りへ響き渡り──暗い水辺へ、幾つもの淡い光が灯り始めた。

　宙を舞う光に目を細め、扶人は得意気に笑う。

「どうだ、蛍ほたる火びのようで美しかろう？」

「うん。とっても、綺麗……」

　水面を撫でるようにして、飛び交う幾千もの光。

　それは、蛍の光というより、夜空の星が降ってきたような光景だった。

　だるい身体は、自然と扶人の胸へ凭もたれていた。そのことにも気づかず、恵那が飛び交う光の軌跡に見み惚とれていると、一つ、二つと光の粒がじゃれついてきた。

「な、何なの？」

　一つ目は、螺ら旋せんを描くように腕を撫でて消える。

　二つ目は、胸にぶつかって弾け飛ぶ。

　無邪気に戯たわむれてくる光は、その後も増え続ける。事態を把握できない恵那は、救いを求めるように扶人を見上げた。

「神の塒は長い年月をかけて、濃密な霊力の溜まり場となる。この光は、その霊力を具現化したものだ。だから案ずることはない」

　おろおろと視線を泳がせる恵那に、苦く笑みながらも扶人は穏やかに語る。

「霊力を分け与えるため、この光はお前のもとへ集っておるのだ。鬱陶しいだろうが、しばらくは大人しくしていろ。霊力さえ回復すれば、自おのずと体調も良くなるだろう」

「そうなの……？」

　言われてみると、光が身体に纏まとわりつく度に倦けん怠たい感が消えてゆく。腹の底に沈ちん殿でんしていた重みが楽になり、吐き気も失せた。

　軽くなった胸で深呼吸をすると、甘い桜の香りがする。

　──心安らぐ、扶人の香りだ。
















「扶人、ありがとう」

　はにかむように礼を言うと、扶人は素知らぬ顔で「何のことだ」と惚とぼける。

（誤ご魔ま化かしても、無駄なんだから）

　先ほど、霊気を具現化する言こと霊だまを唱えた際、扶人は「我が意思に従え」と言っていた。つまり、光が霊気を分け与えてくれるのは、自分の霊力不足を、扶人が補おぎなおうとしてくれているからだろう。

　黙っていても、救いの手を差し伸べてくれる。

　そんな不器用な思い遣りに、扶人との距離が縮まったように思え、恵那は花咲くように頰を綻ほころばせた。
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　小鳥のさえずりに、長い睫まつ毛げが微かに震える。

「ん……」

　季節は夏。されど、真昼の熱気は鳴りを潜ひそめ、早朝の空気はそれなりに冷えた。

　もぞりと身み動じろぎした恵那は、うっすらと目を開ける。

（……ここ、どこだっけ……？）

　寝起きの頭は、思考することを拒こばむ。まるで、周囲に漂う朝あさ靄もやが、脳内にまで広がっているようだ。

　鼓こ膜まくを震わすのは、滝が流れ落ちる音。少し先には、靄の合間にちらほらと湖面が見え、風が吹くと、木こ立だちが囁ささやき合うようにざわめく。

（そうだ。ここは、櫛木村の……）

　ようやく頭が正常に回転を始めると、早さつ速そく一つの疑問が生じた。

（私、いつ眠ったのかしら？）

　くあっと小さく欠伸あくびをすると、胸にかけられていた羽は織おりがずり落ちる。考えを巡らせながら、何気なく羽織を引き上げようとして──恵那は、はたと動きを止めた。

　これは、扶人がいつも肩に引っかけているものじゃないか。

　眠っている自分にかけられていたようだが、肝心の扶人はどこへ行ったのだろう。

「目が覚めた早々、百面相か」

「──っ!?」

　桜の香りが染みついた羽織を握り締め、恵那が小首を傾げていると、頭上から低い声が降ってくる。振り向けば、自分を見下ろす扶人と、鼻先が触れ合うほどの距離で目が合った。

「あ……う、え……？」

　喉の奥で言葉が詰まり、意味を成さない音ばかり零こぼれる。

　湖の畔に生えた大樹に背を預け、地べたに座った扶人の胸に、恵那はすっぽり抱きかかえられていた。野外で夜を明かしたのに、身体がどこも痛くないと思っていたら、扶人が胸を貸してくれていたらしい。

（まさか私、昨夜はあのまま……）

　舞い踊おどる光に身を任せ、ゆったりと疲労が解けてゆく感覚に、眠気まで誘発されたのかもしれない。

　同室で眠ることは慣れていても、肩を抱き寄せられた状態で眠ってしまうなんて、とんでもなく慎つつしみのないことをしてしまった。恵那は絶望から蒼褪めるが、すぐに羞しゆう恥ち心しんが勝まさり、火がついたように顔が熱くなる。

「青くなったり、赤くなったり。お前の顔色はずいぶんと忙しないな」

　扶人が喉のどを震わせて笑うと、その振動が直じかに身体へ伝わる。

　更に顔を赤らめた恵那は、逃げるように扶人から離れた。

「えっと、あの……私、いつ寝ちゃったのか知らなくて……だから、ごめんなさいっ！」

　沸ふつ騰とうした頭はまともに働かず、しどろもどろで謝る。

　地面へ落ちた羽織を拾い、軽く汚れを払って肩に引っかけた扶人は、それまで湛えていた笑みを引っ込めた。呆あきれ交じりに嘆息した彼は、真っ赤な顔で身を縮めている恵那に、険しく柳りゆう眉びを寄せる。

「男の隣で無防備に寝こけるなど、お前には女子おなごとしての自覚が足りん。これでは、無む体たいな所業を働かれたとしても、文句は言えぬぞ」

「お、おっしゃる通りでございます……」

「昨夜はお前も疲ひ弊へいしきっていたことだ、此こ度たびの件は不問に処そう。だが、他の男に同じことをしてみろ。その時は、両者ともに厳罰を与えるゆえ、よく肝きもに銘めいじておくことだ」

「はい……」

　しゅんと項うな垂だれ、恵那は猛もう省せいする。

　今回ばかりは反論の余地などなく、自分でも扶人の言い分はもっともだと思う。

（……ん？）

　少しずつ頭が冴さえ始めた恵那は、扶人の言葉にふと違和感を覚えた。

　他の男に、同じことをしたら厳罰が下る。それなら、扶人になら同じことをしても、お咎とがめはないのだろうか？

　そんなことを考えた瞬間、一気に羞恥心が再燃した。

（おかしな深読みをするんじゃないわよ、私っ！）

　自主的に己の頰をビンタして、頭を抱えて身み悶もだえる。

　胡う乱ろんな眼差しを、扶人から注がれるのも構わず。地面を転げ回りたい衝動を、恵那が必死で堪こらえていると、遠くから風に乗って飛鳥の声が聞こえてきた。

「扶人さーん、恵那さーん！　どちらにいらっしゃいますかー？」

　飛鳥がこんな大声を出すなんて、焰神の容態が悪化したのではあるまいか。

　泥沼化した思考に沈んでいた恵那の意識は、嫌な予感と共に現実へ浮上した。

「飛鳥さん、私はここです！」

　跳ねるように立ち上がった恵那は、頭上で大きく手を振って飛鳥に答える。

　恵那の姿を認めた飛鳥は、小走りに駆け寄ってこようとして──しっとりと濡れた地面に足を取られ、べしゃっと派手に転んだ。

　ヒッと息を吞んだ恵那は、地面に倒れ伏した飛鳥へ慌てて駆け寄る。

「だ、大丈夫ですか？」

　恐る恐る助け起こすと、飛鳥は土で汚れた顔を拭ぬぐいながらへらっと笑う。

「僕なら転び慣れているので、全然平気です。それより、眼鏡めがねはどこにいってしまったのでしょう？　あれがないと、何も見えなくて困るんですよね」

「……眼鏡なら、おでこにずり上がってますけど」

「あぁ、本当です。今回は割れなかったみたいで安心しました。ここだけの話、十日に一度は、転んで割ってしまうんですよ」

「そ、そうなんですか……」

　兄の北ほく斗とと対たい峙じした時、意外としっかりした一面もあるのだと見直したのに。やはり飛鳥の本質は、ドジっ子方面に特化しているようだ。

　眼鏡の無事を確かめて微笑む飛鳥は、おっとりした性格のせいで、この先の人生も転び続けるだろう。がっくりと肩を落とした恵那は、割れた眼鏡で眼球を傷つけないよう、最低限の注意だけ告げた。

「それより。私と扶人を呼んでたみたいですけど、焰神様に何かあったんですか？」

　改めて恵那が尋ねると、眼鏡をかけ直した飛鳥は満面に笑顔の花を咲かせる。

「今しがた、焰神様が意識を取り戻されたんですよ」

「本当ですか!?」

「開口一番で空腹を訴えたほどです。一時はどうなることかと思いましたが、これでもう、命の危機は去りましたね」

　最悪の事態を覚悟していた恵那は、飛鳥のもたらした吉報に、心から安堵して腰を抜かしかけた。

　致死量を超える出血に、あの深手で命が助かったのだ。

　これはもう、奇跡と言っても過言ではないだろう。

「恵那さんが治療してくださったことを、焰神様にご説明したところ、直接お礼がしたいと申されまして。扶人さんとご一緒に、お会いになって頂けますか？」

　扶人と昔馴染みという関係の焰神は、果たしてどのような神様なのか。

　密かに興味を持っていた恵那は、飛鳥の誘いを快諾した。
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　洞窟内に一歩足を踏み入れた途端、盛大な泣き声に出迎えられた。

「父さんの馬鹿ぁ！　ボクがいない間に無茶して、死んじゃってたらどうしたのさ!?」

　泣きながら声を張り上げているのは、意識が戻ったらしい夏葉だった。

　どんな時でも笑顔を絶やさない彼が、声を震わせて泣いている。初めて、「喜」と「楽」以外の感情を見せた夏葉に、恵那は思わず目を疑うたがった。

「ばーか。こんなもん、俺からしてみりゃ掠り傷だってぇの。どっかの捻ひねくれた昔馴染みからは、殺しても死なねぇヤツだって言われてるしなぁ。つまり、俺は不死身ってことだ！」

　しゃくり上げる夏葉の背をバシンと叩き、無ぶ精しよう髭ひげを生やした男が大笑する。

　炎を連想させる赤しやく銅どう色の髪が、笑う度にもさもさ揺れる。満足に梳とかされず、自分で適当に切っているのか、背中にかかる髪には妙な癖がついていた。

「豪快な御お方かただな」

　ぼそりと聞こえた声の方を向くと、岩壁に寄りかかって座した俊太郎が、複雑そうに笑っている。

「たった一晩で、ここまで回復するなんて驚いた。普通の人間なら、ひと月はまともに動けないだろうに」

「そ、それじゃあ……この人が、焰神様なの？」

　懐かい疑ぎ的てきに問えば、俊太郎は無言で頷く。

　所々が擦り切れた着物と袴はかまに、中途半端に伸ばされた髭も相あい俟まって、実に物もの臭ぐさっぽい印象を受ける。同時に、大きく開かれた胸元や、袖そでを通さずに纏った羽織が、男の剛健さを引き立てていた。

（なんか、神様っぽくないんだけど……）

　初見の印象は、どこにでもいる闊かつ達たつなおじさん──といったところか。髭さえ剃それば、お兄さんと呼べないこともないだろう。

　焰神の粗野な外見に気抜けした恵那を無視して、扶人は洞窟の奥へ歩みを進める。

「捻くれた昔馴染みとは、とんだ挨拶もあったものだな」

　夏葉の頭を撫で回していた焰神は、扶人の姿を認めると破顔した。

「よぉ、扶人！　百年ぶりくらいか？　相変わらずお前は、景気悪いツラしてんなぁ」

　さすが、大豬の本性を持つ神様だ。豪快な笑い声に空気がビリビリと震える。

　晴れ晴れとした笑顔の焰神に反し、扶人のこめかみにはビシッと青筋が浮かぶ。眉間の皺も増量され、全身からは不機嫌な気配が滲にじみ出す。
















「礼儀を弁わきまえぬ田舎いなかの豬め。貴き様さまこそ、粗暴な性格は相変わらずのようだな。我を呼び出しておきながら、自分は死にかけておるなど言語道断だ。……いったい、何があった？」

「砂鉄を掘り出すのを邪魔しに行ったら、返り討ちに遭っちまったんだよ。〝祈き禱とう師し様〟は、俺が村の連中に手ぇ出せねぇの知ってるから、好き放題やってくれたぜ」

　面めん目ぼくないと苦笑する焰神は、無意識に胸元を押さえる。

　彼の鍛きたえ抜かれた胸板では、大きな傷が開きかかっており、恵那はギョッと目を瞠みはった。すべての傷を塞いだと思っていたが、治癒は完全ではなかったようだ。

「焰神様、まだ動いてはいけません！　傷が開いてしまいます」

　まろぶように焰神へ駆け寄り、恵那は素早く治癒術の呪文を唱える。

　突然現れて怪け我がの手当てを始めた娘に、焰神は片眉を上げた。

「随分と、可か愛わいい娘っ子だな。お前の〝これ〟か？」

　ニヤニヤと笑う焰神は、夏葉に向かって小指を立ててみせる。

　泣き濡れた目元を擦こすっていた夏葉は、微かに頰を赤らめて何事か言おうとしたが、すかさず扶人の棘とげを含んだ声が遮さえぎった。

「我の下げ僕ぼくを、卑いやしい目で見るでない」

「なんだ、お前の下僕か。俺はてっきり、夏葉の嫁よめ御ごだと思ったんだがなぁ」

　残念がる焰神に、扶人は「寝言は寝て言え」と鼻を鳴らす。

　そんな会話には耳を貸さず、治療に専念していた恵那は、傷が塞がると一息ついた。

「傷は塞がったけど、動くとまた開いちゃいそうね。せめて、包帯があったらよかったんだけど……」

「あ、サラシなら持ってるよ」

　小さな恵那の呟つぶやきに、夏葉は壁際に放り出された柳やなぎ行ごう李りの中を漁あさる。

　夏葉が常に持ち歩いている柳行李は、荷物入れというよりも、簡易武器庫と称した方が正しいだろう。だからこそ恵那は、彼が武器以外の物を所持していたことに驚いた。

「夏葉がサラシを持ち歩いてるなんて、意外だわ」

「そうかな？　縄なわ梯ばし子ごの代かわりにしたり、流りゆう星せい錘すいを振り回すのに使ったり、色々役に立つんだよね」

「え……」

　予想外の答えに、恵那はヒクリと頰を引き攣つらせる。

　負傷した時のためではなく、武器としてサラシを持ち歩いていたとは……。

　差し出されたサラシを見下ろし、恵那は何ともいえない心持ちになる。だが、これも夏葉らしさだと思うことで、納得することにした。

「焰神様、サラシを巻くので着物を脱いでくださいますか？」

「そんなもん巻かなくても、お前さんの治癒術だけで十分だ。これしきの傷、後は舐なめときゃ治るだろ」

「いけません！　深い傷を無理やり塞いだので、瘡かさ蓋ぶたがとても薄いんです。開いた傷口から悪い菌が入って、化膿したらどうするんですか！」

「そ、そうか？　嬢ちゃんがそこまで言うなら、頼むとするかな……」

　恵那の剣幕に圧おされ、焰神は着物の上を開はだけさせる。

　手際よくサラシを巻き始めた娘から、苛いら立だちを募らせる昔馴染みへ視線を移し、焰神はしみじみと呟く。

「俺を神と知っていながら、少しも怯ひるまねぇとは──随分と、肝きもの据わった娘っ子じゃねぇか。お前、いい娘を引っかけたな」

「いかがわしい言い方をするな。我は別に、こいつのことなど……」

「いい歳した男が、この手の話で照れるんじゃねぇよ。しっかし、惜しいよなぁ。お前のお手つきじゃなかったら、うちの馬鹿息子の嫁に貰ってんのに」

　人の話には聞く耳を持たず、焰神は悪いた戯ずらっ子のようにキシシと笑う。

　唯ゆい我が独どく尊そんな扶人が、他人の言動に振り回されている。恵那がその光景を見ていたら、天変地異の前触れだと騒ぎそうだが、彼女は現在サラシを巻く作業に没頭していた。

「父さんってば、少し会わない間に〝おっさん化〟が進行してない？」

　完全に泣きやんだ夏葉は、焰神の全身へじっとり視線を這はわせる。

「髭も剃ってないし、髪なんて伸び放題の無法地帯。袴の裾すそもほつれてボロボロだし──お嫁さんが必要なのは、ボクより父さんの方じゃない？」

「ふっ、お前はまだお子様だな。髭は立派な男の証なんだぜ。この良さが分かって初めて、男は一人前になるんだ」

「何が立派な男の証だ。己の身み形なりすら整ととのえられん者が、一人前を気取るでない」

　顎あご髭ひげを得意げに撫でていた焰神は、扶人の辛しん辣らつな突っ込みになぜかニヤリと笑む。

「髭が生えねぇ体質だからって、僻ひがむんじゃねぇよ。お前だって本当は、俺の髭に憧れてんだろ？　今なら特別に、『これでお悩み解決！　魅惑の髭の生やし方』を伝授してやるぞ」

「……そのような馬鹿げた話は、そこのチビとでもしておれ」

　いくら皮肉っても、能天気なボケで返される。その不毛なやり取りに嫌気が差し、扶人はふいっとそっぽを向いてしまう。

　偶然にも、扶人が臍へそを曲げると時を同じくして、恵那の治療が完了した。

「はい、できましたよ。少しきつめに巻いておいたので、少しなら動いても大丈夫ですけど、しばらくは安静にしていてくださいね？」

　悪戦苦闘の末、筋肉質な胸板にサラシを巻き終え、恵那は達成感から笑みを零す。

　それにしても、と──。焰神が着物を着直すのを手伝いつつ、恵那は迷いの浮かぶ眼まな差ざしを夏葉へ向ける。

「あのさ、夏葉は焰神様と知り合いなのよね？」

　夏葉は焰神のことを「父さん」と呼び、逆に焰神は、夏葉を「馬鹿息子」と呼んでいる。かと言って、二人の間に血が繫つながっているようには見えない。

　恵那の遠回しな問いかけに、夏葉と焰神はお互いの顔を見返し……同時に噴ふき出した。

「俺とこいつは、知り合いなんて堅苦しい関係じゃねぇよ。そうだよな？」

「そーそー。切っても切れない、家族っていう深い間柄だよ。ま、頭に義理ってつくけどね」

　昔から夏葉は、自分の過去について多くを語らなかった。恵那自身、触れて欲しくない過去を抱えていたので、無理に詮せん索さくはしなかったが──たとえ義理といえど、夏葉が神様と家族関係を築いていたことには、度肝を抜かされた。

　俊太郎や飛鳥も驚きを隠せずにいる中、扶人だけが「やはりな」と納得している。

「焰が独自に作り出した暗号文を読み解いた時から、何か繫がりがあるとは思っていたが、親子ときたか……」

「いやぁ、お前と夏葉が同じ場所で暮らしてたとは、俺も驚いたぜ。葛紗とは、面識があったからな。ヤツに頼んで祥泉堂を紹介してもらったんだが、世の中、意外と狭いもんだなぁ！」

　塞がったばかりの傷など気にかけず、焰神はがっはっはと豪快に笑う。

　こうも開けっぴろげにされると、驚く気も急速に失せてゆく。だが、二人が義理の親子だと判明したことで、夏葉の言動にも得とく心しんがいった。

（夏葉が私たちについて来たのは、お父さんが心配だったからなのね）

　たとえ血が繫がっていなくても、夏葉にとって焰神は、実父にも勝るかけがえのない存在なのだろう。

　血ち塗まみれの焰神を見て錯乱したのも、真相を知れば当然のことだと頷けた。

「にしても、こうも偶然が重なるとさすがに怖こえぇな……」

　一ひと頻しきり笑った後、焰神は神妙な面おも持もちで顎髭を撫で摩さする。

　ころっと態度を一変させた昔馴染みに、扶人が怪け訝げんそうに眉を顰ひそめた。

「何か不ま味ずいことでもあるのか？」

「マズいどころじゃねぇ、大マズだ。まぁ、これはうちの馬鹿息子に限ってのことだから、お前にゃ関係ねぇよ」

「関係がなくとも、このチビに何らかの不都合が生じているのは事実であろう。行動を共にする者として、何が不味いのか知る権利くらいあるはずだ」

　厳冬の眼差しで睨にらまれた焰神は、どこか罰ばつが悪そうに後ろ頭を搔く。

「別に、隠すとは言ってねぇだろ。だがなぁ、こればっかりは繊細な問題なんだよ」

「繊細、か。貴様とは縁遠い言葉だな」

「俺もそう思うから、腹ぁ括くくったぜ。うだうだ考えるなんざぁ、俺の性分じゃねぇし、現状が変わるワケでもねぇからな」

　覚悟を決めた焰神は、自らを鼓こ舞ぶするように胡坐あぐらを搔いた足をパシンと叩く。

　強い意志の宿る双そう眸ぼうで、真っ向から夏葉を見据えると、焰神はついに重い口を開いた。

「いいか、夏葉。これから俺が言うことを落ち着いて聞け。櫛木村の連中が、祈禱師として崇めてるのは──風ふう天てん一いつ家かの緋ひ鷺さぎだ」

「……え」

　泣き腫はらした夏葉の大きな目が、ゆっくりと見開かれていく。やっと血色の良くなった頰も、可哀想なほど蒼褪め、力の入らなくなった足がカクンと折れた。

　冷たい石の地面に座り込み、夏葉は呆然自失のまま緩く頭を振る。

「う、噓だ。だってお頭かしらは、八年前に処刑されたはずじゃ……」

「一度死んでも、この世に舞い戻ってくる手があるじゃねぇか。粘着質な奴やつこさんのことだ。荒御霊になるくらい、簡単だっただろうよ」

「そんな……」

　闇に怯おびえる子供のごとく、夏葉は身体を丸めて打ち震える。恐怖を堪えるために、きつく握り締められた拳こぶしが、胸が詰まるほど痛々しかった。

　重苦しい沈黙が訪れ、焰神でさえ険しく表情を歪めている。

「お前たちは、櫛木の荒御霊と面識があるようだな？」

　誰もが呼吸の音すら潜ひそめる中、直球の質問を投じたのは扶人だった。

　どうしたものかと、焰神は視線を泳がす。不自然な昔馴染みの態度に焦れた扶人が、再度追及しかけた時、夏葉が掠れた声でぽつりと呟いた。

「昔、この辺には〝風天一家〟っていう、とんでもない悪行を働く集団がいたんだ。その集団をまとめてた首領の緋鷺ってヤツが、櫛木村に現れた荒御霊みたい……」

「風天一家といえば、盗みのみならず火付けや暗殺まで請け負っていた、極悪非道の盗賊団ですよね。確か八年前、彼らに誘拐されて逃げ出してきた子供の証言で、一いち網もう打だ尽じんにされたはずではありませんか？」

　おずおずと尋ねた飛鳥に、夏葉は無表情で頷く。

　八年前。その頃、既すでに恵那は祥泉堂へ身を寄せていた。

　山奥の農村地帯にある祥泉堂には、管かん轄かつ地内で起きた事件の噂うわさすら、滅多に届くことがない。まして、管轄地外で暗躍していた盗賊団のことなど、耳にしたことがなかった。

　聞く側に徹している俊太郎へ、「知ってた？」と目線で問えば彼も首を横に振る。

「ねぇ、夏葉。私は風天一家って盗賊団のことは、全然知らないんだけど──あんたとそいつら、何か関わりがあったの？」

　身の毛もよだつ悪事を働く盗賊団と、天てん真しん爛らん漫まんな夏葉はどう考えても結びつかない。

　当惑する恵那に、夏葉は苦しげに笑う。

「実はね、風天一家のアジトの場所を奉ぶ行ぎよう所しよに知らせた〝誘拐された子供〟って、ボクだったんだよね」

「え」

「みんなにだけは知られたくなかったけど、もうそんなこと言ってる場合じゃないからさ。ボクもいい加減、覚悟を決めることにするよ」

　自らを落ち着かせるため、夏葉は大きく深呼吸をした。

　いつもは好奇心に輝いている瞳が、今は痛切な色に染まっている。思い詰めたような面差しを見ているだけで、恵那の胸は張り裂けそうに痛んだ。

　咄嗟に制止の言葉を叫ぼうとしたが、扶人に手で制されて怯む。彼の顔を振り仰ぐと、冬空を思わせる双眸と目が合う。

　──その眼差しは、夏葉の告白を黙って聞くよう暗に告げていた。

「風天一家にはね、若じやつ干かん五歳にして凄すご腕うでの殺し屋がいたんだよ。最初は名無しだったけど、一刀のもとに命を奪うことから、いつしか立派な通り名がついた」

　無理に作られた明るい声も、そこで一旦途切れる。

　夏葉は意識せず、心こころ許もとない視線を焰神へ送った。湧き起こる不安を隠す余裕のない息子に、焰神は力強く頷いて先を促うながす。

　燃え立つ炎を思わせる眼光に励まされ、ごくりと生なま唾つばを吞み込んだ夏葉は、喉の奥から懸命に言葉を絞り出した。

「辻つじ斬ぎりの一いつ閃せん──それが、風天一家に身を置いていた頃、ボクが呼ばれてた名前だよ」
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　その少年は、自分の名前を知らなかった。

　親の顔も知らなければ、家がどこにあるのかも分からない。物心ついた時から、彼の居場所は酒と白粉おしろい臭い、薄暗い屋敷の隅っこだった。

　生後間もない頃、少年は大勢の荒くれどもたちが集う、風天一家という盗賊団に誘拐された。身代金が目的の営利誘拐だったが、いくら催さい促そくしても金は払われず──両親から見捨てられた少年は、盗賊団の悪あく辣らつな環境のもと、地獄のような生活を送っていた。

　屋敷の外へ出ることは許されず、与えられる仕事は室内の雑用のみ。二日に一回の食事に耐えきれず、人の目を盗んでは残飯のみならず、食べられる物なら何でも胃に詰め込んだ。

　味なんて関係ない。

　食べなきゃ死ぬと思えば、土さえ貪むさぼった。

　最初に麻ま痺ひしたのは、過酷な食生活に音を上げた味覚。苛いら立だちの捌はけ口にされ、頻繁に殴られてもいたので、次に狂ったのは痛覚だったような気がする。

　手に握った砂が、サラサラと零れ落ちるように。

　日増しに少年からは、人間らしさが失われていった。

『お前に、新しい仕事を用意してあげましたよ』

　もう、死んだ方が楽かもしれないと、空っぽな心が悲鳴を上げていた時。

　時期を見計らったように、お頭から一振りの刀を渡された。両手に持った身の丈にも匹敵する刀を、虚うつろな眼で見下ろす少年に、お頭は綺麗な笑顔で残酷な命令を下した。

『今から外に出て、誰でもいいから人を殺してきなさい。それができたら、もう少しマシな暮らしをさせてあげましょう。けれど、少しでも逃げる素振りを見せたり、誰も殺すことができなかったら──私がお前を殺しますからね』

　心は死にたいと叫んでいるが、本能は生きたいと泣いていた。

　誰かを殺さなければ、自分が殺される。世の中、綺麗事なんて通用しないことは、これまでの生活で嫌というほど教え込まれてきた。

　生き残るため、少年は無我夢中で刀を振るった。

　初めて刀を握ったはずなのに、少年は一撃で大人を仕留めた。刹那の生に縋すがりつくため、必死に振り下ろされた太た刀ち筋すじは、お頭が満足するには十分で──それからは衣食住と引き換えに、暗殺の仕事が少年へ回されるようになった。

　どんな仕事も、顔色一つ変えずに遂すい行こうする。

　彼の私情を挟まぬ働きぶりは、これまたお頭を喜ばせ、外出する際も見張りがつけられなくなった。それでも、彼が逃げ出そうとしなかったのは、人殺しの自分が生きる場所なんて、太陽の下にはないと知っていたからだった。

　名無しの少年が、辻斬りの一閃という通り名で呼ばれるようになった頃──予想外の事件は、突如として勃ぼつ発ぱつした。

　いつものように仕事を終え、現場から立ち去ろうとした時。

　息絶えたはずの〝獲物〟から、黒い靄もやのような物体が噴き出した。靄は徐々に人の姿を形作り、少年に向かって仄ほの暗ぐらい瞳で笑いかける。

『殺してくれて、ありがとう。お礼にお前も殺してやるよ』

　そう言ったのは、人の皮を被かぶった化け物だった。

　化け物から襲いかかられた少年は、必死で反撃を試みた。だが、いくら斬っても化け物は倒れない。一撃で倒せなかった〝獲物〟なんて、今までいなかったはずなのに。

　刀が弾き飛ばされ、少年は初めて仕事中に恐怖を覚えた。

　殺されるのは嫌だ。怖い、怖い、怖い──……っ。

　足がもつれて転び、頭上に迫る狂気の笑みに心臓が凍りつく。訪れる死を実感した途端、頰を伝った熱いものは、遠い昔に枯れ果てたと思っていた涙だった。

『坊主。これでちったぁ、殺される側の想いが理解できたか？』

　命の灯が吹き消される間際、涙でぼやけた視界に大きな背中が割り込んできた。

　峻しゆん険けんな山を思わせる男は、一瞬で化け物を消し去ると、泣きながら震えている少年へと向き直る。

『お前さんの噂は、森のず～っと奥にある、俺の塒にまで聞こえてきたぜ？　世間様を騒がせるだけの、どうしようもない馬鹿野郎なら、問答無用で奉行所にブチ込んでやろうかと思ったが──まだ、泣ける心があるじゃねぇか』

　よっこいせと身を屈かがめ、男は声もなく泣き続ける少年と目線を合わせる。

『今のは死人の怨念が形になった、荒御霊っつー化け物だ。見たところお前さんの魂たましいには、退たい魔まの力が宿ってる。どうだ。これまでの人生を清算して、俺んトコにこねぇか？』

『だ、だけどボクは……もう、明るい世界には戻れない……っ』

『自分の犯した罪の重さを知ってんなら、これから荒御霊を浄化してやることで、罪を償つぐなっていけばいい。お前さんがどんなヤツでも、俺はかまわねぇよ。──このまま人殺しを続けたくなけりゃあ、俺の手を取りな』

　悪意を含まぬざっくばらんな口調に、頑かたくなに閉ざされていた心の扉が、ゆっくりと開かれてゆく。少年には、差し伸べられた無骨な手が、救いや希望で輝いて見えた。

　その手を取った瞬間、少年は「辻斬りの一閃」の名と共に風天一家を捨てた。

　風天一家について知り得る情報を、少年は奉行所で洗い浚ざらいブチ撒まけた。彼の証言によって、彼かの盗賊集団は一網打尽にされ、すべての団員に厳罰が下された。

　──たった一人の、少年を除いて。

『どうしてボクを、奉行所に突き出さなかったの？』

　お頭の斬首刑が執行されたその日、少年は己を救った男に尋ねた。

　男は白い歯を覗のぞかせて笑い、くしゃりと少年の頭を撫でる。

『あいつらは、自分で悪になる道を選んだ。でも、お前は違うだろ？　無理やり同じ道へ引きずり込まれたんだ。──だからと言って、お前の犯した罪は消えねぇがな。まぁ、これからは斬った数の何倍も、多くの人を助けて生きろ』

『……うん』

　小さく頷いた少年に、男は満足そうに目を細めた。

　そして男は、何かを思い出したように『あ！』と叫んだ。

『名無しのお前に、ちゃんとした名前を考えてやったんだ。頭を使うのが、大の苦手なこの俺がだぞ？　なんと、一晩も寝ずに頭を捻りまくったんだ！』

『ボクに、名前をくれるの？』

『おうよ。いつまでも〝お前〟って呼ぶの、お互いに距離があるみたいで嫌じゃねぇか。そういうワケで、お前は今日から〝夏葉〟だ！』

『なつ、は……』

　嚙み締めるように反はん芻すうすると、隙すき間ま風かぜばかり吹き抜けていた胸の中が、ほんわりと温かくなった。

『夏の葉っぱみたく、生き生きと太陽の光を浴びて生きろ。今まで、お前を道具みてぇに扱ってきた奴らを、いつかあの世でぎゃふんと言わせるためにも、最後まで陽ひの当たる世界で生き抜いてみやがれ』

　破顔一笑で、男はどんな難題も吹き飛ばしてしまう。

　そんな彼の笑顔に釣られ、少年は初めて心からの笑みを咲かせた。
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　夏葉の語った過去は、壮絶なものだった。

　洞窟内は呼吸もままならないほどの、凄すさまじい重圧感に満ちた。今は、各自が気持ちの整理をつけるため、自由行動を取っており──恵那は、湖の畔にぽつんと佇たたずんでいた。

（私、夏葉のこと何も知らなかったのね）

　悩みなんて一片もないような、明るい笑顔を振り撒いていたのに。心の奥底には、誰にも吐き出すことのできない、暗い過去を隠していたなんて……。

　破壊的な自分の料理を、夏葉だけは「美お味いしい」と完食してくれる。

　今までは、それが嬉しくて堪たまらなかったけれど、味覚が麻痺した原因を知った瞬間、無神経な自分を殴りたくなった。

「恵那ちゃん」

　静かに揺らめく水面を、ぼうっと眺めていると、背後から朗らかに名前を呼ばれる。

　振り向くとそこには、後ろめたそうに笑う夏葉が立っていた。

「暗くて汚いこと一いつ遍ぺんに話して、混乱させちゃったよね？　色んなこと、隠しててごめん」

「……あんた、なんて顔してんのよ」

　短く溜息をついた恵那は、つかつかと夏葉の前へ歩いて行く。

　本当は泣きたいくせに、無理して笑顔を張りつけた顔に腹が立ち、恵那は柔らかな彼の頰を両手で引っ張った。

「い、いひゃい！　ふぇなひゃん、いひゃいってふぁ！」

「そりゃ、痛いように引っ張ってるんだもの。痛くて当然でしょ」

　ぱっと手を離すと、餅もちのように白い夏葉の頰は微かに赤くなっていた。

　今度はその頰を両手で優しく包み込み、恵那は黒曜石の瞳に悲しみを滲ませる。

「私たちは、祥泉堂の仲間じゃない。隠し事の一つや二つで、怒ったりなんかしないわよ。それに、混乱してるのは私よりあんたの方でしょう？　こんな時くらい、平気なフリなんかしないでよ」

「恵那ちゃん……」

　大きく見開かれた夏葉の両目が、切なげに揺らめく。

　溢あふれ出る感情を押し殺すよう、深く顔を伏せた夏葉はか細い声で問う。

「恵那ちゃんは、ボクが怖くないの？」

「どうして、私があんたを怖がらなくちゃいけないのよ」

　彼が過去に犯した大罪は、決して許されることではない。自分が助かるために、他者の命を犠牲にするのも、正しいかどうか尋ねられたら返答に困る。

　けれどそれは、常とこ闇やみの世界を知らぬ者だからこそ言える、綺麗事に過ぎないのだろう。

　苦しそうに表情を歪める夏葉に代わり、今度は恵那が無理に笑って見せる。

「私が知ってるのは、絡から繰くり好きで、お調子者の夏葉だもん。辻斬りの一閃とかいう、会ったこともない人のことなんて、私には関係ないわ」

「……そっか」

「辻斬りの一閃は怖いけど、ただの夏葉は怖くない。だから、いつまでもしょぼくれてんじゃないわよ。あんたの長所は、空気を読まずに所構わず笑ってるところなんだから」

　ピンッと指先で額ひたいを弾くと、夏葉が「それって褒ほめてるの？」とようやく笑った。

　強こわ張ばっていた肩から力を抜き、長く息をついた夏葉は除に袖を捲まくり上げる。

「ねぇ、恵那ちゃん。ボクの退たい魔ま具ぐの能力は知ってるよね？」

「えっと……一時的だけど、手に持った物へ退魔の力を宿させるんだっけ？」

　うろ覚えで答えると、夏葉は袖の中から現れた腕輪を撫で、「当たり」と笑え窪くぼを刻む。

　退魔具は、大きく二種類に分けることができる。

　恵那や俊太郎の退魔具は、武器が直接荒御霊を浄化する攻撃型。夏葉が授さずかったような退魔具は、攻撃とは違う形で力を発揮する、補助型と呼ばれるものだ。

「ボクの宿やどり木ぎは、少しの間だけど何でも退魔具に変えてくれる。その気になれば、木の枝だって武器にすることができるんだよ。便利でしょ？」

　腕輪から下がる鎖くさりが、ジャラリと揺れる。

　宿木とは、まさにその能力に相応ふさわしい名だった。

「神社で見習い登録する時、ボクは神様から貰う退魔具が、刀じゃありませんようにって祈ってた。ボクにとって、刀は人を殺す道具だからね。人を助けるには、別の武器じゃなきゃ嫌だったんだ」

「そう言えば、あんたが刀を振るってるところは見たことないわね。使ったとしても、投とう擲てき用の小刀くらいだし」

　思春期に差し掛かった少年たちは、武士が腰に佩はく刀に憧れを抱くものだ。夏葉も、恵那の大太刀に興味を抱いたことはあったが、その手に持つだけで満足した。

　刀は持っても、決して抜ばつ刀とうはしない。それはまるで、鞘さやから刃を引き抜くことで、過去の自分に戻ってしまうのを恐れているようだった。

「ボクは二度と刀は振るわない。父さんや、この宿木だけじゃない。自分自身の魂にも、本気で誓ったんだ」

「私も、あんたは刀を振るわない方がいいと思うわよ」

　だって──と続けた恵那は、重苦しい空気を振り払うように悪戯っぽく口こう端たんを上げる。

「辻斬りの一閃は、刀の名手だったかもしれない。でも、雪ゆき桜ざくらも持てなかったあんたには、普通の太刀だって持てっこないわ。きっと重すぎて、刀に振り回されるのがオチね」

　おどけるように肩を竦すくめると、夏葉は一瞬ぽかんとした後、「ひどいなぁ」と笑い出した。

　久しぶりに聞いたと感じる、心からの笑い声。夏葉に笑顔が戻ったことが嬉しくて、恵那の笑みも深くなる。

「柄にもなく落ち込んだりしたけど、もう大丈夫。すっかり元気になったし、これで村や森のために戦うことができるよ。──ありがとう、恵那ちゃん」

　笑いすぎて目の端に浮いた雫しずくを拭い、夏葉は晴れやかに笑う。

「父さんにも心配かけちゃったし、元気な姿を見せてあげなきゃね。子供の笑顔が一番の親孝行だって、誰かが言ってたし」

「それじゃあ、自慢の笑顔を見せてきなさいよ。親孝行はできるうちに、目一杯してあげなくちゃ、後で後悔することになるんだからね？」

　恵那が茶目っ気たっぷりに片目を閉じると、夏葉は頷いて、滝の裏に隠された洞窟へ向かおうとする。

　遠ざかる小さな背中を見送っていた恵那は、「あっ」と声を上げた。

「夏葉！」

　咄嗟に名を呼べば、彼はきょとんとした顔で振り返る。

　恵那は滝の音に搔き消されぬよう、精一杯の想いを言葉に乗せて叫ぶ。

「祥泉堂に戻ったら、あんたのためにご馳ち走そうを作るわ！　いつもみたく不味いご飯じゃない、本当に美味しいご飯を作るから！」

　過去の辛つらい経験が、不味い物を食べても夏葉に「美味しい」と言わせている。それなら、美味しい物を食べて、心から「美味しい」と言ってもらいたい。

　そんな恵那の気持ちが通じたのか、夏葉は「楽しみにしている」と嬉しそうに笑った。







「何が、美う味まい飯を作る……だ」

　湿った地面を踏み締める音が、背後から響く。

　振り返らずとも風に乗って流れてくる桜の香りに、そこにいるのが扶人だと分かる。

「料理の基本も知らんクセに、よくもそのような大口が叩けたものだ。できない約束は、するものではないぞ」

「誰も、私一人で作るなんて言ってないでしょう？　昨日みたいに、あなたが側で色々教えてくれたら、きっと美味しいご飯が作れるわ」

「……他力本願にも、程があるな」

　呆れ交じりの嘆息が、旋毛つむじの辺りをくすぐった。

　予想したよりも、扶人が至近距離に立っている。トクンと胸が高鳴り、頰がじわじわと熱くなるが──恵那は動揺を悟られないよう、前を向いたまま必死で平静を装う。

「何とでも言いなさいよ。私はただ、夏葉に美味しい物を食べて欲しいだけだもの。それにこれは、私たちの話を盗み聞きしてた罰よ」

「人聞きが悪いことを言うでない。我はただ、そこの木こ陰かげで涼んでおっただけだ」

　これまた、随分と苦しい言い訳だ。

　彼の様子からして、夏葉との会話はすべて聞かれているだろう。料理の件は大声で叫んだが、それ以外は普通の声で話していた。水辺から木陰までは距離があるし、偶然聞こえたなんて誤ご魔ま化かしは通用しない。

　地獄耳とからかえば、鋭い視線が後頭部に突き刺さる。

　肩を震わせてクスクス笑うと、更に眼光が強くなった気がした。

「ねぇ、扶人」

　森の奥から吹き抜ける風が、鏡のような湖面を揺らめかす。風に流された扶人の髪が、視界の端でふわふわと揺れ、恵那は穏やかに目を細めた。

「この森、とっても綺麗よね。あなたもそう思わない？」

「……暑苦しい守り神は好かんがな」

　この上なく遠回しだったが、扶人もこの森を気に入っているようだ。

　風に靡なびいた自分の黒髪と、扶人の白はく髪はつが戯れる光景に、温かい想いが胸一杯に広がる。ざわめく葉は擦ずれの音と、涼を呼ぶ水音を耳に、恵那は最後まで後ろを振り向かずに言う。

「絶対、この森を守ろうね」

　暫しばし間を置いて返されたのは、声ではなく、頭に乗せられた大きな手のひらだった。
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　滝の裏に隠された洞どう窟くつには、落ち着きを取り戻した一同が集まっていた。

「さぁて、作戦会議だ！」

　自由時間中に、ガッツリ食事を済ませた焰ほむら神がみは、血色の良くなった顔色で宣言する。

「扶ふ人ひとがいれば、毒水なんか心配いらねぇ。問題なのは、緋ひ鷺さぎにそそのかされてる馬鹿どもの目を、どうやって覚まさせるかだな。つーわけで……飛鳥あすか、何かいい案捻ひねり出せや」

「ぼ、僕がですか!?」

「今回の一件は、俺よかお前の方が詳しいじゃねぇか。それに、細こまけぇこと考えんのは俺の専門外だ」

　大おお雑ざつ把ぱな指示に、飛鳥はがっくりと肩を落とす。

　それでも、彼はずり落ちた眼鏡めがねを押し上げ、言われた通り思考に集中した。

　存在感は影のように薄く、歩けば何もないところでも転ぶ。豬いのししを走らせれば擦すり傷だらけになり、挙句の果てには荒あら御み霊たま用の罠わなに引っかかる飛鳥だ。

（飛鳥さん、大丈夫かしら？）

　伏し目がちに考え込む飛鳥に、恵え那なは一抹の不安を抱く。

　ドジが専売特許の彼に計画を立てさせるなんて、無謀なのではないか。策略を巡らせるのは焰神だけじゃなく、飛鳥も専門外っぽいと思う。

　だが、恵那の予想は見事覆くつがえされた。

「考えがまとまりました」

　思考開始から僅わずか十秒。

　この短時間で、飛鳥は一つの答えを導き出した。

「祈き禱とう師しになりすました荒あら御み霊たまの本性を、村人たちの前で暴露する。これが、最も簡単な手段ですが──荒御霊に言い逃のがれを許さない、決定的な証拠が必要になります」

「決定的な、証拠……ねぇ」

　胡坐あぐらを搔かいた夏なつ葉はは、小難しい顔で唇を尖とがらす。

「お頭かしらは狡ずる賢がしこい人だったから、そう簡単に尻尾しつぽは摑つかませてくれないんじゃない？　悪わる巧だくみの証拠なんかも、うっかり残してるとは思えないよ」

「その点はご安心を。決定的な証拠は、二つ存在しています」

　まずは一つ目──と、飛鳥が指を一本立てる。

「緋鷺は毒水で倒れた村人を、治療という名目で、自分の屋敷に隔離しています。屋敷へ連れて行かれた人々は、二度と戻って来ません。おそらく、緋鷺の餌えさになっているのでしょう」

「殺さつ戮りく衝しよう動どうを制せい御ぎよできたとしても、人の魂たましいを求める荒御霊の性さがは消えないか……」

　片かた膝ひざを立てて座す俊しゆん太た郎ろうが、嫌気が差したように吐き捨てた。

　ふと、恵那は思い出す。北ほく斗とは人間の臓ぞう物もつを、荒御霊へ与えていた。今更ながら、彼はそんな物をどこで手に入れたのだろう。

（そういえば北斗さん、緋鷺って荒御霊と通じてるのよね？）

　だとしたら、入手経路など一つしか考えられない。

　緋鷺が魂を喰らった人間の血肉を、配下の荒御霊に与えているのだ。

「土地神として、長く崇あがめ奉たてまつられてきた焰神様の言葉すら、村人たちの耳には届かないのです。ならば当然、僕たちが何を言っても無意味でしょう。しかし、同じ村に生きる者の証言なら、村人たちも耳を貸すのではありませんか？」

「つまり、緋鷺に囚とらわれている人たちを救出すればいいんですね？」

　恵那が簡潔に確認すると、飛鳥は眼鏡の蔓つるを押さえて頷うなずいた。

　屋敷に捕まっている人たちを助けて、荒御霊の陰謀を打ち砕く。一石二鳥の名案だと恵那は思ったが、俊太郎だけは渋い顔をしている。

「確かにその手段でなら、村人たちの誤解を解とくことができるかもしれません。しかし、あなたの兄君の件はどうするおつもりですか？　拘束されている人たちが、すべての悪事を目撃しているとは、とても考え難がたいことです」

「あ……」

　そうだ。今回は、荒御霊を浄化して一件落着とはいかない。緋鷺と結託して、俊太郎の暗殺を目もく論ろむ北斗の罪も、暴かなければならないのだ。

　囚われた村人の前に、北斗が姿を見せる理由はない。仮に顔を見せ、彼が副将軍だと気づかれても、一介の村人の言葉に何の力があるだろう。篠しの島じまの力を持ってすれば、村人の証言など紙かみ屑くずのように握り潰つぶせる。

　北斗を断罪するには証言ではなく、確固たる物証が必要だ。

「俊太郎様、ご心配は無用です。僕は兄の罪を見逃すようなことはしません」

　追及するような俊太郎の眼まな差ざしに、飛鳥はどこか悲しげに笑み、二本目の指を立てた。

「二つ目の証拠は、鉄の売買や互いに協力する旨を記した契約書です」

「あのさー。飛鳥ちゃんを疑うわけじゃないけど、その契約書って本当にあるの？　そんなあからさまな悪事の証拠、お頭が持ってるとは思えないんだけど……」

　生前の緋鷺を知る夏葉は、納得いかないと半眼になる。

　だが、飛鳥は「大丈夫ですよ」と微笑ほほえむ。

「兄は口約束を何よりも嫌う、神経質な性格をしていますから。正式に契約を交わした相手でなければ、どれだけ有能な人物でも、決して手を組もうとはしません」

「それじゃあ、既すでに協力関係にある緋鷺とは……」

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ、若じやつ干かん緊張した面おも持もちで恵那が問えば、飛鳥は緩ゆるく頷いた。

「真ん中に両者の印が押され、半分に裂かれた契約書が存在します。兄の動向を探っていた時、実家の蔵にある金庫で、実際にその契約書を見つけたので間違いありません」

「なんだお前、そんな証拠まで見つけてたのか？　頼たよりねぇツラしてるが、頭も切れるし行動力もある。意外とやるじゃねぇか、飛鳥！」

　ご機嫌な焰神からバシンと背を叩かれ、飛鳥はくぐもった声で呻うめく。前のめりになった弾みで、丸眼鏡が吹っ飛んで石の床に落ちた。

　転がってきた眼鏡を拾い上げ、夏葉はもぷっと頰ほおを膨ふくらます。

「もー、少しは力を加減してよね。眼鏡が割れても大変だけど、父さんが力一杯叩いたら、飛鳥ちゃんの骨が折れちゃうでしょ？」

　軽く咳き込んでいる飛鳥に、眼鏡を手渡した夏葉が「大丈夫？」と尋ねると、彼は途切れがちに「平気です」と答えた。

　眼鏡をかけ直した飛鳥は、痛む背を伸ばして話を戻す。

「これから僕は、篠島の本邸へ向かって契約書を持ち出してきます。おそらく兄は、緋鷺と共にいるでしょうから、それほど難しくはないでしょう」

「篠島の本邸って……今から、都まで行くつもりですか!?」

　突拍子もないことを言い出した飛鳥に、恵那は思わず頓とん狂きような声を上げた。

　険しい夜道もさることながら、北斗と敵対関係になった今、飛鳥が一人で篠島の本邸へ戻ることは危険だ。自分を断罪するために飛鳥が契約書を狙ってくることなど、狡こう猾かつな北斗が気づかないわけがない。

「それなら、私も一緒について行きます！　お屋敷の中に、荒御霊が紛まぎれ込んでいる可能性もありますし……」

「ありがとうございます、恵那さん。けれど、僕は一人でも大丈夫です」

　護衛役を買って出た恵那に、飛鳥はきっぱりと頭を振った。

「焰神様の眷けん属ぞくの豬をお借りすれば、明日の日暮れまでには都から戻ってこれます。その間に、皆さんは緋鷺邸へ潜入して、契約書の片割れを盗み出し、囚われている村人たちを救出していただきたいのです」

「一気に物事を推し進めることで、敵に逃げる隙すきを与えぬつもりだな」

　突如背後から響いた声に、恵那の肩がビクリと震える。

　それまで無関心を決め込み、岩壁に背を預けていた扶人だったが、話はちゃんと聞いていたようだ。閉ざしていた目を片側だけ開き、彼はじっと飛鳥を見据える。

　扶人の鋭い眼光から目を逸そらすことなく、飛鳥は芯しんのある口調で毅き然ぜんと答えた。

「毒水の被害が、下流の地域に広がるのも時間の問題です。事が長引けば、多くの村人たちが緋鷺の餌え食じきになりますし──人手が揃った今、行動を起こす以外の選択肢はないと思います」

「それが、お主ぬしの考えか？」

「えぇ。多くの領民を救うには、この方法以外あり得ません」

　どこまでもまっすぐな瞳で、飛鳥は断言した。

　飛鳥が口を閉ざすと同時に、耳に痛い沈黙が落ちる。焰神さえ何も言わず、二人のやり取りを見守っており──洞窟内は、滔とう々とうと流れる水音に包まれた。

「……面白い奴だ」

　やがて沈黙を破った扶人は、ふっと口こう端たんを吊り上げて笑う。

「ただの優やさ男おとこかと思っていたが、お主も大概暑苦しい奴だな。道理で焰が気に入るはずだ」

「暑苦しい、ですか。初めて言われました……」

「お主と焰とでは意味が違う。見かけによらず血気盛んだが、豬ちよ突とつ猛もう進しんの粗暴者ではない。己のためでなく、他者のために尽くすとは──我の知る阿あ呆ほう者と、よく似ておるわ」

　扶人からスイッと視線を流され、恵那はぱちくりと目を瞬またたかせる。もしかして、彼のよく知る阿呆者とは自分のことだろうか？

　どうやらその予想は的中したようで、目が合った途端、扶人から鼻で笑われた。

　反射的に苛いら立だちを覚えるが、恵那はそれをグッと堪こらえる。今の彼は珍しく機嫌が良い。飛鳥のことも、彼なりの屈折した物言いではあったが褒ほめていた。

（っていうか、私と飛鳥さんは似てないわよね？）

　綿密な計画を一人で立てた彼は、阿呆どころか知略の天才だ。

　そんな彼と同類で括くくられると、何だか申し訳なくなる。

「焰、お前の眷属にこいつを食わせてやれ」

　ゆったりと岩壁から身を起こした扶人は、豊かな白はく髪はつを数本ぷちりと抜き、無造作に焰神へ突き出した。

　髪を受け取った焰神は、にやりと揶や揄ゆするように笑む。

「お前が人間に肩入れするたぁ、こりゃあ天から槍やりでも降りそうだな」

「我は、己に与えられた役目をこなしているまでだ。その手段の一つとして、人の子を利用しているに過ぎん」

「にしては、大盤振る舞いじゃねぇか。この髪一本食わせるだけで、あいつら三日は寝ずに走り回れるぜ。これなら、迂う回かいしなくても西の山脈を突破できるぞ」

　興奮気味にそう言った焰神は、ピィッと鋭く指笛を吹く。すると、貫禄のある大きな豬がのっそりと現れた。

　さっそく豬に髪を食べさせる焰神を尻目に、扶人は改めて飛鳥に向き直る。

「緋鷺とやらの持つ契約書は、そのチビに探させるのが適任だろう。囚われた村人は、残りの者で救出する。……人選は、こんなところか？」

「扶人様、お待ちください」

　各々の役目を振り分ける扶人を、神妙な面持ちで俊太郎が制する。

　彼は腰帯に挟んだ護身刀に触れ、意を決したように口を開く。

「俺は、飛鳥さんの護衛として都へ向かいます」

「い、いけません！　俊太郎様は、焰神様と共に安全な場所にいてくださりませんと。再び、兄の放つ刺し客かくに襲われ、万が一のことがあったらどうなさるおつもりですか!?」

　突然すぎる俊太郎の申し出に、それまで毅然とした態度で扶人と対たい峙じしていた飛鳥が、裏返った声で叫ぶ。

　しかし、俊太郎の決意は固く、彼は曇くもりなき眼まなこで己の心内を明かす。

「恵那が言ったように、篠島家に荒御霊が入り込んでいた場合、あなた一人では契約書を持ち出すことはできません。二つの契約書が揃わなければ、今回の計画が成立しないことは、あなたがよく御存じでしょう」

「それは、そうですが……」

「これは俺の、修しゆ祓ばつ師しとしての最後の任務です。それと同時に、国を統すべる将軍としての、最初の仕事でもあると思うのです」

　静かだが揺るぎない語気に、恵那の心臓がキュッと縮む。

　ついに俊太郎は、修祓師としての道を完全に諦めて、将軍として生きる道を選んだのか。北斗の刺客に襲われた時は、大事な護身刀を捨ててまで、将軍になることを拒んだのに……。

「それが、お前の出した答えか？」

　単調な扶人の問いに、俊太郎は真しん摯しな面差しで頷く。

　スッと目を眇すがめた扶人は、胸に垂れた髪を後ろに払いながら微かすかに口元を上げる。

「ならば、好きなようにするがよい」

　そう言った扶人の瞳が、洞窟の暗がりの中で金こん色じきに輝いて見えた。

　俊太郎は新しい国主として、扶人は一国の守護神として。今の二人は、国の遙か高みに立つ存在として相対していた。

（将軍様と、国守りの神……か）

　ゆっくりと咀そ嚼しやくするように、恵那は心の中で呟つぶやく。

　その後、胸中にじんわりと広がったのは、何ともいえない疎外感だった。







　話し合いが終わると、俊太郎と飛鳥は休む間もなく都へ向かうことになった。

「俊ちゃん、本当に行っちゃうの？」

　洞窟の入り口に並んで立ち、恵那は傍かたわらの俊太郎へ問う。

　他の者たちは、すでに湖の畔ほとりへ出ている。多分、こうして二人っきりで会話をするのは、これで最後になるだろう。

「実は昼間、飛鳥さんと櫛くし木き村の様子を見てきたんだ」

　目の前を流れ落ちる滝を見つめ、俊太郎は辛つらそうに眉根を寄せた。

「明日になれば、お前も実際に見ることになるだろうが、予想していたよりも遙かに酷ひどい状況だった。その光景を見て、俺は思ったんだ。篠島北斗が将軍になれば、この村のように、那な国こくも毒されてしまうんじゃないか──と」

「だから俊ちゃんは、将軍様になるって決めたの？」

「自分の野望を成し遂げるために、他者の命を犠牲にするなんて、国を預かる者のすることじゃないだろう」

　だから──と、強く拳こぶしを握り締めた俊太郎は、一国の主あるじに相応ふさわしい凜りん然ぜんとした顔で続ける。

「俺は絶対に将軍になる。母さんのためだとか、父親の遺ゆい言ごんは関係ない。逆賊からこの国を守るのは、将軍家の血を引く俺の役目だ」

　重い覚悟を秘めた言葉が、胃の底にズンと響く。

　いつの間にか俊太郎は、青年から一人の男に変わっていた。

　誰にも相談することなく、自分の問題には自力で答えを出す。彼は、昔からそうだった。どんな逆境にあっても、周りの人間の手を引っ張って、前へ前へと進もうとする──優しくて強い、大きな心の持ち主なのだ。

「俊ちゃん」

　慣れ親しんだ愛称で呼び、力一杯握り締められた俊太郎の拳にそっと触れる。

　虚きよを衝つかれたように顔を見返された恵那は、精一杯の笑顔を浮かべた。

「私、俊ちゃんの作る国で生きたい。だから、飛鳥さんと無事に都から戻ってきてね」

　うっすらと瞳に涙の膜を張り、懸命に微笑もうとする恵那に、俊太郎の手がゆっくりと開かれる。そして、男らしい節くれ立った手に、恵那の手はすっぽりと包み込まれた。

　子供同士のように繫つないだ手。

　緩やかに伝わる温ぬくもりが、無性に切なく心へ沁しみる。

　その後、出立の準備が整ととのったと飛鳥が報しらせにくるまで、二人は別れを惜しむように手を繫いでいた。
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　夜が明け、太陽が中天に差し掛かる頃。

　村人が森に出払うのを待ち、恵那たちはこっそりと行動を起こしていた。

（俊ちゃんの、言ってた通りだわ……）

　背の高い木の枝に立つ恵那は、眼下の惨状に言葉を失う。

　村の周囲の森は、木々が伐ばつ採さいされて地肌が見えている。かろうじて残された木も、葉が変色して枯れかけていた。土の色も淀よどんでいることから、毒水の影響だろう。

　枯れ木に絡まった紫色の蛇が不気味で、背筋を寒気が駆け抜ける。

　小さな村の真ん中には、急ごしらえと思われる大屋根が見えた。煙が上がっているので、砂鉄を溶かす大おお踏鞴たたらがあるのだろう。踏鞴を踏む音と、鋼はがねを叩く音が、耳を澄まさなくても聞こえてくる。

「こんなの、ボクが知ってる櫛木村じゃないよ」

　隣の木に立っている夏葉は、以前の櫛木村を知っている分、受けた衝撃は恵那よりも大きかった。鉄臭い風に長い三つ編みをうねらせ、彼は頰を強こわ張ばらせている。

　恵那に寄り添って同じ木に立つ扶人など、溢あふれ出る嫌悪感を隠そうともしない。

「目先の欲に目が眩くらみ、森の役目すらも忘れたか」

「森の役目って？」

　喉のどの奥に詰まっていた声を、恵那はどうにか絞り出す。

　禿はげ上がった大地を睨にらむ扶人は、眉間の皺しわを一層深くした。

「土壌を盤ばん石じやくにして、水を溜めて浄化する。木々の失せた森なんぞ、生き物が住めなくなるだけではない。大雨が降れば地盤が崩れ、鉄砲水が下流の地域を襲うだろう」

「櫛木村の場合だと、そこに毒水の被害が付け足されるね」

　村の外にある魚の屍し骸がいが浮く溜め池を見つめ、夏葉は皮肉っぽく笑う。

「それにしても、どうやってお屋敷に潜入しよっか？」

　夏葉は柳やなぎ行ごう李りの中を探り、取り出した遠眼鏡を片目で覗のぞき込む。

「塀をぐるっと、人間のフリをした荒御霊が囲んでるよ。一体くらいだったら、ボクと恵那ちゃんで瞬殺できるけど、さすがに五体は無理だよね」

「屋敷の前で騒ぎを起こしたら、緋鷺に計画がバレちゃうだろうし……かと言って、誰かが囮おとりになることもできないのよね」

　大怪我を負ったばかりの焰神は、今回の作戦には不参加だ。そのため、計画を遂すい行こうする面めん子つは、必要最低限しか揃っていない。

　夏葉は契約書を探す大任があるし、村人の救出を扶人にだけ任せることも無理だ。

「あ、そうだ！」

　遠眼鏡をしまった夏葉は、懐ふところから見覚えのある丸い玉を取り出す。

　炸裂するまで何が起こるか分からない、夏葉印のびっくり火薬玉だ。

「これを、反対側の通りで爆発させたら？」

「それしきの火薬を爆破させたところで、奴らがあの場から動くとは思えんな。その数百倍は、派手に暴れねば無理だろう」

　夏葉の提案を一刀両断し、何故か扶人はニヤリと笑う。

　意味深な笑みに、恵那が怪け訝げんそうに小首を傾かしげた時──伐採が行われている西の森から、遠雷のような猛たけ々だけしい咆ほう哮こうが響いた。

「この声……まさか、父さん!?」

　夏葉が切せつ羽ぱ詰つまった声で叫ぶのと、西の森で三つの火柱が上がったのは、奇くしくも同時のことだった。

　鼓こ膜まくが痛むほどの爆ばく音おんに、地面を伝った衝撃で木々が大きく揺れる。

　木の上から放り出されかけた恵那は、扶人に腰元を抱き寄せられて事なきを得た。が、安あん堵どの息をつく間もなく、更に二つの火柱が噴ふき上がる。

「ここぞとばかりに大暴れしおって。年とし甲が斐いもなくはしゃぎ過ぎだ、馬鹿豬め」

「父さんがまた無茶するって、扶人は知ってたの？」

　夕方でもないのに、茜あかね色いろに染まる西の空。少しも取り乱した様子を見せない扶人に、責めるような口調で夏葉が問う。

　やむことを知らぬ爆炎を横目に、扶人はしれっと言い放つ。

「お前も、奴の気性くらい承知しておろう？　闘志に火がついた豬を止めることは、誰にも出来はせぬ」

　それよりも──と。真顔に戻った扶人は、俄にわかに慌ただしくなった緋鷺邸を見遣る。恵那も釣られて屋敷に目を向けると、ちょうど、中から人が出てくるところだった。

　ふんわりと透ける衣ころもを、頭から被かぶった人物だ。遠目なので、性別や容よう姿しまでは判断がつかないが、祈禱師のような出いで立たちをしている。

「あれが、荒御霊の親玉だな？」

　素っ気なく確認してきた扶人に、夏葉は神妙な面持ちで首しゆ肯こうする。

「生きてた頃と、全然変わってない。お頭で間違いないよ」

　辻つじ斬ぎりの一いつ閃せんとして生きていた頃のことを、思い出しているのだろう。夏葉は苦く渋じゆうに満ちた顔で、遠くの緋鷺を睨ねめつけていた。

　仲間の敵は自分の敵だと、緋鷺を見る恵那の視線まで鋭さが増す。

「あっ、荒御霊たちが移動を始めたわ」

　緋鷺は四体の荒御霊を引き連れ、焰神が騒ぎを起こしている西の森へ向かった。

　屋敷の門前に残された荒御霊を眺め、扶人はあくどく笑む。

「一体ならば、お前たちで瞬殺できるのであろう？」

「だけど、このままだと焰神様が……」

　傷は塞ふさがっても、体力までは回復していない。大量出血をした後だから、激しく動けば貧血を起こすだろう。

　天を穿うがつ炎の勢いからして、霊力だけは絶好調のようだが──体調も万全でなければ、不利な状況は変わらない。

「大丈夫だよ、恵那ちゃん」

　断続的に上がる火柱を、思い詰めた顔で見つめていた恵那は、ふいに聞こえた鎖くさりの音に隣を振り返る。

　緋鷺の屋敷から視線を外さず、夏葉は柳行李から取り出した鎖くさり鎌がまを構かまえていた。

「父さんが荒御霊を引きつけてくれてるうちに、ちゃっちゃと屋敷に忍び込んで、やること済ませてきちゃおうよ」

「夏葉は、それでいいの？」

「だって、父さんの取り柄は頑丈な身体だからね。ボクたちが駆けつけるまで、絶対倒れたりしないから──だから、今は計画を優先しよう」

　本当は夏葉の方が、焰神の身を案じているはずだ。それでも、彼が計画を進めることを選んだのは、父親の力を信じているからだろう。

　いつになく強気な夏葉に、恵那も心を決めて背負った雪ゆき桜ざくらの下さげ緒おを解ほどく。

　両手で握った柄つかに霊力を流し込み、研とぎ澄まされた刀身を解放する。戦闘準備が整った恵那は、背後の扶人へ手て短みじかに指示を出す。

「あなたは絶対、私から離れないでよ」

「うむ。屋敷の中にも、荒御霊が潜んでおる可能性は捨てきれんからな。計画を遂行することに気を取られ、我を守ることを失念するでないぞ？」

「側にいないと、守りたくても守れないってこと、あなたも忘れないでね」

　扶人と軽口を叩き合うことで、緊張で高ぶりかける鼓動が落ちつく。

　目先の敵は、屋敷の前に取り残された一体の荒御霊だ。

　標的に神経を集中させた恵那は、夏葉と視線を合わせて頷く。そして、二人同時に木から飛び降りると、緋鷺邸目指して疾風はやてのごとく駆け出した。
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　警護の荒御霊を浄化した恵那たちは、難なく緋鷺邸へ侵入を果たした。

「村の人たちは、どこに捕まっているのかしら？」

　屋敷に踏み込むと、夏葉は書状を探しに屋根裏へと消えた。恵那も、自らの役目を全うするため、囚われの村人たちの気配を探っていたが──屋敷のどこからも、それらしき気配は感じ取れなかった。

　近くに荒御霊が潜んでいる様子もなく、恵那の胸中に不信感が募る。

「飛鳥さんは、屋敷の中に村の人たちが捕まってるって言ってたけど……まさか、勘違いとかじゃないわよね？」

「いや、微弱だが邪じや気きが流れ出している場所があるぞ」

　中庭から長廊下へ土足で上がり、扶人は少し進んだ先の障子を開ける。

　部屋の造りからして、客間のようだ。畳敷きの室内はガランとしており、床の間に飾られた大蛇の掛け軸が、異質な存在感を放っている。

「何よ、この気色悪い掛け軸は」

「邪気が漏れ出しているのは、この奥からだ。おそらく掛け軸が、入り口を塞いでいるのであろう。強力な結界だが、お前の雪桜でなら破壊できるはずだ」

　そう言った扶人は、静かに後方へ下がった。

　扶人が、自分の力を信頼してくれている。言動の端々に隠された彼の想いに、恵那はやる気に満ちた表情で、雪桜を握る手に力を込めた。

（いくわよ、雪桜！）

　国一番の神様の期待を裏切っては、バチが当たる。

　ありったけの霊力を流し込むと、雪桜の刀身が白銀に輝きだす。退たい魔まの波動に覆おおわれた大おお太た刀ちを、肩の高さで水平に構えた恵那は、渾こん身しんの力で掛け軸に刃を突き立てた。

「……っ!?」

　白銀の刃が、掛け軸に描かれた大蛇を貫つらぬく。直後、陶器の砕くだけるような音とともに、掛け軸が暗黒色の炎によって燃え尽きた。

　掛け軸の下がっていた場所には、縦たて長ながの穴が空いている。

　大人が身を屈かがめてやっと通れるほどの大きさで、奥は暗くて何も見えない。

「ひどい臭におい……」

　穴の奥は、饐すえた空気が充満している。様々な異臭が混ざり合い、呼吸することも躊躇ためらわれ、恵那は着物の袖そでで口元を覆う。

　しかし、穴の向こう側には人の気配がある。

「何をぐずぐずしておる。お前は、村人を救いに来たのではないのか？」

　扶人は青白い火の玉を作り出し、ぽっかりと空いた穴の前に立つ。彼の言葉に、ハッと目を見開いた恵那は、口元を覆う手を外はずした。

　悪あく辣らつな環境に閉じ込められた人々は、きっと助けを求めている。そう考えるだけで、吐き気を催もよおす悪臭も、自然と気にならなくなった。

「私が先に降りるわ」

　しっかりと雪桜を握り直し、恵那はひんやりとした穴の中へ踏み込む。すると、火の玉がふわりと飛んできて、禍まが々まがしい闇を淡く照らし出した。

　穴を入ってすぐの場所から、土を削り出しただけの階段が地下へ伸びている。

　足を滑らせぬよう、慎重に階段を下りて行くと、空気の淀みが増してゆく。血の匂いや、腐敗臭が強まる中、胸中の不安感までも強くなり──怖おじ気けづきそうになる自分を叱しつ咤たするように、恵那はきつく唇を嚙んだ。

　火の玉の灯あかりを頼りに階段を降りきると、一段と冷えた空気にぶるりと背筋が震えた。

（お屋敷自体もそうだけど、この地下室も最近作られたみたいね）

　壁と天てん井じようを補強した石や木は、まだ新しい。五畳ほどの室内は、階段の下から延びる狭い通路を除くと、木製の牢ろう屋やがあるだけだった。

「だ、れ……？」

「──っ！」

　恵那が周囲を見渡していると、牢内の暗がりから蚊の鳴くような娘の声が聞こえた。

「五ご行ぎようの掌しよう・金ごん気き──破は錠じよう」

　活性化した金気によって砕けた錠前を、邪魔だとばかりに地面へ投げ捨てた恵那は、小さな扉から牢の中に入る。

　狭い牢内には、六名の人間がいた。

　土が剝むき出しの地面に倒れ伏した者、壁に背を預けて膝を抱えている者。中には、小さな子供を守るように、しっかりと抱えた者もいる。

（……何なのよ、これ……）

　目を覆いたくなるような惨状に、恵那が呼吸も忘れて硬直していると、その脇をすり抜けて扶人が牢内に入ってきた。

　彼は近くに倒れている男の口元へ手を当てると、伏し目がちに呟く。

「手遅れだったか」

　その一言が持つ意味に、恵那は心臓を捻り上げられた錯覚を抱いた。

　助けに来たのに、間に合わなかった。恵那は頭の芯が冷える感覚を堪え、他の村人たちの状態を順々に確かめ始める。

（駄目だわ。みんな、もう……っ）

　骨が浮くほど瘦やせ細った人々は、すでに事切れていた。

　では、さっきの声は幻聴だったのだろうか？

　血の気の引いた顔で、恵那が悄しよう然ぜんと立ちつくしていると、牢の隅から儚はかなく掠かすれた娘の声が再度聞こえてきた。

「……たす、けて……」

　長い黒髪を翻ひるがえして振り向くと、壁に寄り掛かった老婆の骸むくろの後ろに、膝を抱えて震えている娘を見つけた。

「大丈夫ですか!?」

　覆い被さる骸をそっと退どかし、怯おびえる娘を安心させようと肩を抱く。

　娘は毒水の被害者らしく、顔色は悪かったが、今すぐどうにかなる危険はなさそうだ。身体は激しく震えているが、これは恐怖からくるものだろう。

「み、みんな……祈禱師様に、魂を取られて……っ。次は……私の、番だって……っ！」

「落ち着いて下さい。興奮したら、身体に障さわります」

　取り乱した娘は恵那の腕に縋すがりつき、落ち窪くぼんだ両目から大粒の涙を零こぼす。

　雪桜を足元に置いた恵那は、肉体的な負担だけでも軽くしようと、解げ毒どく作用のある治ち癒ゆ術じゆつを発動した。癒いやしの白光に包まれた娘は、泣き濡れた目を瞠みはり、確かめるように自分の胸に手を当てる。

「今、何をなさったのですか？　身体が軽くなって、胸の苦しさも消えました」

「私は神社に籍を置く、見習いの修祓師です。治癒術で体内の毒素を浄化したので、安静にしていればすぐ元気になれますよ」

「それは本当ですか？　この病は神がもたらした呪いだから、その神を殺すまでは治らないと、祈禱師様は仰おつしやっていたのに……」

「その神って、焰神様のことですか？」

　思わず身を乗り出して問うた恵那に、娘は気け圧おされながらもおずおずと頷く。

「焰神様は邪心に取り憑つかれ、村を滅ぼそうとしている。だから、村を豊かにする踏鞴たたら製せい鉄てつの邪魔をするし、水に毒が湧いたりするのだと、祈禱師様から説明を受けました」

「そのような虚きよ言げんを信じるとは、愚かだな」

「虚言……？」

　扶人が吐き捨てた言葉に、娘は困惑から表情を曇らせた。彼女は詳しい説明を視線で求めるも、扶人は興味を失ったようにそっぽを向いてしまう。

　行き場を失くした娘の視線は、必然的に恵那へと向けられた。

　この娘には、緋鷺の本性を証言してもらう必要がある。恐ろしい目に遭い、もうそっとしておいてあげたかったが、中途半端な情けをかけていられる状況でもない。

「今から私が言うことは、すべて真実です。どうか落ち着いて聞いてください」

　覚悟を決めた恵那は、娘の目を真っ直ぐ見つめると、務めて冷静な声で切り出した。

「櫛木村を滅ぼそうとしているのは、焰神様ではありません。村の人たちが〝祈禱師様〟と呼び、あなたをこの場所に閉じ込めた男こそが、この村を──いいえ、この地域一帯に暮らす人々の命を、奪おうとしているんです」

「え……」

「踏鞴製鉄の技術を教えたのも、村人たちに森を削らせ、地中の毒を水に混ぜるため。毒が湧いた水を飲み、体調を崩した人たちを自分の屋敷に隔離したのは、彼が人の魂を喰らう荒御霊だからです」

「そ……そんな、ことって……」

　震える両手で顔を覆い、娘は信じられないと頭を振るう。だが、彼女はその目で見ているはずだ。

　牢内に横たわる人々の魂が、緋鷺に喰われる瞬間を──。

「祈禱師の本性を逸いち早はやく見抜いた焰神様は、村を守るため今も命懸けで戦っています。私たちがあなたを助けにきたのも、焰神様の救援要請を受けたからです」

「それじゃあ、私たちは……祈禱師様に、騙だまされていたのですか……？」

　顔を覆っていた手が外され、紙のような顔色が現れる。

　──どうか、噓だと言って。

　そう懇こん願がんしてくる眼まな差ざしに、心がズキリと痛む。けれど恵那は、娘の涙の浮く瞳から目を逸らさず、小さく頷いた。

「お願いです。この地下牢で起きたことを、村の人たちの前で証言してください。余よ所そ者ものの私たちじゃ無理でも、同じ村で暮らしているあなたの言葉なら、みんな信じてくれるはずです」

「で、でも……」

　戸惑ったように口ごもる娘に、恵那の頭にカッと血が昇のぼる。

「あなたが証言してくれないと、いつかは村人全員、ここにいる人たちのように命を奪われてしまうんですよ？　お年寄りや小さな子供に、こんな酷い仕打ちをする男を、あなたはまだ善良な祈禱師様だと崇めるんですか!?」

　語気を荒らげた恵那にビクリと肩を揺らした娘は、夢から覚めたような顔で、ゆっくりと辺りを見渡す。横たわる骸を映すごとに、娘の瞳から躊躇ためらいの色は消えた。

　枯れ枝のような細い手で、自みずから恵那の手を取った娘は、儚くも揺るぎない声で言う。

「私は千ち鶴づると言います。父は櫛木の村むら長おさですから、村のみんなも、私の言葉を信じてくれるかもしれません」

「それじゃあ……？」

　期待と喜びから、強張らせていた頰を緩めた恵那に、娘──千鶴は、しっかりと頷く。

「私を、みんなのところへ連れて行ってください。祈禱師様の行おこなった恐ろしい所業の数々を、包み隠さずお話します」

　握られた手はまだ震えているが、千鶴の決意は固かった。

（よかった。これで、村の人たちの目を覚ますことができるわ）

　我知らず詰めていた息を吐き、恵那は胸を撫なで下ろす。

　だが、階上から近づいてくる足音に気づき、再度神経を限界まで張り詰めさせた。

「扶人」

「承知しておる。この娘は我に任せ、お前は戦いに集中しろ」

　名前を呼ぶだけで、扶人は自分の意図を察してくれる。

　言葉を必要としないほど、いつの間にか彼との絆きずなは強くなっていた。その事実が、今の恵那には何よりの励はげましだった。

「貴き様さま等ら、そこで何をしている！」

　千鶴を扶人に預けた恵那が、雪桜を構えるのと時を同じくして、一人の男が土階段から下りてきた。仄ほの暗ぐらい赤あか墨すみ色の瞳と、隠しきれない邪気の波動──間違いない、荒御霊だ。

　恵那は牢内から飛び出すと、間かん髪はつ容いれずに男へ斬りかかる。

　ワザと逸らされた太刀筋を避けるため、男は階段の前から真横に飛び退のいた。その隙に、千鶴を背負った扶人は階段を駆け上ってゆく。

「悪いけど私たち、こんなところで足止めされてる暇ひまはないの！」

　相手に武器を取らせる間も与えず、恵那は男を袈け裟さ掛がけに斬り捨てる。左肩を深く抉えぐられた荒御霊は、くぐもった呻き声を漏らし、青白い魂こん魄ぱくに姿を変えた。

　懐から集しゆう魂ごん鈴れいを取り出し、手早く魂魄を回収した恵那は、すぐさま扶人たちの後を追う。

「侵入者め！　主ぬし様さまの餌を、どうするつもりだ!?」

　恵那が地下牢から客間へ戻ると、新たに駆けつけた荒御霊が、鉈なたで扶人に襲いかかろうとしていた。

「この……っ！」

　恵那は咄とつ嗟さに、雪桜を荒御霊めがけて投げつけた。

　風を切って飛んだ白銀に輝く刃は、鉈を振りかぶった男の腹を貫通し、近くの壁に縫い止める。青白い魂魄に戻った荒御霊を、恵那はすかさず集魂鈴に回収した。

「二人とも、無事？」

　壁に突き立った雪桜を引き抜き、固い声で問えば、扶人から「問題無い」と返される。そのそっけない答えに、恵那は腰が抜けそうになるほど安堵した。

　扶人が斬られていたらと考えると、今になって全身から冷や汗が噴き出す。うるさいくらいに鼓動する心臓からは、氷水のように冷えた血液が送り出され、耳の奥がキーンとした。

　扶人は国が滅ほろびぬ限り、胸を射貫かれても死ぬことはない。

　それでも、彼が誰かに傷つけられるのは、心臓が止まりかけるほど怖かった。

「恵那！」

「……っ！」

　鋭く名を呼ばれ、金属質の耳鳴りがぴたりと収まる。

　我を取り戻した恵那は、廊下から響く複数の足音に、雪桜をしっかりと握り直した。

（まったく、油あぶら虫むしみたいにウヨウヨ湧いてこないでよ！）

　さっきまで、荒御霊の気配はしなかったのに、いったいどこから現れたのだろう。

　恵那は苦々しい思いで、小さく舌打ちする。

「お前の武器は、室内での戦闘には不向きだ。外へ出るぞ」

「そうね。私が荒御霊を足止めするから、あなたは先に千鶴さんと屋敷から脱出して」

　長廊下から中庭へ飛び出すと、早速背後から短刀が飛んできた。千鶴を狙った攻撃を、雪桜で弾いた恵那は、周囲を取り囲む三体の荒御霊に神経を集中させる。

　多勢に無勢だが、引くことはできない。

（私の背中には、守るべき人がいる）

　国守りの神としての制約で、扶人は他者を傷つけることはできない。それでも彼は、こんな危険な場所まで同行してくれた。

　武力を持たぬ扶人の代わりに、自分が彼の刃になる。

　そう誓った自分の心に、背きたくはない。

「あんたたちの相手は、この私よ！　扶人と千鶴さんを追いかけたいなら、私を倒してからにしてもらおうじゃない！」

　怖気づきそうになる自分へ発破をかけるため、ワザと強気に啖たん呵かを切ってみる。すると、逆上した荒御霊から一斉に刃物を投げられ、さすがの恵那もギョッとした。

（本気になるにしたって、こんな攻撃の仕方ってあり!?）

　これでは、癇かん癪しやくを起こした子供ではないか。

　雨のように降り注ぐ刃を、雪桜で弾くも手が追いつかない。防ぎきれない攻撃は、身体を捻ったりして避よけ、恵那は完全な防御に徹した。

　何とかして、攻撃をやませる方法はないだろうか。

　焦る心でそんなことを考えていると、不思議なことが起きた。それまで、滅茶苦茶に投げられていた刃物の雨が、ぴたりとやんだのだ。

　突然の出来事に面食らった恵那は、ほんの僅かだが気を緩めてしまう。その隙に乗じた荒御霊たちは、それぞれ異なった得物を手に、恵那目め掛がけて突っ込んでいった。

（マズ……っ！）

　頭上から振り下ろされた刀と鋤すきを、真横に掲かかげた雪桜で受け止める。しかし、顔を狙った槍だけは、どうしても避けることができそうにない。

　恵那は固く目を瞑つむり、やがて襲いくる激痛に備えた──が、背後から足払いされた彼女は、情けない悲鳴と共に、その場へカクンと膝をついた。

「可か愛わいい女の子相手に、いい大人が寄り集まって何してるのかなぁ～？」

　緊迫した空気を破ったのは、荒御霊たちを茶化す明るい声。

　恵那がハッと目を見開くと、自分を庇かばうように、夏葉が鎖鎌を振り回して立っていた。彼の足元には、真っ二つに断ち切られた槍の先が落ちている。それを見た恵那は、足払いで槍の直撃から救ってくれたのが、夏葉であると知った。

「悪い大人には、お仕置きが必要だよね」

　ニッと笑った夏葉は、荒御霊へヒュンと鎖鎌を投げつける。

　空になった両手で、リンゴ大の火薬玉を柳行李から取り出した彼は、それを宙に放って言こと霊だまを唱える。

「五行の掌・火か気き──希き少しよう発はつ火か！」

　バチッと空中で散った火花が、火薬玉に引火する。

　鼓膜が破れそうな爆音に次いで、辺りを濃い白煙が包みこんだ。煙をうっかり吸い込んだ恵那は、激しく噎せてしまう。

「ちょ、夏葉！　煙幕張るなら、合図くらい出してよ……っ！」

「そうやって苦しい思いができるのは、生きてる証拠だよ。ボクが駆けつけなかったら、恵那ちゃんの顔には今頃、風穴が空いてたんだからね？」

　夏葉から引っ張り起こされた恵那は、グッと言葉に詰まる。

　助けてもらっておきながら、文句を言うなんて最低だ。咳き込んで目尻に浮いた涙を拭ぬぐった恵那は、改めて口を開く。

「心配かけてごめん。あと、助けてくれてありがとう」

　告げられた謝罪と感謝に、夏葉はにっこり笑って恵那の手を引く。

「恵那ちゃんも無事だったことだし、今度は父さんの助すけ太だ刀ちに行かなきゃ。扶人たちは裏口から逃げたから、ボクたちも後を追うよ」

　一寸先も見えぬ濃霧のような煙の中を、夏葉は軽快な足取りで駆け出した。

　恵那には、どこに何があるかまったく見えないのに、夏葉はスイスイと障害物を避さける。彼に手を引いてもらわなければ、この煙の中では身動きが取れなかっただろう。

　ようやく煙幕から脱出して、新鮮な空気を胸一杯に吸い込んだ恵那は、ふと重要なことを思い出す。

「そう言えば、契約書は見つかったの？」

　先を急ぎながら尋ねると、いきなり目の前に一通の封書が突きつけられた。

「ボクはやればできる子だからねぇ。この通り、ちゃんと見つけてきたよ。用心深いお頭なだけあって、見つけるまでちょっと手間取ったけどね」

「でもこれ、妙な匂いがしない？」

「そりゃあ、匂って当然だろうね。なんたって、油紙で念入りに包んで糠ぬか床どこの中に漬けてあったもん。糠漬け臭い契約書が決定的な証拠なんて、間抜けすぎて笑えるよね」

「た、確かに間抜けだけど……あんた、よく糠床の中まで調べたわね。私ならそんなところ、探そうとも思わないわ」

　貴重品を糠床に隠す方もどうかと思うが、その隠し場所を発見した夏葉にも、感心を通り越して呆あきれてしまう。

　恵那から生温かい視線を送られる夏葉は、星が散らんばかりにパチンと片目を閉じる。

「昔、〝意外なへそくりの隠し場所百選〟を、父さんから教えてもらったんだよね。その場所を一から順番に探してったら、糠床でお宝発見に至ったワケ」

「へ、へぇ……」

　それより──と、封書を懐に突っ込んだ夏葉は、真剣な顔に戻って西の森を見据えた。

「今度こそ、お頭には成仏してもらわないとね。あの人に傷つけられるのは、〝一閃〟だけで十分だよ」

「夏葉……」

　何でもない風を装っていても、未だに過去のことを引ひき摺ずっているのだろうか。

　そんな考えは容易たやすく見抜かれたらしく、神妙な顔をしている恵那に、夏葉は「勘違いしないでね」と告げる。

「ボクはもう、辻斬りの一閃じゃない。だから、怨うらみを晴らすためにお頭と戦ったりはしないよ。だって、今のボクは見習いだけど修祓師だからね。荒御霊を浄化するのは、人殺しの一閃には無理でしょ？」

　相変わらず口調は軽い。だが、ちらりと見えた夏葉の横顔は、激しく燃え上がろうとする感情を、必死に堰せき止めているようだった。

　繫いだままの手をしっかりと握り、恵那は務めて明るい声で「そうだ！」と言う。

「すっかり忘れてたけど、これって特別課外授業でもあるんだよね？　だったら、ビシッと緋鷺を倒して、先生たちをびっくりさせなきゃ。ね？」

　悪戯いたずらっぽく笑いかければ、ようやく夏葉も笑顔を返してくれた。

　契約書の片割れと、証言者が揃った。後は、俊太郎と飛鳥が契約書のもう半分を、都から持ち帰るのを待つだけだ。

（俊ちゃん、飛鳥さん、待ってるからね……っ！）

　地下牢で亡くなった村人たちや、過去に苦しむ夏葉のためにも。一刻も早く都から戻ってきてくれと、恵那は心の中で二人の無事を祈る。

　そうしている間にも、黒煙の上がる西の森はすぐそこまで迫っていた。
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　焼け焦げた大地を、豬いのししの巨体から滴したたった血が赤黒く濡らす。

（……好き勝手やってくれるじゃねぇか、緋ひ鷺さぎの野郎……）

　繰り出される攻撃を避さけることしかできず、焰ほむら神がみの苛いら立だちは募つのってゆく。

　緋鷺を盲信する村人の前で、荒あら御み霊たまを攻撃することはできない。何せ村人たちは、奴らを普通の人間だと思い込んでいる。

　自分が荒御霊を浄化したら、きっと緋鷺は声こわ高だかにこう言うだろう。

　邪じや心しんに取り憑つかれた焰神が、ついに人を手にかけた──と。

「またしても、作業の邪魔をなさるとは……」

　四体の荒御霊をけしかけた後、農具を振り回す村人たちの後ろに緋鷺は佇たたずんでいた。

　頭から被かぶった衣ころもの奥。女のように整ととのった顔は、病的なまでに白く、その儚はかなさが緋鷺を神聖視させているのだろう。引ひき摺ずるほど長い髪には、水晶の玉飾りが幾つも輝き、風が吹くたびに澄んだ音を奏でた。

（綺麗な格好してるクセに、死んでからもきたねぇ事しやがって……っ！）

　悪趣味な紫の紅を引いた、唇と目元を妖あやしく緩ゆるめる様は、あたかも餌えさの蛙かえるを前にした蛇へびのようだ。

（俺は蛙じゃなくて、豬だってぇの！）

　心の中で突っ込みを入れた焰神は、村人たちを牽けん制せいするために甲かん高だかく嘶いなないた。

　誰も傷つけないように注意して、振り上げた前足で大地を揺らす。たったそれだけで、村人は怯おびえて後あと退ずさりするが、荒御霊は攻撃の手を止めない。

「皆さん、恐れてはなりません」

　傍ぼう観かんに徹していた緋鷺が、及び腰になった男衆の前へ歩み出る。聞く者の心を惹ひきつける甘い美声に、村人たちの視線が瞬時に緋鷺へ集中した。

　チリンと髪の水晶飾りを揺らし、緋鷺は大げさに手を広げて語る。

「邪心に取り憑かれた焰神様は、御自身でも苦しんでおられるのです。その荒ぶる御み心こころを鎮めることで、毒水の被害も治まり、焰神様の御み霊たまも安らかな眠りに就つかれることでしょう」

「じゃが、祈き禱とう師し様。土地神様を殺しなどしたら、村に災いが降りかかるのではなかろうか？」

　男衆の中で、最年長と思われる老人が恐々と問う。

　他の者たちも、神殺しに恐れと戸惑いを抱いているようで、緋鷺の返答を真剣に待つ。

「ご安心ください。あなた方が行おこなうことは、神殺しなどではありません。むしろ、心を病んだ神の御霊を救済する、神聖な行為なのです」

　醜みにくい心内を慈じ愛あいに満ちた微笑で隠し、緋鷺は己おのれの胸に両手を当てる。

　天に祈りを捧ささげるその清き姿に、男衆は小さく息を吞のんだ。

「焰神様の御霊は、私が塚を築きお祀まつりいたします。僅わずかでも神としての御心が残されているうちに、私たちの手で、焰神様を現世の苦しみから御救いしましょう」

　芝居がかった仕草も、村人たちには神こう々ごうしく見えるのだろう。異議を唱えた老人を含め、男衆は農具を構え直し、「祈禱師様のおっしゃる通りだ」と、すっかり緋鷺の口車に乗せられた。

　腸はらわたが煮えくり返りそうな悔くやしさから、焰神は四本の牙きばを剝むき出して吼ほえる。

（安らかに眠らなきゃいけねぇのは、てめぇの方だろうが！）

　本当は、人の言葉で文句を言ってやりたかったが、緋鷺に心酔した村人たちに自分の声は届かない。

　櫛くし木き周辺の地盤に、水を汚染する銅が混ざっていると知ったのは、焰神が神になって間もなくのことだった。

　太古より茂る広大な森の下に、毒の地層がある。その毒が流れ出したら、悠ゆう久きゆうの時を刻んできた森は枯れ果て、白しら糸いとのような流れは失われてしまう。

　櫛木の自然に魅せられた焰神は、この美しい場所を守るのが自分の使命だと思った。

（俺の〝神じん生せい〟、こんなことで台無しにされて堪たまるか……っ！）

　銅を含んだ地層を安定させるため、土地神となった自分を住人は快こころよく迎えてくれた。

　春には桜の下で桜餅を食べ、夏には畑で採れた野菜を供く物もつにくれる。秋になると落ち葉で芋を焼き、冬は雪ゆき搔かきの手伝いをしてやったこともあった。

　それなのに、あの優しかった者たちの子孫が、今や自分へ冷たい殺意を向けている。

（……早くしろ、馬鹿息子……っ）

　昔むかし馴な染じみとその下げ僕ぼくの娘と共に、緋鷺邸へ潜入している息子を心で呼ぶ。

　愛していた村人から向けられる悪意は、壮絶な苦痛を心に刻みつける。荒御霊だけでなく、村人たちまで攻撃を再開したことで、肉体まで更に傷ついてゆく。

　痛覚は麻ま痺ひし、目の前が霞かすむ。足元も覚おぼ束つかなくなり、立っていることも限界だった。

　地響きと共に身体が横倒しになると、突如として緋鷺が制止の声を上げる。

「私は心眼を曇くもらせぬため、殺せつ生しようは好みませんが──焰神様の御霊を鎮しずめるため、現世の戒めをこの手で断ち斬ってさしあげましょう」

　そう言った緋鷺へ、一体の荒御霊が黒い太た刀ちを手渡す。

　スラリと太刀を抜ばつ刀とうすると、鞘さやと共に邪魔な衣を手下に押しつける。綺麗に笑った緋鷺は、ゆったりとした足取りで、地面に倒れた焰神のもとへ歩み寄った。

「ご安心ください。僅かな痛みの後には、あなた様を永遠の楽園がお待ちしておりますよ」

　村人たちからは死角となっているため、自分を見下ろす緋鷺の目は、狂気に満ちた赤せき墨ぼく色に輝いていた。

　静かに振り上げられる刃を目に、一人の娘の姿が脳裏に浮かぶ。

　霊力が底を尽きるまで、懸命に自分の怪け我がを癒いやしてくれたのに、また傷だらけになってしまった。自分で自分を、情けねぇなぁと苦笑う。

　次に思い浮かんだのは、不ふ貞て腐くされた昔馴染みの顔だった。

　面倒臭がりのクセに、変なところで律りち儀ぎな奴だ。突然の呼び出しに、これでもかと文句を垂れ流していたが、それでも櫛木を見捨てたりはしなかった。

（俺が死んだ後のことは、お前に任せるぜ。文句はあの世で聞くから、勘弁してくれよ）

　そして、最後に脳裏を過よぎったのは──血ち生なま臭ぐさい闇の世界から、陽光が降り注ぐ世界に羽ばたいていった、愛おしい息子の顔だった。

　死ぬ前に再会できて嬉しかったが、結局は悲しませてしまいそうだ。

　ようやく笑えるようになったのに、また根暗に戻らないだろうかと不安になるが、それもすぐに霧散した。

（あいつには、いい仲間がついてるんだ）

　たとえ心が折れそうになっても、彼らが支えになってくれるだろう。

　だから、自分がいなくなった後も、息子はまっすぐ生きていけると信じられた。

『ひ、さぎ……』

　焰神は荒い呼吸の合間に、せめてもの意い趣しゆ返がえしとばかりに人の声を絞り出す。

『俺を、殺しても……お前もすぐ、俺んとこにくることになるぜ……』

「死に損ないの遠吠えですか？　無ぶ様ざまですね」

　小さな声で落ちてきた声は、吐き気がするほどの悪意が込められている。目だけ動かして見上げると、緋鷺は毒牙を剝いた蛇のごとく、紫に染めた唇で笑っていた。

　黒い刃が鈍く光り、無情にも太刀が振り下ろされる。

「後で、あなたの魂たましいを喰らってあげますよ」

　残忍な笑みで告げられた言葉に、「腹を下しちまえ」と心中で毒づき、焰神が目を閉ざそうとした時だった。







「父さんッ！」

　半焼した森の茂みから夏なつ葉はが飛び出し、焰神めがけて振り下ろされた刃を、両手に持ったクナイで受け止めた。次いで駆けつけた恵え那なは、緋鷺に駆け寄ろうとした荒御霊たちへ、雪ゆき桜ざくらの切っ先を向けて牽制する。

　二本のクナイで刀を押し返しながら、夏葉は苛烈な眼まな差ざしで緋鷺を睨にらむ。

「お前なんかに、父さんを殺させやしない！」

「おや。あなたは、辻つじ斬ぎりの一いつ閃せんですね？」

　一旦、後方へ飛び退のいた緋鷺は、傷だらけの大豬を背に庇かばう少年を見つめ、端たん整せいな顔を憎悪に歪ゆがめた。

　そんな緋鷺に、夏葉は子供じみた仕草で舌を突き出す。

「残念、ボクは見習い修しゆ祓ばつ師しの夏葉だよ。辻つじ斬ぎりの一いつ閃せんなんて、もう、この世のどこにもいないんじゃないかな？」

「仲間を売った人殺しが、何を言っているのですか？　過去の自分をなかったものにして、生まれ変わったつもりならば、それは大きな間違いですよ」

「仲間って誰のこと？　ボクは一度だって、あんたらをそんな風に思ったことはないよ。あと、ボクが修祓師を目指してるのは、自分の罪を償つぐなうためなんだよね。だから──お前は、ボクがこの手で浄化してみせる」

「一度のみならず二度までも、あなたは私の邪魔をするのですね」

　強い意志を宿した夏葉の双そう眸ぼうに、緋鷺がギリッと奥歯を嚙み締めた。

「焰神様、遅くなってすみませんでした。今、怪我の手当てをしますから、無理に動かないでください」

　夏葉が緋鷺の気を引いているうちに、恵那は焰神へ駆け寄り、応急処置として中級の治ち癒ゆ術じゆつをかける。

「五行の掌・水すい気き──光こう照しよう癒ゆ月げつ」

　温かな金こん色じきの光が、傷ついた豬の巨体を包む。

　止めどなく溢あふれていた血が止まり、小さな傷から徐々に塞ふさがり始める。さすがに、すべての怪我は治せなかったが、喋しやべるだけには十分な回復をした。

『その様子だと、例のブツは手に入ったようだな？』

「はい。焰神様から教わった、〝意外なへそくりの隠し場所百選〟が役に立ったと、夏葉が嬉しそうに言ってましたよ」

『こりゃたまげた！　あの馬鹿、そんな下らねぇこと覚えてたのか？』

　がっはっはと豪快に笑ったかと思えば、焰神の巨体が眩まばゆい白光を放った。

　硬質な体毛が見る間に薄くなり、すらりと手足が伸びた身体は縮んでゆく。赤しやく銅どう色の長い髪と、羽は織おりを風にはためかせ、焰神は一瞬にして人の姿に変じた。

　人ひと形がたで威い風ふう堂どう々どうと歩み出た焰神に、反撃されると思い込んだ男衆は、咄とつ嗟さに逃げようと踵きびすを返す。だが、彼らが駆け出すよりも早く、深く息を吸い込んだ焰神は、村中に響き渡るような大声を張り上げた。

「お前ら、緋鷺に騙だまされんのも大たい概がいにしやがれ！　邪心に取り憑かれてんのは俺じゃなくて、緋鷺の方だといい加減認めたらどうだ！」

　雷鳴のような大だい音おん声じように、村人たちはビクリと身体を硬直させた。

「緋鷺が踏鞴たたら製せい鉄てつを始めるように言ったのは、お前らに森を削らせて、土ん中の毒を水に混ぜるためだ！　そうすれば渓谷の水も毒に汚染されて、ここいら一帯の人間の魂を、楽に喰らうことができるからな」

「そ、そんな作り言には騙されんぞ！」

　誰もが神の威圧感に吞まれるなか、壮年の男が震える声で叫ぶ。

「毒水を飲んで苦しむ俺の娘を、祈禱師様はお屋敷で看病して下さっている。そんな心優しい御お方かたが、人の魂を喰らう化け物なものか！」

「お父さん、待って……っ！」

　鬼き気き迫る形相で焰神を責め立てる男を、か細い娘の声が制した。

　森の茂みが揺れ、奥から白はく髪はつを靡なびかせる扶ふ人ひとが現れる。彼の背におぶわれた娘の姿を目にした途端、男は鈍器で頭を殴られたような表情になった。

「千ち鶴づる！　お前、なぜここに……？」

　この男が千鶴の父親で、櫛木村の村むら長おさなのだろう。

　扶人の背から下りた千鶴は、ふらつく足取りで父親のもとへ向かい、広げられた腕の中へ倒れ込んだ。

「千鶴ちゃん、そんなに瘦やせ細っちまってどうしたんだ？　祈禱師様の治療を受ける前より、顔色もずっと悪くなったじゃないか」

「あんたが、この娘に何かしたんじゃねぇだろうな？」

　死人のような顔色をした千鶴を、男衆は何があったのかと心配する。

　自分をここまで運んでくれた扶人が、不当な言いがかりをつけられ、千鶴は「違うんです！」と悲痛な声で訴えた。

「この御方は、私を祈禱師様の魔の手から救ってくださいました」

「何だと？」

「みなさん、焰神様のおっしゃっていることは本当です！　お屋敷に集められた人たちは、みんな祈禱師様に魂を食べられてしまいました。焰神様のお仲間に助けてもらわなければ、私も同じ目にあっていたでしょう」

　普通に呼吸するだけでも辛つらいはずなのに、千鶴は村人たちの誤解を解こうと、懸命に掠かすれ声を振り絞った。

「私の言葉が信じられなければ、祈禱師様のお屋敷の地下牢を調べてください。みんなの亡なき骸がらが、今もそこに残っていますから……っ」

　地下牢の惨状を思い出してか、千鶴の白い頰ほおを幾筋もの涙が伝う。

　ついに嗚お咽えつを漏らして泣き出した千鶴に、男衆は動揺して互いの顔を見返す。やがて、困惑に満ちたその視線は、一斉に緋鷺へと注がれた。

「祈禱師様……あなた様は本当に、人の魂を喰らう化け物なのですか？」

　一同を代表して、険しい顔をした村長が緋鷺に真意を尋ねる。

　村人たちから疑うたがいの目を向けられて尚も、なぜか緋鷺は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでいた。

（何なのよ、こいつ。どうしてこの状況で笑ってられるの？）

　弁解しようともしない緋鷺に、恵那が妙な違和感を抱いていると、彼の背後に見知った男が現れた。

「その者たちの妄もう言げんに、耳を貸してはならぬ」

　三体の荒御霊を引き連れて登場したのは、冷笑を湛たたえた北ほく斗とだった。

　彼の背後に立つ荒御霊は、屋敷を脱出する際に襲ってきた者たちではないか。彼らから漂う血の香りに、恵那の肌がゾクリと粟立つ。

（まさか、こいつら……っ!?）

　胸中に生じた最悪な予感に、冷や汗がこめかみを伝う。

　襲撃を受けた際、荒御霊から血の匂いはしなかった。ならば、考えられることは一つ。自分たちが逃げた後に、奴らは人間の血肉を喰らったのだ。

　どうやらその予感は的中したようで、北斗はあてつけるように宣言する。

「緋鷺殿に疑念を抱く者は、その娘の言う通り、屋敷の地下牢を調べるがよい。尤もつとも、地下牢が誠に存在すればの話だが」

　真っ向から焰神を見つめ、不敵に目を眇すがめた北斗。

　彼の凍いてつく眼差しに、恵那は怒りのあまり頭が沸ふつ騰とうしたかと思った。

（信じられない！　北斗さん、地下牢の人たちを荒御霊に食べさせたんだわ）

　荒御霊に喰わせてしまえば、屍し骸がいの痕こん跡せきは一切残らない。北斗の口ぶりからして、地下牢の入り口も塞がれてしまったようだ。

　残酷な証拠隠滅の仕方に、反へ吐どが出る。

「お前は何者だ！　突然現れて、俺の娘が噓をついていると言いたいのか!?」

　初対面の男から娘の証言を否定された村長は、千鶴を守るように抱き締めて怒ど鳴なる。

　村人たちからも同様に野次られた北斗は、腰に下がる印いん籠ろうを高々と掲かかげ見せた。

「私は副将軍家当主、篠しの島じま北斗だ。この村で作られた鉄を政府が買い取ることになり、売買交渉に訪れていたのだが──よもやそなたらは、私の言葉が信じられぬとは申すまいな？」

　朱しゆ塗ぬりに黒こく龍りゆうの家紋を目まの当たりにし、村人たちは慌てふためき平へい伏ふくした。

　印籠を懐ふところへしまった北斗は、スッと緋鷺へ目配せする。小さく頷うなずいた緋鷺は、切なげに眉根を寄せると、長い睫まつ毛げを伏せて大げさに嘆く。

「お可哀想に、村長殿の娘御は焰神様に操られているのです。人の魂を喰らうなど、そのようにおぞましきこと、私にはとてもできません」

「そなたらは、村のため尽力する緋鷺殿よりも、どこの馬の骨とも知れぬ連中の言葉を信じるのか？　貧困に喘あえぐ民衆の声に耳を傾け、踏鞴製鉄の技術を授けたのは、他ならぬ緋鷺殿であろう」

　副将軍の威光を振りかざし、北斗は慇いん懃ぎんな態度で緋鷺を庇ひ護ごする。

「焰神に与くみする者も、邪念に取り憑かれているのだ。村を滅ほろぼそうとする神と、村を救おうとする緋鷺殿──どちらが正しいか、判断できぬことはあるまい。さぁ、緋鷺殿を守るために戦うのだ！」

　洗脳が解けかけていた村人たちは、北斗の言葉に「それもそうだ」と頷き合い、手にした農具をゆっくりと構えた。

　強大な権力の前に、人はなんと無力なのだろう。偽りだらけの言葉でも、副将軍の北斗が口にすれば、それだけで真実に変わる。

（どうして誰も、焰神様のことを信じてくれないの!?）

　命懸けで村を守ろうとしている者が、傷つけられるなんて悲しいことだ。

　恵那の心底に、暗く冷たい怒りの炎が燃える。雪桜を握る手に力がこもり、怒り任せに緋鷺へ斬りかかろうとするが、脇から伸びてきた手に止められた。

「早まったことをするでない」

　痛いくらいの力で肩を摑つかんでくるのは、眉間に根深い皺しわを刻む扶人だった。

「この愚か者どもを退治したところで、村人が目を覚まさねば意味がなかろう。最後の切り札が残っていることを、お前は忘れたのか？」

「──っ」

　そうだ。自分たちの手札は、完全に揃ったわけではない。

　恵那が大きく目を見開くのと、北斗が冷徹な命令を下したのは同時だった。

「皆の者、こやつらは国に仇なす謀む反ほん人にんである！　始末した者には褒ほう美びとして、金十両を与えよう」

　大金に目が眩くらんだ男衆は、焰神のみならず、恵那たちにまで殺意を向ける。

　冷静さを失った様相で農具を持つ人々に、恵那の心が悲鳴を上げるように軋む。畑や田んぼを耕す大事な道具を、命を奪うことに使うだけでなく、たったの金十両で人を殺そうとするなんて、胸が張り裂けるほど辛い。

（もう、駄目だわ……っ！）

　鍬くわや鋤すきが振り上げられ、男衆が口々に鬨ときの声を上げようとした時──呆然と佇む恵那の足元に、突如として巨大な影が落ちた。

　恵那たちの頭上を飛び越え、村人たちの前に着地したのは一頭の豬だった。

「無駄な争いはやめ、武器を捨てろ！」

　豬の背から下りて一喝したのは、一部の隙すきもなく正装した俊しゆん太た郎ろうだった。

　上質な絹の着物に、皺ひとつない袴はかま。金糸で細やかな刺し繡しゆうが施された羽織には、将軍家を示す白はく龍りゆうの家紋が縫い取られている。

　しゃんと背筋を伸ばした立ち姿は、自分の知る俊太郎じゃないみたいで、恵那は我知らず感嘆の息を零こぼす。

「皆さん、何をしているのですか」

　俊太郎の傍かたわらに立つ飛鳥あすかは、農具を持って立ちつくす村人へ威厳ある声で告げる。

「こちらにお座わす御方は、三十八代将軍・天てん道どう俊とし明あき様の御子息、天道俊とし之ゆき様であらせられます。武器を捨て、控えなさい！」

　高らかに言い放ち、飛鳥が村人へ掲げ見せたのは、白龍の家紋が燦さん然ぜんと輝く護身刀だった。
















　副将軍が現れたかと思えば、今度は次期将軍の登場だ。目まぐるしく変わる状況に、混乱した男衆は、いつまでも武器を手放さずざ喚わめいている。

　平伏する素振りを見せぬ村人たちに、飛鳥は深く息を吸った。

「次期将軍の御ご前ぜんですよ！　直ただちに控えなさい！」

　平素の穏やかな雰ふん囲い気きから一変して、有無を言わさぬ口調で飛鳥は厳げん命めいを下す。その迫力に泡を食った村人は、農具を放り出し、額を地面に擦こすりつける勢いで平伏した。

　村人が静まると、俊太郎は懐から一通の封書を取り出す。それを見た夏葉は、自分が持っている片割れの封書をこっそり彼に渡した。

「ここに、二つに分かたれた契約書が存在する。一通は副将軍家の本邸に隠され、もう一通は緋鷺なる祈禱師の屋敷で発見された」

　俊太郎の手にした二通の契約書に、初めて北斗と緋鷺の表情から余裕が消える。

　そんな二人の異変に気づくも、俊太郎は淡々と説明を続けた。

「二枚の文ふみを合わせた中央に、篠島北斗と緋鷺の実印が押されている。これは、お前たちに内密で交わされた、鉄の売買や毒水の被害に関する契約書だ」

「櫛木村で作られた鉄を、篠島家に無償で納める代わりに、緋鷺が荒御霊であることを神社に密告しないこと。毒水に倒れた村人の魂を捧げる見返りに、配下の荒御霊を貸与することなど、契約書には明記されています」

　契約書の内容を詳説した飛鳥に、男衆は許しを得るのも忘れ、伏せていた頭を勢いよく上げる。彼らは俊太郎の持つ契約書を凝視し、次第に顔色を失っていった。

　手にした契約書を飛鳥へ預けた俊太郎は、腰に佩はいた太刀をスラリと抜き放つ。

「よく見ていろ」

　短く言い残した俊太郎は、強く地面を蹴けって駆け出す。

　近くにいた荒御霊と、一気に間合いを詰めた彼は、相手に防御を許さず刃を振るう。肩口を深く斬り裂かれた荒御霊は、声にならない悲鳴を上げて、青白い魂こん魄ぱくに変わった。

　生きた人間が殺されたかと思いきや、その者は骸を晒さらすことなく消えた。

　何が起きたのか理解できず、村人たちは愕がく然ぜんとする。

「どうだ。実際に荒御霊の浄化を目の当たりにした今でも、お前たちは緋鷺を祈禱師と崇められるか？」

　現実から目を背けることを許さず、俊太郎は声を荒らげることなく静かに問う。

　次々に提示される証拠の数々は、緋鷺が荒御霊であると示している。だが、盲目的に緋鷺を信じてきた人々は、いまだにその事実を受け入れることはできず、放心するばかりだった。

　その時、緩かん慢まんとした拍手が俄にわかに響き出した。

「さすがは、私の配下を返り討ちにするだけのことはありますね。隠された契約書を見つけ出し、私の思惑を潰つぶすとはお見事です」

　紫の紅が引かれた唇で、緋鷺は妖しく笑む。

　契約書を持ち出された彼は、ついに本性を顕あらわした。口元からは長い牙が覗のぞき、抑えられていた邪じや気きの波動が、激しい紫の風と共に吹き荒れる。

「しかし、これですべてが終わったわけではありませんよ。真実を知る者さえ始末すれば、私はこの計画を続行できるのですから」

　艶えん然ぜんと微笑した緋鷺は、黒い太刀を構えた。それが合図となり、武器を手にした六体の荒御霊が、彼の周囲に集う。

　祈禱師の仮面が剝はがれ落ちた緋鷺は、配下の荒御霊へ冷然と告げる。

「この場にいる者たちを、一人も逃がさず皆殺しにしなさい」

　その命令を待ち望んでいた荒御霊たちは、仄ほの暗ぐらい両眼に狂気の光を宿す。そして、各々が好みの武器を携えると、人外の奇声を発し無防備な村人へ襲いかかった。

　すかさず飛び出した恵那は、千鶴を抱く村長を狙った荒御霊を、雪桜を真横に薙ないで振り飛ばす。受け身を取った荒御霊から、間髪容れずに繰り出された攻撃を受け止めた彼女は、気抜けしたままの村長へ怒鳴る。

「あなた、村長なら村の人たちを避難させなさいよ！　ここにいたら、みんな荒御霊に食べられちゃうって分かるでしょう!?」

　娘ほども年の離れた少女から大だい喝かつされ、村長は頰を引っ叩かれたような顔で我に返った。彼は千鶴を横抱きにして立ち上がると、野太い声で仲間に声をかける。

「みんな、悩むのは後回しだ！　死にたくない奴は俺の後についてこい！」

　率先して動き出した村長に感化され、命が惜しい村人たちも、速やかに安全な場所へと避難を始める。

　村人たちに言葉が通じたことで、恵那の太た刀ち筋すじは安あん堵どから鋭さを増す。激しい鍔つば迫ぜり合いから、力任せに刃を弾いた恵那は、荒御霊の胴体を雪桜で貫つらぬく。

　刃を引き抜いた恵那は、偶然にも視界の端で扶人の姿を捉えた。

「──っ!!」

　周囲を吹き荒れる邪気の嵐から、村人たちを守っているのだろう。霊力を解放して、邪気の波動を相そう殺さいしている彼の背後には、二体の荒御霊が迫っていた。

　ドクリと、心臓が不自然に脈打つ。

　心の奥から溢れ出したのは、身が燃え上がるほどの熱い感情。自分でも制御できない想いと共に、恵那の脳裏で強い決意が弾ける。

（扶人は、私が守るんだから！）

　下僕だからとか、そんなことは関係ない。彼を失うのが嫌だという純粋な想いが、魂を焦がすような熱を生み出す。

　その刹せつ那な、高鳴る鼓動へ呼応するように雪桜の柄つかが脈打った。

　はらりと空から舞い降りた白い桜の花弁が、恵那の夜空を思わせる漆しつ黒こくの髪を撫なでる。清らかに流れ出した楽がくの音ねに、身体は不思議と羽のように軽くなった。

（まさか、雪桜が完全に解放されたの……？）

　溢れ出る熱い想いは、過去に一度感じたことがある。

　これは、魂の奥底に眠る前世の自分である千ち咲ざきの、扶人へ対する愛情の奔ほん流りゆうだ。

　千咲が目覚めた気配は感じられないが、雪桜の力を完全に解放するため、彼女が力を貸してくれたことは、胸を満たす甘い感情で察せられた。

「ありがとう、千咲さん」

　前世の自分へ感謝した恵那は、伸びやかな龍りゆう笛てきの音に身を任せ、残像を残す勢いで大地を駆ける。

　素早い身のこなしで荒御霊に接近した彼女は、敵の懐へ果敢に潜もぐり込む。

　一体目の荒御霊は、振り下ろされた鉈なたを雪桜で受け止め、渾こん身しんの力で後ろへ吹き飛ばす。鎌で斬りかかってきた二体目には、強烈な回し蹴りをくれてやった。

「扶人、無事だった？」

　背に庇った扶人へ荒い呼吸の合間に問えば、吐息のような微笑が鼓こ膜まくを震わす。

「お前がいる限り、我が傷つくことはない。違うか？」

「……そうね。あなたとこの国を守るって、私は誓ったもの」

　自分のことを信頼して、扶人が命を預けてくれている。そう実感した途端、胸中の闘志が更に激しく燃え上がった。

　地面に倒れた荒御霊がのっそりと起き上がり、再度、扶人を狙って攻撃態勢に入る。

　舞い散る白い桜さくら吹雪ふぶきを纏まとう恵那は、凜りんとした声で挑むように宣言した。

「扶人の魂を食べるのは、私の魂を食べてからよ！　返り討ちにされる覚悟があるなら、掛かってきなさい！」

　自信に満ちた恵那の挑戦に乗った荒御霊は、不気味な薄笑いと共に突っ込んできた。

　空気をも裂く勢いで薙がれる鎌と、力強く繰り出される鉈。両者の猛攻を流れるような琴の音に合わせ、恵那は舞うように弾き返す。

（今だ……っ！）

　幾度も斬り結んでいると、相手の足元がふらついた。

　雄々しい太鼓の音に耳を傾け、グッと大きく踏み込んだ恵那は、一体目の荒御霊の足を払うように斬る。痛みに悲鳴を上げ、その場に崩れ落ちた荒御霊には目もくれず、恵那は二体目に標的を切り替えた。

　身体を捻ひねって攻撃をかわし、斜め下に構えた刃で胴体を斬り上げる。振り上げた刃はそのままに、先ほど地面に倒れた荒御霊へ向き直ると、恵那は無防備な胸へ雪桜を突き立てた。

「恵那さん、扶人さん。御無事ですか？」

　二体の荒御霊を浄化して恵那が嘆たん息そくしていると、背後から不安げな声をかけられる。振り返ると、焰神の身体を支えた飛鳥が、よたよたと近づいてくるところだった。

　彼の顔色を見た恵那は、悲鳴に近い声を上げた。

「飛鳥さんこそ、大丈夫なんですか!?　ひどい顔色ですよ！」

　まろぶように駆け寄った恵那が、代かわりに焰神を支えようとする。しかし、焰神は「自分より飛鳥に手を貸してやれ」と告げ、自力でまっすぐ立った。

　扶人の隣に並んだ焰神は、彼の背後に固まって震えている村人を横目に唸うなる。

「緋鷺の野郎、馬鹿みてぇに邪気をぶちまけやがって。これじゃあ、村の連中を逃がしてやれねぇな」

「これだけの濃度だ。我の力の範囲外に出た途端、邪気に耐性のない者は絶命するだろう。下手に逃がそうとはせず、最後までこの戦いを見届けさせるしかあるまい」

「それも、そうだな……」

　苦く渋じゆうの表情で焰神が溜息をつくと、彼の頭上から明るい声が落ちてきた。

「父さん、溜息をつくと幸せが逃げちゃうよ？」

　白い桜吹雪に紛まぎれ、空から降ってきた夏葉は綺麗に着地する。

　羽織をどす黒い体液で汚した俊太郎も、彼に続いて一同と合流した。

「この桜と楽がくの音ねは、お前の力か？」

　額の汗を拭ぬぐう俊太郎は、飛鳥に肩を貸している恵那へ尋ねる。

　頷いた恵那は、左手に握る雪桜を見下ろす。

「雪桜の力を完全に解放すると、こうなるみたいなの」

「それなら、この戦いが終わるまで解放状態でいた方がいい。扶人様も邪気を浄化してくださっているが、この桜と楽の音も退たい魔まの力を宿している。二人の力に守られていれば、村人たちが受ける邪気の影響も、軽く済むだろう」

「そ、そうなの？」

　天から降る桜吹雪と楽の音に、退魔の力が宿っているなんて初めて知った。てっきり、戦いを有利にする現象かと思っていた恵那は、改めて俊太郎の鋭い洞察力に感心する。

　──事態が急変したのは、その時だった。

「うわぁッ!!」

　身を寄せ合っている村人の後方から、恐れ戦おののく悲鳴が上がる。見ればいつ回り込んだのか、三体の荒御霊が牙を剝き、村人たちに喰らいつこうとしていた。

　反射的に駆け出そうとした恵那を、すかさず俊太郎が止める。

「奴らは、俺と夏葉に任せろ。お前は雪桜の発動を維持するために、力を温存するんだ」

　口早にそう告げた彼は、先に飛び出して行った夏葉の後を追う。

　遠ざかる学友の背を、恵那が何とも言えない心持ちで見送っていると、視界の端を艶あでやかな黒髪が横切った。

（しまった！）

　そう思った時には、もう遅かった。

　中途半端な力で支えていた飛鳥を、強引に割り込んできた者に奪われる。肩に乗っていた重みと共に、恵那は血の気が引くのを感じた。

「この愚ぐ弟ていが！　なぜ、私の邪魔をするのだ!?」

　抜き身の太刀を飛鳥に突きつけ、鬼のような形相で北斗が怒鳴る。

　実の弟に何てことをするのだと、恵那が怒り任せに助けに入ろうとするが、飛鳥から強い語気で止められた。

「恵那さん、大丈夫です」

「でも……っ！」

「これは篠島家の問題ですから。どのような形であれ、決着は自分たちでつけます」

　喉のど元もとにピタリと切っ先を向けられて尚も、飛鳥は取り乱すことなく、凪ないだ眼差しで兄を見つめている。

　揺るぎない覚悟を秘めた飛鳥の姿に、恵那はひどく躊躇ためらいがちではあったが、言われた通り引き下がった。兄弟間の問題に、他人の自分が踏み込む余地などなかったからだ。

「兄上は、篠島の印籠に込められた意味をお忘れですか？」

　刃の先で喉が傷つくのも厭いとわず、飛鳥は落ち着いた声こわ音ねで問う。

「篠島の家紋に刻まれた黒龍は、将軍家の家紋に刻まれた白龍の影。印籠が黒漆でなく朱塗りなのは、たとえ血に塗まみれることになったとしても、将軍家をお守りするという意味です」

「それが何だというのだ!?　そのような戯ざれ言ごとに、私が縛られるとでも思うたか？」

「ここまでお話ししても、まだお分かりにならないのですか？」

　狂気に支配されて冷静さを欠いた兄に、飛鳥は悲しげに眉を曇らす。

「僕も副将軍家の血筋を受け継ぎし者。将軍家に害なす者あれば、たとえそれが実の兄であろうとも成敗する──これが、黒龍の家紋を背負いし一族の務めです」

「そのようなものは詭き弁べんだ！　所詮、お前とて目的は私と同じなのだろう？　私さえ消せば、副将軍の座が自分のものになるのだから！」

　欲の闇に吞まれた北斗には、もはや弟の切実な言葉も届かなかった。

「私の前に立ちはだかるのなら、お前も斬り捨てるまでだ！」

　飛鳥の喉元に突きつけられていた太刀が、大きく振りかぶられる。

　これ以上は黙って見ていられず、恵那は今度こそ助けに入ろうとした。しかし、彼女が踏み出すよりも早く、北斗の手から太刀が滑り落ちた。

「ぐっ……ごふ……っ！」

「兄さんッ!?」

　虚むなしい音を立て刃が転がった地面を、北斗の口から溢れた鮮血が赤黒く濡らす。

　ぐらりと傾かしいだ兄の身体を、飛鳥はしっかりと抱き留める。何が起こったのか分からないが、自分も様子を見なければと、恵那は二人に駆け寄ろうとするが──突如、背後に現れた強烈な邪気に、ゾクリと背筋を震わせた。

　振り向きざまに刃で斬りつけるも、荒い太刀筋は難なく受け流される。

「お転てん婆ばな娘さんですね。残念ですが、あなたの遊び相手は私ではありませんよ」

　蠱こ惑わく的な笑みを湛え、背後に立っていたのは緋鷺だった。

　緋鷺がふんわり微笑むと、彼の後ろから一体の荒御霊が飛び出してくる。

「ま、待ちなさいよッ！」

　荒御霊は両手に持った短刀を、滅茶苦茶に繰り出してくる。息つく間も与えられない猛攻は、恵那に防御しか許さず、飛鳥たちへ歩み寄る緋鷺の邪魔をさせなかった。

「篠島北斗。あなたは、利用価値の高い良い駒でした。しかし、今日でお別れです」

「お前が、兄上に何かしたのか!?」

　吐と血けつする北斗の背を撫でながら、飛鳥が嚙みつくように問う。

　殺意すら込めて睨まれた緋鷺は、紫の紅に彩られた唇を吊り上げ、パチンと指を弾く。すると、北斗の着物の背から一枚の札が抜け出て、ひらりと緋鷺の手中に収まった。

「あなたは私と、対等の関係だと思い込んでいたようですが、それは大きな間違いです。私は常に、あなたの命を握っていたのですよ──この呪いの札を使って」

　緋鷺が吐と息いきを吹きかけると、札に描かれていた紫の蛇が実体化する。赤い舌をチラつかせ、腕に巻きついた蛇に口づけを落とし、緋鷺は艶然と笑む。

　肩で荒い呼吸を繰り返す北斗は、血ち濡ぬれた口元で憎にく々にくしげに呻うめく。

「き、さま……最初から、私を裏切るつもりで……っ」

「強大な権力を誇示しようとも、私の前ではすべての人間が無力です。せめて、最さい期ごは寂しくないように、勇敢な弟さんと一緒に殺して差し上げますよ」

　黒い太刀を構える緋鷺に、荒御霊の猛攻を防ぐ恵那はギリッと歯嚙みする。

（血に狂ってさえいなければ、こんなヤツ瞬殺してやるのに！）

　狂ったように笑いながら、短刀を振り回す荒御霊からは、強烈な血の匂いが漂っていた。

　反撃しようにも、勢いに押されて劣勢に追い込まれる。

（駄目、間に合わない……っ！）

　恵那が胸中で悲鳴を上げると同時に、緋鷺の太刀が無情にも振り下ろされた。

　肉を抉えぐられる不快な音に、白い桜吹雪に混じって赤い滴しずくが飛び散る。返り血を浴びた緋鷺は、ニヤリと厭いやらしく笑ったが──刃の先にいる相手を見て、鼻面に皺を寄せた。

「残念だったな、緋鷺」

「死にぞこないの豬が、まだ私の邪魔をするつもりですか？」

　飛鳥と北斗を凶きよう刃じんから庇ったのは、焰神の大きな身体だった。

　全身に負った怪我のせいで、腕が自由に動かないらしい。手で受け止められない代わりに、左の肩骨を犠牲にして刃を止めた焰神は、冷や汗を搔きながらも挑むように笑う。

「俺は、血が有り余ってるからな。これくらい盛大にぶちまけた方が、つり合いが取れるだろ」

「人間ごときのために己を犠牲にするとは、愚の骨こつ頂ちようですね。利害の計算ができないとは、哀れなものです」

「自分の守りてぇもんを勝手に守ってんだ。端から感謝なんざぁ期待してねぇし、てめぇに哀れまれる筋合いもねぇよ……っ！」

　肩に食い込む刃に力が込められるが、焰神は決して引こうとはしない。

　逆に、彼は無謀にも刃を押し返していた。

「飛鳥はなぁ、誰も俺の話に耳を貸そうともしない中で、たった一人力になってくれたんだ。俺の〝恩人〟に手ぇ出すつもりなら、腕の一本や二本、てめぇにくれてやらぁ！」

「ならば、お言葉に甘えましょうか。勿もち論ろん、腕を斬り落とした後は、あなたの魂を食させていただきますよ」

　スッと、緋鷺の瞳孔が蛇のように細くなる。

　官能的に舌した舐なめずりをして、肩骨を圧へし折ろうと太刀に体重をかけようとした緋鷺は、咄嗟に後方へ飛び退く。その直後、それまで緋鷺の立っていた場所に、物もの凄すごい勢いで鎖くさり分ふん銅どうがめり込んだ。

「……お前、父さんに何をした……」

　村人を襲った荒御霊を浄化し、焰神の危機に駆けつけた夏葉は、生気が欠落した目で緋鷺に問う。

　静かに殺気立つ夏葉は、両袖そでに仕込んだ暗あん器きを外す。それだけでなく、大事にしていた簡易武器庫の柳やなぎ行ごう李りまで、ゴミ屑くずのようにぞんざいに放り出した。

　身軽になった彼は、血溜まりに沈む太刀を拾い上げる。

　──先ほど、北斗が落とした太刀だ。

「……父さんを傷つける奴は、ボクが許さない……」

　一片の感情もこもらぬ夏葉の声に、荒御霊と斬り結んでいた恵那は、心臓が凍りついた錯覚を抱く。

（夏葉、いったいどうしちゃったのよ？）

　闇に沈んだ眼で、人殺しの道具だと嫌っていた刀を握っている。

　その幽ゆう鬼きじみた雰囲気は、自分の知る太陽のような少年ではなかった。

「夏葉、やめろッ！」

　異変を察知した焰神が叫ぶが、夏葉は獣のような唸り声を上げて緋鷺に斬りかかる。

　初めて見る刀を振るう夏葉は、心を持たない夜や叉しやを思わせた。

　長い三つ編みを宙に踊おどらせ、ひたすらに相手の息の根を止めるため、殺しの刀を振るう。緋鷺に反撃され、頰や腕を刃が掠めても、痛みを顔に出しもしない。
















「あんた、いい加減しつこいのよ！」

　今、彼を止めなければ大変なことになる。

　本能が夏葉の危機を訴え、恵那は大胆な行動に出た。上半身ばかり狙っていた刃を、その場にしゃがんでやり過ごし、口早に掌しよう術じゆつを唱える。

「五行の掌・火か気き──百ひやつ花か閃せん！」

　言こと霊だまが作用して膨張した火気が、鮮やかな火花となって弾けた。顔面で炸さく裂れつした火花に、荒御霊は情けない悲鳴を上げるが、中腰状態の恵那から胴を真一文字に斬られ、魂魄体となり沈黙する。

　己の戦いに決着をつけ、夏葉のもとへ向かおうと身を翻ひるがえし──恵那は硬直した。

「う、うそ……」

　無意識に口から零れた声は、自分でも驚くほど震えていた。

　恵那が目の前の戦いに集中しているうちに、緋鷺は脇腹と右腕を深々と斬り裂かれ、地面へ仰向けに倒れていた。そんな彼を、宵よい闇やみよりも暗い瞳で見下ろし、夏葉はトドメを刺そうと垂直に刃を構える。

「やめ、て！　夏葉、やめてぇ……ッ！」

　人殺しの刀で緋鷺にトドメを刺したら、二度と元の夏葉が戻って来ない気がする。

　恵那は無我夢中で叫び、つんのめるように駆け出したが間に合わない。焰神も、夏葉の凶行を止めようとしているが、大量出血が災いして身動きが取れずにいる。飛鳥など、すでに止めに入って当て身を受けたらしく、腹を押さえて蹲うずくまっていた。

（お願い、誰か夏葉を止めて！）

　太陽の下で生きられるようになった彼が、再び闇の世界に堕おちるなんて嫌だ。

　絶望の淵で恵那が祈るのと、緋鷺の胸を貫こうとした夏葉の刃を第三者が摑んだのは、奇くしくも同時だった。

「憎しみに支配され、自ら立てた誓いをも忘れたか」

　手のひらから血が溢れるのも構わず、刃を動かせぬよう素手で握り締めたのは、金色に瞳を輝かせる扶人だった。

　彼は意思を宿さぬ夏葉の目を見つめ、率直な言葉をぶつける。

「刀は人を殺す道具であって、人を救う武器ではない。だからこそ、二度と刀は振るわぬと自らの魂に誓ったのではないのか」

「……あ、ぅ……」

「このままでは、お前は二度と笑えなくなる。そうなったら、二度と焰に親孝行ができなくなるが、それでも良いのか？」

　語気は荒らげていないが、扶人の一言一句は夏葉の心を激しく揺さぶった。

　闇に沈んでいた瞳には、微かすかだが生気の光が戻り、刀の柄を握る両手も静かに離される。張り詰めていた緊張感が途切れ、夏葉は力無くその場に座り込んだ。

　夏葉が手放した太刀を、扶人はどこか安堵した様子で、遠くの地面へ放った時だった。

「……おのれぇ、辻斬りの一閃……私を、二度も死に追いやるとは許さぬぞ……」

　地の底を這はうような声で緋鷺が怨言を吐き、邪気を練って小刀を作り出す。

「こうなれば、貴き様さまも道連れにしてくれるわ……ッ！」

　気力と執念を振り絞った緋鷺は、放心している夏葉へ小刀を放つ。

　扶人が反射的に、夏葉を庇おうとする。だが、彼よりも先に、刃の前に立ちはだかった人物がいた。

「ひ、さぎ……っ」

　深々と刃に貫かれた胸から、花弁のごとく鮮血を散らせたのは、全身を蝕むしばむ呪いに苦しんでいた北斗だった。

「……最後まで、貴様の好きにはさせぬぞ……」

　小刀の刺さった胸元を押さえ、彼は血を吐きながら冷笑を湛える。

　倒れる寸前、小さく動いた彼の唇は、確かに「ざまぁみろ」と呟いていた。

　北斗の予想外な行動に、力を使い果たした緋鷺は暫しばし呆然としていたが、やがて狂ったように笑いだした。

「ふ、はははは……っ！　なんて滑こつ稽けいなんだ！　この私が、神と人間にしてやられるとは！　だが、私はただでは浄化されてやらぬぞ！」

　不吉な宣言をした緋鷺の瞳が、おぞましい紫に輝く。

　その刹那、村からは大地を揺るがす爆ばく音おんが響き、森からは禍まが々まがしい紫の霧が噴出した。

「何、これ……っ！」

　やっと扶人の元へ駆けつけた恵那は、動揺に声を震わす。

　紫の霧が触れた途端、木や草がジュワジュワと溶けるように枯れていく。元気よく鳴いていた蟬せみも、命を吸い取られて地面へ落ちる。

　地下牢で嗅かいだような、死の匂いが辺り一帯にたち込め、恵那は吐き気を懸命に堪こらえた。

「あんた、村と森に何をしたのよ!?」

　森は急速に枯れ果て、遠くに見える村からは、火の手が上がっているのが見える。

　恵那が鬼気迫る眼光で問い詰めると、緋鷺は気だるげに答えた。

「この怨うらみを晴らさずに、浄化されるのは癪しやくだからな。万が一の時のため、村と森の中に呪いの元を放っておいたんだ……」

　ニイッと緋鷺が笑うと、彼の腕に絡みついていた紫の蛇が、扶人めがけて牙を剝いた。

　気がつけば恵那は、突然のことに硬直する扶人の胸へ飛び込み、彼の代わりに左肩を蛇に嚙まれた。

「ぐ、あ……っ！」

　深く牙が刺さった傷口が、瞬時に燃えるように熱くなる。

　急速に毒が回った身体からは力が抜け、胸は圧迫されたように苦しくなった。

「恵那!?　おい、しっかりしろ！」

　皮膚を喰い破った蛇を毟むしり取った扶人は、苦痛から脂あぶら汗あせを滲にじませる恵那を抱き寄せる。

「ざまぁみろ、人間！　これでお前も、私と共に地獄へ堕ちるんだ！　ふはははは……ッ！」

　苦しみに喘ぐ恵那の息遣いに、緋鷺は再び狂ったように笑いだす。

　だが、その笑い声も長くは続かなかった。

「お前はもう、黙ってろ」

　緋鷺の胸に、鋭い刃が突き立てられる。小刻みに揺れる紫の瞳が見上げた先には、静かに怒る俊太郎が立っていた。

　俊太郎が刃を引き抜くと、緋鷺は呆気なく魂魄へと姿を変える。しかし、彼の遺した置き土産みやげは、術師が消えても効力を失ってはいなかった。

　森を包む霧は濃度を増し、地面まで毒沼のようにぬかるみ始めている。

　緑豊かで広大な櫛木の森は、今や何ものも住めぬ死の樹海と化していた。

「恵那！　我の声が聞こえたら返事をしろ！」

　あの唐とう変へん木ぼくが、人目も憚はばからず大声で叫んでいる。

　扶人の切せつ羽ぱ詰つまった声に、恵那は閉じていた瞼まぶたを根性で押し上げた。

「……あんた、なに情けない顔してんのよ」

　視界はぼやけているのに、間近で自分の顔を覗き込んでいる扶人が、どんな顔をしているのかだけは分かる。

　きっと、普段の澄まし顔が噓のように、今にも泣きそうな顔をしているはずだ。

「私のことなら大丈夫だから、今は村と森にかけられた呪いを、どうにかしなさいよね」

「だが……っ！」

「あんたは、私の仕える国守り様でしょう？　しっかりしなさいよ」

　珍しく尻込みする扶人の背を、焼けるような肩の激痛を堪えて懸命に押してやる。そんな恵那の言葉に、扶人は苦渋の表情で奥歯を嚙み締めた。

　一度だけ強く恵那を抱き締めた扶人は、彼女の耳元に唇を寄せて囁ささやく。

「我が神としての役目を果たしている間に、ぽっくり死んでみろ。この国を沈めてやる」

「な……」

　国守りの神にあるまじき、性た質ちの悪い脅し文句に、恵那は何事か抗議しようとする。だが、近くにいた俊太郎の胸に押しつけられ、強制的に口を閉じさせられた。

　俊太郎に恵那を託した扶人は、足早に焰神の元へ向かう。

「焰、力を貸せ」

　他者を寄せつけぬほど殺気立つ扶人に、焰神は貧血で青白くなった顔でニッと笑む。

「お前が霊力を高める間、俺にこの場所の浄化をさせるつもりだろ？」

「豬ちよ突とつ猛もう進しんな豬とて、我が神名を与えただけの実力は持っておるはずだ。よもや、できぬとは申すまいな？」

「俺は、守るべきもののためならいくらでも命張るぜ。死んだって、ここにいる奴らは守ってやるから、お前は心おきなく自分の役目を果たしやがれ」

　扶人の申し出を快かい諾だくすると、焰神は精神を集中させるため、その場に胡坐あぐらを搔いて目を閉じた。扶人もパチンと指を鳴らし、出現させた錫しやく杖じようを両手で持つと、体内で霊力を最大限に高めるため、外界から意識を遮断する。

　扶人から放出されていた霊気の流れが止まると、代わりに焰神の猛たけ々だけしい霊気が、浄化範囲を包み込んだ。

　しかし、同じ神でも扱える霊力に差があり、浄化範囲は徐々に狭まってゆく。

「扶人の野郎、よくも平然とこれだけの邪気を浄化してたもんだ……っ。おい、お前ら！　死にたくなかったら、俺の側にへばりついてろッ！」

　毒霧と化した高濃度の邪気を、全身全霊の力で浄化しながら、焰神は自分を遠巻きにしている村人たちを呼ぶ。

　すると、毒霧に怯える村人たちは、すぐに焰神の側へ寄ってきた。

「焰神様、すんません！　俺たちが馬鹿だった！」

「あんな化け物の言いなりになったりして、面めん目ぼくねぇだ！　ホンとにすまねぇ！」

　傷だらけになりながらも、自分たちを守ろうとする神の姿に、男衆の中には涙を浮かべている者もいる。

　手を合わせて謝る男たちに、焰神は脂汗を滲ませながらも豪快に破顔する。

「なぁに、んな小せぇこと気にすんじゃねぇよ。ここにいる〝本物の祈禱師様〟が、胸むな糞くそわりぃモン全部、綺麗にすっ飛ばしてくれっから、お前らはそれまで辛しん抱ぼうしてろ」

　そう言った焰神は、傍らの扶人をちらりと見遣る。

　急速に高められる霊力が、金色の靄もやとなり足元から漏れ出す。緩やかに流れ始めた風が、空から降り続けている白い桜の花弁を巻き上げ、扶人の白髪も龍の鬣たてがみのように宙で翻った。

（扶人……っ）

　蛇に嚙まれ、ジクジクと熱を持った傷口が痛む。意識は霞かすみがかり、視界も半なかばぼやけているが、それでも恵那は歯を食い縛って、扶人のことだけを見つめていた。

　桜吹雪と楽の音に退魔の力があるなら、彼が村と森の呪いを浄化するまでは、発動状態を維持しなければ。この死に絶えた森さえも、扶人なら蘇よみがえらせることができると信じているから──少しでも、彼の力になりたいと思った。

　しかし、想いに反して目の前は暗くなってゆく。

（……もう、駄目……）

　目を開けているのか、閉じているのかも分からない。

　それでも意識が途切れる直前に、錫杖が打ち鳴らされる音を恵那は確かに聞いた。







　焰神の浄化能力も限界を迎え、人々を毒霧が吞み込もうとした刹那。

　金色の光を宿した扶人の双眸が開き、彼は大地を穿うがつようにして、両手で持った錫杖を強く打ち鳴らした。

　シャンッ──と、遊ゆう環かんが聖なる音色を奏でる。その音に乗って、扶人の中で最大限に高められた霊力が、金こん色じきの疾風となって四散した。

　金色の風は紫の霧を浄化し、神の恩恵を大地に振り撒まく。

　毒に汚染されてヘドロ化した地面は、元の色を取り戻して固まる。萎しなびた草は震えるように背を伸ばし、瑞々しい緑に輝く。枯れた木々は、あたかも逆再生するかのごとく、立派な枝葉を力強く茂らせた。

　緑と土の香りがする清浄な空気を吸い込み、黒い瞳に戻った扶人は嘆息する。

「これで、我の役目は終わったな……」

　久方ぶりに、膨大な霊力を消費した気だるさを感じていると、空から響いていた楽の音が止まった。

　弾かれるようにして顔を上げれば、白い桜吹雪までやみ、扶人の表情が凍りつく。

「恵那ッ!!」

　名前を呼んで振り返ると、俊太郎の腕に抱かれた彼女は、ぐったりと目を閉ざしていた。

　恵那の手から転がり落ちた雪桜は、すでに白い鞘で覆われている。紙のように白い顔色に、心臓が早鐘のように鼓動し、嫌な汗が全身から噴ふき出す。

「扶人様、恵那が……っ！」

「騒ぐな、まだ息はある」

　気を抜くと乱れそうになる心を戒め、扶人は沈痛な面おも持もちの俊太郎から、弛し緩かんしきった恵那の身体を奪った。

　襟えり元もとに手をかけ、躊ちゆう躇ちよせず着物の前を開はだけさせる。

　現れた肌は白く滑らかで、左の肩口に残る牙の跡が痛々しいほど目立った。

（あの毒蛇め。邪気を直接、体内に流し込みおったな……）

　傷口から発せられる微かな邪気に、扶人は忌いま々いましげに眉根を寄せる。

　邪気に耐性を持たない人間ならば、即死していただろう。恵那もこの状態が長く続けば、自力で邪気の浄化もできずに、命を落としてしまうはずだ。

「まったく、世話のかかる下僕だ」

　目が覚めたら説教だと心に決め、穢けがれを知らぬ玉肌へ唇を寄せる。

　小さな傷口を舌でさぐり、ゆっくりと自分の霊力を流し込む。その際、腕の中で恵那が低く呻いたが、痛みはすぐに消えたようだ。

　苦痛に歪んでいた表情が穏やかになり、浅く早かった呼吸も安定してきた。

（これで、一ひと先まずは大丈夫そうだな）

　体内の邪気を完全に浄化すると、傷口を舐めて痕を綺麗に消した。

　恵那の肩口から唇を離した扶人は、彼女の襟元を手早く直す。そして彼は、遠くから自分のことを窺っている村人たちへ、威厳ある声で命じる。

「我の連れが手傷を負った。誰ぞ、休める場所を用意せよ」

　焰神に力を認められた、森を蘇らせ、自分たちの命を救った謎なぞの男。

　そんな彼の命令に、村人たちは呆然としていたが、命の恩人に無礼があってはいけないと、すぐさま慌てたように動き出した。

「どうぞ、うちの母おも屋やにおいで下さい。娘のために揃えた薬がありますので、看病の環境が整っております」

　率先して申し出たのは、娘の千鶴を抱いた村むら長おさだった。

　恵那を横抱きにして立ち上がり、扶人が「案内しろ」と命ずれば、村長は「こちらです」と村に続く道を歩き出す。

「あ、あの……」

　早く恵那を横にさせてやりたい。その一心で先を急いでいると、案内役の村長からおずおずと声をかけられた。

　刺とげ々とげしい口調で「何だ？」と返せば、遠慮がちに問われる。

「あなた様はいったい、どこのどなた様なのでしょうか？」

　今更すぎる質問に、扶人は気もなく鼻を鳴らす。

「お前たちに明かすような名は、生あい憎にくと持ち合わせておらん。ただの祈禱師とでも、勝手に思い込んでいろ」

「は、はぁ……？」

　それっきり扶人は押し黙り、村長も無理に追及しようとはしなかった。

　沈黙した扶人が願うのは、ただ一つ。腕の中の温ぬくもりが、自分の手が届かないところへ行かないことで──。

　国一番の神様の願いが通じてか、扶人に抱かれる恵那は小さく口元を緩めた。







　緋鷺の発動した呪いによって、村では火災が起きていた。

　森は再生できても、扶人の力は火事にまで効力を発揮しなかったようだ。

　遠目からでは正しい判断を下せないが、おそらく火の手は二カ所で上がっている。火の勢いからして、早急に対処しなければ、森にまで飛び火する危険性があった。

「手の空いている者は、俺と共にきてくれ！　早く火を消さなければ、二次災害が引き起こるぞ！」

　太刀を鞘に納めた俊太郎は、途方に暮れている村人に呼びかけた。

　自ら先頭に立って火事場へ向かう次期将軍に、気抜けしていた男衆が我に返る。

　緋鷺が浄化され、すべての誤りが正された今、もう戦う意味はない。握り締めていた農具を放り出すと、男衆は村にいる家族を救うため、つんのめるような勢いで駆け出した。

「兄上！　お願いですから、目を開けてください！」

　村人たちがいなくなった焦土と化した空き地に、飛鳥の悲痛な声が響く。

　地面に倒れた兄の身体を抱き起こすと、思った以上に軽かった。手のひらから伝わる体温は、短刀が突き立った胸から流れ出す鮮血と共に、徐じよ々じよに失われてゆく。

　それでも、か細く繰り返される呼吸が、兄の命はまだ燃え尽きていないと教えてくれた。

「……あ、すか……か？」

「──っ！」

　血で濡れた兄の唇が微かに動き、確かに自分の名を呼んだ。

　途切れがちで、ひどく苦しげだったけれど、その声音は優しかった頃の兄のものだった。たったそれだけのことで、涙るい腺せんが壊れたように涙が溢れて止まらなくなる。

「何だ……また、泣いているのか……？」

　飛鳥の零した涙が頰に落ち、北斗は困ったように笑む。

「……父上に、叱しかられたのだろう？　まったく、お前は……それしきのことで、篠島の男子が泣いてはならぬぞ……」

　自分を抱く弟の涙を、北斗は震える手を懸命に伸ばして拭ってやる。

「そうだ……また、二人で川にでも行くか。お前も、きっと……楽しめ……る……」

「兄上……ッ!?」

　頰に触れていた兄の手が、力無く地面に落ちる。

　身体は呪いに蝕まれ、胸には短刀が刺さっているのに、北斗はどこか幸せそうな笑顔で息を引き取った。

「どうして、そんな風に笑うんですか？　いくら僕が説得しても、緋鷺と手を切ろうとしなかったのに──最期に、優しかった頃の兄上に戻るなんて、ずるいじゃないですかっ！」

　血で着物が汚れるのも厭わずに、生きることを止めた兄の身体を、飛鳥は泣きながら抱き締める。

「お前の呼び声に、記憶が遡さかのぼったのだろう」

　頭上から降ってきた太い声に、飛鳥は泣き濡れた顔を上げる。

　夏葉に身体を支えられた焰神は、飛鳥と向き合うようにどっかりと腰を下ろす。焰神が腰を落ち着けると、夏葉は上着を脱いで包帯代わりに破き、父親が負った傷の止血を始めた。

「よかったな、飛鳥。お前の兄貴は、最期に人の心を取り戻せたんだ。今生では負の情念に支配されたが、死後は安らかな輪りん廻ねの旅路へ就けるだろう」

「本当、ですか？」

「俺だって神の端くれだからな。それくらいのことは、分かるっつーの」

　白い歯を覗のぞかせてニッと笑う焰神に、飛鳥は胸の痞つかえが取れた気がした。

　俊太郎の暗殺を企たくらみ、荒御霊と手を組んでまで、兄は将軍の御み位くらいを欲していた。だから兄は、死後も欲や悪意に支配され続け、荒御霊になるのではないかと恐れていたのだ。

　緋鷺と同じ運命を辿らぬだけ、兄は救われたのだと思う。

「飛鳥ちゃん、さっきは殴ってごめんね。あと、暴走したボクを止めようとしてくれて、本当にありがとう」

　止血を済ませた夏葉が、消え入りそうな声で謝罪と感謝を告げる。

　すっかり正気に戻った彼は、飛鳥の腕の中で眠るように息絶えた北斗へ、静かに視線を落とす。その眼差しには、切ないながらも優しい光が浮かんでいた。

「北斗さんにも、お礼を言わなくちゃね。お頭に殺されそうになったボクを、身を挺ていして庇ってくれたもん」

「そんじゃあ俺も、親父として馬鹿息子を救ってもらった礼を言わねぇとな」

　散々惨むごい所業を働いたにも関わらず、夏葉と焰神は兄に深く頭を下げてくれた。

　二人の温かな心遣いに、飛鳥はくしゃりと泣き笑う。

「焰神様、この辺に川が綺麗に見える場所はありませんか？」

「ん？　それなら、森を抜けた渓谷沿いの崖っぷちだな。あそこは一年中、絶景を拝おがむことができるぜ」

　それがどうしたと問われ、飛鳥は兄の穏やかな死に顔を見つめた。

　最期は苦しまずに逝いったが、忘れてはならないことがある。兄は副将軍家の威光を利用し、多くの民の命を危険に晒したのだ。

「たとえ兄が亡くなったとしても、僕は今回の一件を隠そうとは思いません。けれど、兄の遺体だけは、丁重に弔とむらってあげたいんです」

「そういや、罪人は水葬にされるんだっけか？」

「兄上は十分、冷たくて暗い場所にいました。死んだ後も、冷たい水の底に沈められるくらいなら、せめて、大好きな川の見える場所に埋葬してあげたいんです」

　幼い頃から篠島家の当主となるため、兄は勉学と武術に励んでいた。

　文武両道で何でもそつなくこなす兄と比べ、要領の悪い自分は、父親に叱られてばかりいた。人前で涙を見せると、「男が泣くものではない」と更に怒声が飛ぶ。だから、泣く時はいつも押おし入いれに隠れた。

『飛鳥、また泣いているのか？』

　かくれんぼでは誰にも見つからないのに、一人で泣いていると、必ず見つけてくれたのが兄だった。

　自分が泣きやむまで、兄も一緒に狭い押入れの中にいてくれた。

　そして、色々な話をしたと懐かしくなる。

『この前、父上と遠乗りに出掛けた時、綺麗な川を見つけたんだ。魚が沢たく山さん泳いでいて、釣りには絶好の場所だろう』

『でも、僕は兄上みたく魚釣りが上手じゃありません……』

『それなら、浅瀬で水遊びをすると良い。岸には綺麗な小石も転がっていたし、集めてみたらどうだ？　私が父上にお許しを貰うから、共に遊びに行こう』

　だから泣くんじゃない──と、あの時も涙を拭ってくれた。

　今なら、父から外出許可を取ることが、どれほど難しいものか理解できる。けれど兄は、約束通り父親の許しを得て、自分を川に連れて行ってくれた。

『川の流れを見ていると、自分は篠島家の次期当主としてではなく、篠島北斗という一人の人間になれる気がする。まるで、肩に圧のし掛かっているものが、すべて押し流されてゆくようだ』

　二人で川岸に並んで座り、煌きらめく川かわ面もを眺めていた時、兄は遠い眼差しでそんなことを語っていた。

　きっと川の側でなら、兄はただの篠島北斗として眠りに就ける。

　兄の執着した身分や権力を、清流がすべて押し流してくれると飛鳥は信じていた。

「おっし！　そんじゃあ俺らで、北斗に立派な墓を立ててやるか」

「賛成──って、本当は言いたいけど、父さんはまだ張り切っちゃ駄目！　お墓を作るのは、傷の手当てが終わってからだよ」

　常人ならとっくに絶命しているような大怪我で、今にも墓を作りに駆け出しそうな焰神を、夏葉が強こわ面もてで押し止める。

「実はボク、自分なりに工夫した治癒術なら使えるんだよね。その術を使えば、動ける程度には傷も回復するけど、治療はかなり荒っぽいよ？」

　含みのある笑顔で義父に迫る夏葉は、両手に色とりどりの火薬玉を出現させた。

　武器で治療を行う気でいる息子に、焰神は不敵に目を細める。

「田舎の暴れ豬には、うってつけの治療法だな。どんな荒療治だろうと、俺は音ねを上げたりしねぇぞ。さあ、いつでもかかってこい！」

「んじゃ、早速治療開始するよ。──飛鳥ちゃんは、北斗さんと一緒に少し待っててね。父さんの怪我が治ったら、みんなでお墓を作りに行こう」

　そう言った夏葉は、一気に火薬玉を宙へ放った。

　掌術の言霊が紡つむがれ、爆音が轟とどろく。到底治療とは呼べない光景が、眼前で繰り広げられ、飛鳥は思わず瞬まばたきを忘れたが──やがて、泣いて赤くなった目元を綻ほころばせた。

「兄さん、良かったですね」

　手に入れようとした物は、何一つ得られなかったかもしれない。けれど、弟の自分以外にも、その罪を許して弔ってくれようとする者がいる。

　兄の人生の歯車が、どこで狂ったのかは分からない。それでも、人の温かさに触れてこの世を去ることができる。

　それは、兄がこの世で与えられる最後の幸せだった。
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　果たしてどれくらいの時を、自分は眠っていたのだろうか。

　うっすら目を開けると、見慣れない天てん井じよう。身体を起こそうにも全身が重だるく、瞬きをするのも億おつ劫くうだった。

（ここは、どこ……？）

　今は夜なのか、遠くからフクロウの鳴き声が聞こえる。行あん燈どんに火は灯されていないが、開け放たれた障子の向こうから、明かな月の光が室内を照らしていた。

　吹き込む涼風が心地よくて小さく息をつくと、右手を大きな手に摑まれる。

「ようやく目を覚ましおったか、馬鹿者め」

　声のした方へ首を傾けると、扶人が枕元に座っていた。

　ずっと、側に付き添っていてくれたのだろうか。自分を見下ろす彼は、どこか憔しよう悴すいしたような表情をしている。

「お前が意識を失ってから、今日で三日が経つのだぞ。人の気も知らず、間抜け顔を晒して寝こけおって……」

「え……私、そんなに眠ってたの……？」

　驚いて叫んだつもりが、口から零れた声は儚く掠れていた。

「ねぇ、みんなはどこ？　森と、村は……？」

「安心しろ、森は元に戻った。村の方は、緋鷺の屋敷と踏鞴場が爆破されただけで済んだ。あのチビは、焰にひっついて看病に専念しておるぞ」

「俊ちゃんと、飛鳥さんは？」

「奴らは都へ向かった。将軍と副将軍が、同時期に代替わりせねばならんのだ。今頃、老中どもが紛ふん糾きゆうしておるだろう」

「そう……」

　森と村は無事だった。重傷を負っていた焰神も助かり、夏葉も正気に戻ったというのに、恵那の気持ちは晴れなかった。

　浮かない顔で目を伏せた恵那に、扶人は不安げに目を細める。

「どこか痛むのか？」

　心配そうに尋ねてきた扶人に、恵那は「違うの」と頭を振るう。

「扶人には、北斗さんが将軍になろうとした理由、分かる？　荒御霊と協力して、沢山の人たちを犠牲にしようとしたのに……結局あの人は、何も手に入れられなかったわ」

「無欲なお前には理解できぬだろうが、権力とは阿あ片へんのようなものだ。一度手にすれば、更に上を目指したくなる。分不相応な地位を望めば、破滅が待っていることも忘れ、人は愚かにもそれを欲するのだ」

「つまり北斗さんは、今よりも強い権力が欲しかっただけなの？」

　それは、なんて虚しい理由だろう。

　胸が圧迫されたように苦しくなり、くしゃりと表情を歪めると頭を撫でられた。

「政まつりごとに携わる者は、常に権力という実体のない物を巡り、水面下で醜く争っておる。だが、お前と同じあの無欲な小僧どもならば、少しはマシな国を作れるのではないかと我は思うのだ」

「扶人……」

「お前が笑って暮らせる国を作る──次期将軍からの、伝言だ。その心さえ失わずにおれば、あやつは良き国主になるだろう」

　国守りの神として、扶人は俊太郎が将軍の位に就くことを祝福していた。

　その事実に、恵那は自然と笑顔になる。

　俊太郎が残してくれた約束のお陰で、胸に痞えていた想いが緩やかに溶けた。上手く呼吸ができるようになると、恵那は急に喉の渇かわきを覚えた。

「あのさ、扶人。お水が飲みたいんだけど……身体を起こすの、手伝ってもらってもいい？」

　命令はされ慣れているが、お願いすることには不慣れで。扶人の顔色を窺うかがいながら、恵那は至極控えめにそう言ったが──意外にも、扶人は文句も言わず彼女の要望に従った。

　優しく抱き起こされた恵那は、桜の芳香がする扶人の胸に身を預ける。

「一人で飲めるか？」

　差し出された湯ゆ吞のみを摑もうとするが、手に力が入らず頭を振った。

　ぐったりと胸に凭もたれかかる恵那を、扶人はジッと見下ろす。そして彼は何を思ってか、湯吞みに口をつけて水を含むと、湯吞みを脇に置いて恵那の顎あごへ手を添えた。

「──っ!?」

　何の前触れもなく顔を上向かされ、至近距離に扶人の美しい顔が広がる。反射的に顔を背けようとするが、がっちりと顎を固定され、首を動かすことはできなかった。

　徐々に近づいてくる顔に身を固め、ぎゅっと目を閉ざす。

　次の瞬間、唇に重ねられた柔らかい感触に、頰が燃えるように熱くなった。

「ん……ふっ……」

　閉じていた唇を舌でこじ開けられ、触れるだけの口づけが深いものになる。ゆっくりと口内に水が流し込まれると、渇き切っていた喉は羞しゆう恥ち心しんも忘れ、それをコクリと吞み込んだ。

　長い時間をかけて水を飲み終え、唇が解放される。

　初めての接せつ吻ぷんにしては刺激が強すぎ、恵那は真っ赤な顔でくったりとした。

「ちょっと、いきなり何して──……っ」

　熱に浮かされた頭で、取り敢えず抗議の声を上げた瞬間──扶人の腕が背中に回され、ギュッと身体を抱き締められた。

　今まで気づかなかったが、扶人の腕は微かに震えていた。

　そんな腕で、痛いくらいに抱き締められた恵那は、そっと口を噤つぐんだ。

「また、我だけ置いて行かれるのかと思った」

　相手の鼓動が聞こえそうな静けさの中に、扶人の切なげな声が落ちる。

　突然抱き締められて混乱していた恵那は、その言葉から一つの可能性を導き出す。

（もしかして扶人は、千咲さんが亡くなった時のことを思い出してたのかしら？）

　前世の自分は、扶人を庇って命を散らした。

　毒蛇に嚙まれて間もなく、意識を失ったので分からないが、三日間も眠り続けていたのだ。その間、扶人はどんな想いで自分に付き添っていたのだろう。

　そう考えた恵那は、ある言葉を思い出した。

『我が役目を果たしている間に、ぽっくり死んでみろ。この国を沈めてやる』

　まっすぐ自分を見つめ、そう言った扶人は恐ろしく真剣だった。

　自分が死んでいたら、本当にこの国は滅びていただろう。それだけ、扶人から特別に想われていると実感した途端、不謹慎だが嬉しくなった。

「心配をかけて、ごめんね」

　だけど──と続け、恵那は鉛なまりのように重い腕を懸命に持ち上げる。

「私はちゃんと、生きてあなたの側にいるわ」

　扶人の広い背中へ両腕をからめ、彼の身体をそっと抱き返す。

　今だけは、胸の内で大きく脈打っている鼓動も、扶人に伝わって欲しいと思った。

　ドキドキしている事を知られるのは、身み悶もだえするほど恥ずかしい。けれど、それで彼が安心できるなら構わないと、本心から思えた。

「それより、どうしてくれるの？　私、口づけするの初めてだったのよ」

　熟れた林檎りんごのような頰を、扶人の肩口に押しつけて今更ながらに愚ぐ痴ちる。すると、力強く背に回されていた腕が解とかれ、両手を肩に置かれた。

　凭れかかっていた身体を起こされ、黒曜石のような瞳に顔をジッと見つめられる。

「我との口づけは、嫌だったか？」

「えっ」

　思わぬ問い掛けに、思考が止まる。

　水を飲ますためとはいえ、いきなり口づけされたことには驚いた。でも、嫌だったかと聞かれると、どう答えて良いのか迷う。

　本当に嫌だったら、相手の舌を嚙み切ったり張り倒していたはずだ。

　恵那が取り止めないことを考えていると、扶人の手がふんわりと頰を包む。

「──どうだ？」

　あっと思う間もなく、二度目の唇が奪われた。
















　艶やかな眼差しから目を逸そらし、柔らかな感触を残す唇に触れ──恵那は、表情を隠すように深く俯うつむく。

「……嫌じゃない、かも……」

　消え入りそうな声で呟いた恵那の顔は、火がつきそうなほど赤く染まっていた。初う心ぶな反応を見せる恵那に微笑むと、扶人は糠ぬか星ぼしが散る夜空のような彼女の髪を、何度も優しく撫でる。

　そうして寄り添う二人を、空の月だけが黙って見守っていた。
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　櫛くし木き村で起きた事件から、十日が過ぎた良日。

　三十九代将軍・天てん道どう俊とし之ゆきの就任式が、葵あおいの都みやこの中心部に建つ巌いわ紀き城じようで執とり行われていた。




（俺のこと、胡う散さん臭くさそうな顔で見てるな……）

　中庭を一望する濡れ縁に座した俊しゆん太た郎ろうは、眼下にずらりと並んだ家臣たちに、内心で眉を顰ひそめていた。

　生おい立たちのせいで、差別的な態度を取られることは覚悟していた。実際、御ご落らく胤いんの証拠に提示した護身刀も、散々専門家に鑑定され、三日もかけて本物だと認められたくらいだ。

　それでも、初しよっ端ぱなから平へい伏ふくもされず、不ぶ躾しつけな視線が一斉に注がれるとは思わなかった。

（こいつらは、俺が背中を預ける仲間じゃない）

　むしろ庭園に集った者たちは、自分を失脚させようと企たくらんでいる者や、体てい良よく利用しようとしている者ばかりだろう。

　誰も頼たよれる者がいない、孤独な場所に来てしまった。

　窮きゆう屈くつな正装が気持ちまでも卑屈にしようとするが、俊太郎は拳こぶしを強く握り締める。

　将軍になると決めたのは、他の誰でもない自分だ。妹分の少女と交わした約束を守るためにも、自分はこの権力で塗り固められた針の筵むしろに、座り続けなければならない。

（飛鳥あすかさんは、俺以上に辛つらい想いをしているんだ。これくらいのことで挫くじけてたら、国なんて背し負よっていけないだろ）

　濡れ縁の下。新たな篠しの島じま家当主として、すぐ近くに控える飛鳥を横目に、俊太郎は弱気になる自分を叱しつ咤たする。

　北ほく斗とが急死したことで、彼への風当たりも強かった。表向きは病死となっているが、飛鳥が暗殺を謀ったのではないかと、心無い者は噂うわさしており──真実を知る俊太郎は、やり場のない憤いきどおりを感じていた。

「皆の者、頭が高い！　上様の御ご前ぜんですぞ!?」

　一向に平伏しようとしない家臣たちに、式を取り仕切る老中が怒鳴るも、誰一人として微動だにしない。

　これは、無言の宣戦布告だ。

　真に将軍の子かも分からぬ者に、仕えることはできないと言いたいのだろう。

（こうも堂々とされると、不ふ敬けい罪ざいで裁くこともできないな）

　参列しているのは、名のある大名家の当主だ。いくら将軍でも、全員を不敬罪で裁きでもしたら、国を揺るがす戦を引き起こしてしまう。

　それを承知の上で、この行動に及んでいるのだから性た質ちが悪い。

（……ん？）

　老中の怒ど鳴なり声を遠くに、俊太郎がこっそりと溜め息をついた時だった。

　入道雲がゆったりと流れる目に痛い夏空から、ひらりと薄紅色の花弁が舞い降りる。一枚だけかと思っていた花弁は、次第に雨のごとく降り頻しきり──季節外はずれの桜さくら吹雪ふぶきに、中庭に座す一同がどよめいた。

　次の瞬間、上空で苛か烈れつな白光が弾け、雷鳴のごとき咆ほう哮こうが地上に降り注いだ。

『都の空を舞うのは、久方振りだな』

　腹の底に響く重低音に空を見上げると、そこには巨大な白はく龍りゆうが出現していた。

（扶ふ人ひと様……ッ!?）

　祥しよう泉せん堂どうにいるはずの彼が、なぜ新将軍の就任式に現れたのだろう。

　三代将軍が没して以降、一度として歴代将軍の前に姿を見せなかったというのに……。

『城の方は何一つ変わっておらぬが、家臣の質は随分と落ちたものだ。仕えるべき主あるじに首こうべも垂れぬとは、名のある大名家の当主とは思えんな』

　白龍の金こん色じきの瞳からは、目を合わせるだけで心臓が止まりそうなほど、冷たい蔑さげすみの光が放たれていた。彼の凍いてつく眼光を前に、それまで平然としていた家臣たちは、氷水を浴びせかけられたように蒼あお褪ざめる。

　その様は、天てん狗ぐの鼻が次々に圧へし折られてゆくようだった。

『天道俊之、篠島飛鳥』

　初めて見る国守りの神に、喧やかましかった老中までもが腰を抜かす中、扶人から揃って名を呼ばれた俊太郎と飛鳥は、ビクリと肩を揺らす。

　驚いたように自分を見上げる二人に、扶人は金色の双そう眸ぼうを細める。

『新たな将軍・副将軍の就任、そこな愚か者どもに代わり我が祝福しよう。その地位は、そなたらのような者にこそ相応ふさわしいものだ』

「……っ。ありがたきお言葉、この俊之、終生忘れませぬ！」

　感極まって俊太郎が叩こう頭とうすると、飛鳥も同じように額ひたいを地面につけた。

　国守りの神から就任を祝福された将軍など、三代将軍以降一人も存在しない。副将軍に至っては、空前の出来事だ。

　魂たましいを抜かれたように放心する家臣を、改めて眼光鋭く見下ろし、扶人は威い嚇かくするような獰どう猛もうな声で宣言する。

『この者らの素性・品性共に、この倭やまと透とう空くう之の神かみが保証する。以後、両名への不敬は、我に対する不敬と心得よ』

　それだけ高らかに言い放つと、白龍は大地を揺るがすほどの咆哮を上げ、再び眩まばゆい白光に包まれる。あまりの眩まぶしさから、閉じた瞼まぶたを次に開けた時には、白龍の姿は空から忽こつ然ぜんと消えていた。

　はらはらと舞っていた桜吹雪の、最後の一枚が地面に落ちて溶け消える。

　それが合図となったかのように、庭に座した家臣たちが一斉に平伏し始めた。

　全員の平伏が済むと、その先頭に飛鳥が歩み出て、穏やかな笑顔で首を垂れる。

「本日より我らは、天道俊之様の家臣でございます。一日でも長く、民が安あん寧ねいに暮らせる御み世よが続かれることを、切にお祈り致します」

　今しがたまで、胡う乱ろんな目つきで見られていたというのに。

　平伏したまま動かない一同から、俊太郎は白龍の降臨した空へ視線を移す。

（扶人様、ありがとうございます……っ）

　自ら針の筵に座った自分に、国一番の後ろ盾だてがついてくれた。

　力強く背中を押してくれた彼の名に、決して泥を塗らぬよう──将軍として立派に生き抜くことを、俊太郎は晴れ渡る空に誓った。







　祥泉堂の中庭に、薄紅色の桜吹雪が渦のように吹き荒れる。

　客間の縁側に座っていた恵え那なは、その中から現れた扶人へぱたぱたと駆け寄った。

「お帰り、扶人！　俊ちゃんの就任式、どうだった？」

「不心得者どもに、軽く灸きゆうを据えてきた。後は、あの小僧ども次第だな。我にここまでさせたのだ、本腰を入れてより良き治世に励まねば、後世の笑いものになるだろう」

　不敵に笑んだ扶人に、恵那は安あん堵どから頰ほおを和なごませる。

　今朝、扶人が唐突に都へ行ってくると言い出した時は何事かと思った。

　都の御ご殿てんに戻るつもりになったのかと、恵那はうろたえたが、それはとんでもない早とちりで。彼の目的は、本日将軍に就任する俊太郎を祝福することだった。

「龍のあなたが空に現れた時、みんなびっくりしてたでしょう？　あ～、俊ちゃんの驚く顔が目に浮かぶわ」

「我を前にして身構えぬ者など、お前くらいなものだろう。国守りの神を顎あごでこき使う者が、他にいて堪たまるものか」

「む。ちょっと、何よその言い草！　何なら今から、〝扶人様〟って呼んで敬ってあげましょうか？　それくらい、私にだってできるんだから」

　ムキになった恵那が食ってかかると、扶人から鼻をつままれた。「何するのよ」と恵那が抵抗する前に、扶人は彼女の耳元に唇を寄せる。

　そうして囁ささやかれた言葉に、恵那は見る見るうちに赤面した。

「さて、我は疲れた。夕ゆう餉げまで昼寝でもするか」

　言うことを言った扶人は、ぱっと恵那の鼻から手を離し、日陰になった縁側へ横になる。

　庭の真ん中に立ち尽くす恵那は、真っ赤な顔で今しがた告げられた言葉を、何度も脳内で繰り返していた。




　──お前はいつまでも、変わらず我の側にいろ──。




　その真意は、どこにあるのだろう。

　耳まで赤く染めた恵那から、扶人が昼寝を邪魔されるまであと僅わずかのことだった。








宿命は緋の空に燃ゆ！　終　　
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　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。小こ柴しば叶かなうです！

　嬉しいことに、「新しん米まい修しゆ祓ばつ師し退たい魔ま録ろく」の続編をお届けすることができました。これも、応援してくださる読者様のお陰です。本当に、ありがとうございました！




　今回のタイトルは、「宿命は緋の空に燃ゆ！」ですが──文字通り作中では、色々と熱い展開が繰り広げられております。祥泉堂メンバーの意外な過去と、バトルシーンをたっぷり書けたことが、個人的に嬉しかったです。

　踏鞴たたら製せい鉄てつと聞いて、「もののけ姫」を思い出すのは私だけではないでしょう。山や森を犠牲にすることで、鉄を手に入れていた時代も過去にはあったんですね。本作を書き上げた後、鉄製品は大事にしなくちゃと思い、早さつ速そくお鍋をいつもより丁寧に磨きました。

　それにしても、鉄は砂鉄を溶かして作られていたんですね。子供の頃、友人数名と砂場でかなりの砂鉄を集めましたが──集めた砂鉄の行方は、一向に思い出せません。黙々と砂鉄集めに励はげむなんて、今思うと奇妙な遊びをしていたものです。

　ちなみに私は「もののけ姫」以外だと、「耳をすませば」がジブリ作品の中では好きです。あの甘酸っぱい青春に、きっと一生憧れ続けるんだろうなぁ……。




　ここからは、お世話になった方々へ御礼を。

　まず、担当様。執筆中に目を痛めてしまった時は、大変なご迷惑とご心配をおかけしました！　一番辛い時期に、温かいお言葉をかけて頂けて嬉しかったです。どうか、これからもよろしくお願いします！

　そして、一巻に引き続き美麗なイラストで作品を彩って下さった石いし川かわ沙さ絵え先生。細部までこだわったイラストに、うっとり見惚れる毎日です。表紙初登場の俊しゆんちゃんが本当にカッコよくて、大いにときめきました。本当に、ありがとうございます！

　出版に携わって下さった皆様、家族や友人にも無限大の感謝を。そして、この本を手に取って下さった読者様には、厚く御礼申し上げます。皆様の心強いご声援があったことで、恵那達に未来が与えられました。こうして再び、賑やかな祥泉堂の面々を書くことができて、とても嬉しかったです！




　よろしければ、ご意見ご感想を聞かせて下さい。

　では、またお会いする日まで──。


小柴　叶拝

































































著者

小柴叶

Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好き。特に三毛猫を愛しています。

最近は、卵焼き作りがマイブーム。

隠し味の研究で、失敗することもしばしば。

出汁巻き卵も好きですが、甘い卵焼きの方がお気に入り。

料理の腕は、恵那より上だと思いたいです。










イラスト

石川沙絵

Sae Ishikawa




11月27日生まれ。射手座。

友人のところに、子猫がやってきたそうです。

たまにメールを送ってもらっては癒されています。




[MUGU]

http://mugu.moo.jp/
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